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児童・生徒が人権尊重の理念である「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」を理解する

とともに、それが態度や行動に現れるようになるよう、学校教育のあらゆる場面で人権教育を行うことが

求められています。 

 このワークシート集が、学校における人権教育推進のための一助となれば幸いです。 

●人権、そして人権教育とは

「人権」とは、「人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」です。「生きていたい」

「自由でいたい」「幸福でいたい」という、すべての人に共通する３つの願いを支えるものです。 

 そして人権教育とは、自他の人権を正しく理解し、相互に尊重し合うという人権尊重の精神の涵養を目

的とする教育活動、つまり「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認める」という気持ちを、水が土

へと染みこんでいくように、自然にゆっくりと児童・生徒の心の中に育てていくことです。 

●学校教育における人権教育の在り方について

各学校が人権教育に取り組むに際しては、人権に関わる概念や人権教育がめざすものを明確にし、教職

員が十分理解した上で、組織的・計画的に取組を進めることが大切です。 

平成20年3月に文部科学省が制定した「人権教育の指導法の在り方について（第三次とりまとめ）」と、

令和3年及び令和４年に作成されたその補足資料は、人権教育を進める上での指針となっています。 

「人権教育の指導法の在り方について（第三次とりまとめ）」では、学校教育における人権教育の目標

を次のように示しています。 

一人ひとりの児童・生徒がその発達段階に応じ、人権の意義・内容や重要性について理解し［自分の大

切さとともに他の人の大切さを認めること］ができるようになり、それが様々な場面や状況下での具体的

な態度や行動に現れるとともに、人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながるようにすること。 

そのためには、人権や人権擁護に関する基本的な知識を確実に学び、その内容と意義についての知的理

解を徹底し、深化することが必要となります。また、人権が持つ価値や重要性を直感的に感受し、それを

共感的に受け止めるような感性や感覚、すなわち人権感覚を育成することが併せて必要となります。さら

に、こうした知的理解と人権感覚を基盤として、自分と他者との人権擁護を実践しようとする意識、意欲

や態度を向上させること、そしてその意欲や態度を実際の行為に結びつける実践力や行動力を育成するこ

とが求められます。 

また、各学校においては、上記のような考え方を基本としつつ、児童・生徒や学校の実態等に応じて人

権教育によって達成しようとする目標を具体的に設定し主体的な取組を進めることが必要である、とも示

されています。 

さらに、教科等指導、生徒指導、学級経営など、その活動の全体を通じて、人権尊重の精神に立った学

校づくりを進めていくべきとし、教職員による厳しさと優しさを兼ね備えた指導と、全ての教職員の意識

的な参画、児童・生徒の主体的な学級参加等を促進し、人権が尊重される学校教育を実現・維持するため

の環境整備に取り組むことが大切であるとされ、また、こうした基盤の上に、児童・生徒間の望ましい人

間関係を形成し、人権尊重の意識と実践力を養う学習活動を展開していくことが求められています。 

はじめに 

学校教育における人権教育推進のために
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 人権感覚とは、ଐࠝ生活の中で人権上բ᫆のあるようなЈஹʙにした際に、直感的にそのЈஹʙは

おƔしいと࣬う感性や、ଐࠝ生活において人権へのᣐॾが態度や行動に現れるような感覚です。 

 教職員は、児童・生徒に直関わり、指導することでその心៲の成ᧈ発達を促進し支ੲするというࢫ

лをਃっています。したがって、児童・生徒一人ひとりの大切さをࢍく自覚し、一人の人間としてす

るというۋѬで指導することが重要です。教職員には、自らのᚕ動が児童・生徒の人権を̛ܹすること

にならないようࠝに意識していくことが求められます。 

Ძ 教職員が人権尊重の理念を十分に理解すること

 教職員が人権尊重の理念を十分に理解することが大切です。人権尊重の理念とは「自分の大切さと

ともに他の人の大切さを認めること」です。これは全ての教育活動の基盤となるものです。 

 また、「Ɣながわ人権ሊ推進指針（第Წ次ો定༿）」に示された人権ᛢ᫆について、正しい理解

と認識を深めることが大切です。 

Წ 教職員が一人ひとりの児童・生徒の人権を尊重すること

 児童・生徒が自らの大切さが認められていることを実感できるような環境づくりにѐめることが大

切です。人権が尊重される学級・学校づくりを心ੑけ、ଐ᪭の関わりのなƔで、児童・生徒一人ひと

りの大切さを教職員が自覚し、一人の人間としてする必要があります。 

 児童・生徒自៲が「自分は大切にされている」という気持ちを持つことが児童・生徒の成ᧈにつな

がります。 

３ 学校の教育活動をࠝに౨ᚰすること

 ଐ々の教育活動を「児童・生徒の人権を大切にしているƔ」というᚇໜƔら、ࠝにਰりᡉってみる

ことが大切です。これまで、ॹ̊的に行ってきた活動や指導方法についても、あらゆるᙻໜƔらᙸ直

し、児童・生徒一人ひとりを大切にした教育活動が行われているƔをໜ౨することが重要です。 

 また、学校Ʃよりや学級通̮などのᘙ現等が人権にᣐॾしたものとなっているƔ、ਫ਼᠍するϙჇ等

のᚩᜄをとっているƔなど、作成する際に十分に౨᚛する必要があります。 

教職員に求められる人権感覚

●一人ひとりの考える間の保ᨦ

●全員が参加できるಅの展開

●自ࠁᢠ৸できる場の設定

（ᛢ᫆・教・教員）

●わƔりやすいಅ内容、

ワークシート

教科等指導 

●ᓳちბいて学習ができる教ܴ

環境（ਫ਼示ཋ、தのᣐፗ）

●全員の作Լが大切にされるਫ਼

示・展示

●相互理解やʩ්を深めること

ができるਫ਼示

等
学級経営等

心してᢅƝせるܤ

学校・教ܴ

●間ᢌってもよい（受け止める）、

自由な発ेが認められるᩎ気

●互いの発ᚕをஇࢸまでᎥく、ᛚሉ

も大切にするᩎ気

●互いのよさを認め合う場やೞ会

等

生徒指導 

人権が尊重される 

人間関係づくり 

互いのよさやӧᏡ性を

認め合えるː間

人権が尊重される 

学級活動づくり

一人ひとりが大切にされるಅ

互いのよさやӧᏡ性を

発ੱできる取組

人権尊重の視点に立った学校づくり 

等
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Ძ このワークシート集は、Ⴤ内のπ立࠷ᆐݱ、ט学校、中学校、中等教育学校Эᛢᆉ、ཎК支ੲ学校

のέ生方に、人権教育に取り組む際に活ဇしていたƩくことをねらいとして作成しました。 

Წ このワークシート集は、主として人権全ᑍをȆーȞに、ᛡもが取り組みやすいものを中心に作成しま

した。学習ݣᝋをݱ学校Ძ᳸３年生、４᳸Ჰ年生、中学生、（一部教職員をԃむ）に分けてありますが、

このғ分にこƩわらƣ、学校や学年、学級の実態に応じて活ဇしてくƩさい。 

３ このワークシート集は、᫆Ɲとにワークの解ᛟや展開̊及びワークシートをਫ਼᠍しています。ワー

クシートを̅って実践するЭに、解ᛟや展開̊のသ意ໜなどを十分に参ༀしてくƩさい。 

４ このワークシート集にਫ਼᠍しているțーȠȚーǸ᳆は、令和 � 年 2 月ໜのものです。 

Ჯ ᓸ作権上の制ኖがあるため、Кのώ܇にӓしたり、ワークシートの内容を٭えてᄂᆮ成ௐとして発

ᘙしたりするなど、ಅやᄂ̲ˌٳの目的で̅ဇする場合には、神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会にբい合わせてく

Ʃさい。 

Ჰ 各学校にᣐ˄されている「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために（ݱ・中学校ዻ）Ყ」

の第��集及び第��集にも、ワークシートとその活ဇ̊がٶૠਫ਼᠍されています。このೞ会にあらため

てࣂᚁになり、併せてࣂ活ဇくƩさい。 

Ჱ ワークシート集は、神ډ߷ჄのǦǧȖǵǤトƔらもȀǦȳȭーȉできます。 

ワークシート集の活ဇのしƔたについて

神ډ߷Ⴤ 人権教育学習教 🔍🔍౨ኧ

● 学習を進めるにあたって ●

一人ひとりがܤ心して学習できるように、次の内容を確認してƔら学習を進めましǐう。

Ũ 一人ひとりの学習ݣᝋ者がᛅし合いなどに参加しやすいᩎ気を作りましǐう。 

Ũ 他の人をͻつけるようなᚕ動があったときは、その学習の間内でբ᫆ໜを指ઇし、

ᢘ切に指導しましǐう。 

Ũ 次のことをƂ学習のኖளƃとして、学習ݣᝋ者にˡえましǐう。 

   

Ძ 他の人の考え方を尊重し、意ᙸや考えのちがいを認め合えるようにする。 

Წ ワーク中にЈされた̾人的な内容は、この場ᨂりとし、他の場ではᛅさない。

３ 様々なʙऴで、ワークシートにいた内容を他の人にᙸせたくない場合や、ᛅしたく

ない場合などには、その気持ちを尊重する。 
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子どもの人権

ƴǈƟƁŽƁſƜŹǀたƶに

Ĩ 学ඉ 

 学校Ძ年生᳸３年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  学校生活でឪきるできƝとについて、ႇ場人ཋのᚕ動や気持ちを考えることをとおして、相の気持

ちを࣬いやることの大切さに気づƔせ、相をͻつけるようなᚕ動をしない、ᚩさない気持ちを養う。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź0*- HQT 5EJQQN のဪ組がᙻᎮできる環境（ȑǽǳȳ、ǹクȪーȳ等のೞ֥） 

ī श๊ 

「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」が人権尊重の理念です。その理念を理解し 

ていても、実際に態度や行動にあらわれるようにしていくのはなƔなƔᩊしいことでもあります。ཎに、

 。なくありませんݲ学校˯学年の段階では、自分が࣬ったことをእ直にӝにしてしまうこともݱ

  そこで、学校生活でឪきるできƝとをもとにして、一人ひとりが᠉い気持ちで行ったことが相をͻ

つけたり、いじめにつながったりすることをϐ認識できる学習を設定しました。相を࣬いやるᚕᓶᢔ

いが、相を大切にしているという意࣬ᘙ示につながっていきます。そうしたǳȟȥȋǱーシȧȳをと

れることが児童にとって「自分は大切にされている」ということを実感できる環境づくりにもつながっ

ていくと考えられます。学習を通して、相の気持ちを࣬いやることの大切さをクȩǹで共ஊし、いじ

めはዌݣにいけないという意識や態度を養います。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჯ分 

Ŧ学習の確認（Ჯ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

・みんなでಏしくѠࢍしたりᢂんƩり

するために大切なことは˴Ɣ、ワー

クシートにく。 

・動画をᙻᎮするȝǤȳトをᎥく。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・ǭーワーȉでもよいのでくよ

うに促す。 

・「˩た体᬴はないƔ」「自分な

らどうするƔ」と考えながらᙻ

Ꭾすることをˡえる。 

・ワークシート 

展開 

3�分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3�分） 

「みんながえがおでいるために」

Ĭ0*- HQT 5EJQQN「ඕ᥉ืȑȳǿく

ん」より「ǿȞȟーのらくがき」 

をᙻᎮする。Ƃ�0分ƃ 

ĭ動画の内容を全体で整理する。 

・児童がᙻᎮするแ備ができてい

るƔ確認してƔらڼめる。 

・ႇ場人ཋとあらすじの確認をす

る。（Ǥȩǹト等を੩示すると

わƔりやすい。） 

・動画 

Ĩ
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Įもし自分がの間に教ܴにいた

らどうするƔᛅし合う。 

įȑȳǿのクȩǹの中で、すてきƩな 

と࣬った܇にኡをく。 

  

  

İįについて全体に発ᘙし共ஊする。 

ıみんなでಏしくѠࢍしたりᢂんƩり 

するために大切なこと、さらに自分

には˴ができるƔを考え、ワークシ

ートにく。 

・自分Ʃったらというᙻໜでᛅし

合いをするように促す。 

・自分Ʃったらと考えにくけれ

ば、自分はどの人ཋにᡈいƔ考

えさせるとよい。 

の間にᨂらƣ、ȐȬーȜ・

ーȫや教ܴでの様܇Ɣら、すて

きƩな、Ɣがやいているなと࣬

う人ཋにあてたኡをくよう

促す。 

・さまざまなႇ場人ཋに向けて

いたኡを発ᘙすることで、加

ܹ者、ᘮܹ者、ͯᚇ者それぞれ

の立場について、どのような行

動が大切なのƔを考えていける

ようにする。 

・「᳸しない」ではなく、「᳸す

る」というЭ向きな内容でく

ようにˡえる。 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

0*- HQT 5EJQQN 「ඕ᥉ืȑȳǿくん」より「ǿȞȟーのらくがき」 （᳂᳅） 

JVVRU���YYY2�PJM�QT�LR�UEJQQN�OQXKG�DCPIWOK�EIK!FCUAKF�&000��302��A00000 

・ᚕᓶ一つで相の気持ちをภƔくすることも、ͻつけることもできてしまう。ƩƔら

こそ、相を࣬いやったᚕᓶを̅うことが大切である。

・他の人の気持ちに݃りชったり、࣬いやったりするなどして、お互いの大切さを認め

合うことが大切であることに気づく。
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ワークシート 

（  ）ねん（  ）くみ（  ）ばん なまえ           

Ძ みんなでಏ
たの

しくべんきǐうしたり、あそんƩりするために、大切
たいせつ

なことはど

んなことƩと࣬
おも

いますƔ。 

Წ ȑȳǿのクȩǹの中
なƔ

で、すてきƩなと࣬
おも

った܇
こ

にኡ
て が み

を
Ɣ

いてみましǐう。 

３ みんなでಏ
たの

しくべんきǐうしたり、あそんƩりするために、大切
たいせつ

なことは˴
なん

でしǐうƔ。学校
がっこう

やܼ
いえ

などで、あなたにできることは˴
なん

でしǐうƔ。 

                へ

                               

                               

                               

                               

           より 

みんながえがおでいるために 
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子どもの人権

ડᅚડනƖƁŻっƛŹŹƈƝiǄǀŹƈƝi

Ĩ 学ඉ 

 学校４年生᳸Ჰ年生、中学生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  自分とはᢌう̾性にᚑれたときに、ࠀКをしたりۯがったりするのではなく、相の̾性として受け

止めることが大切であるという意識を᭗める。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź動ཋのǤȩǹト（᱅ெਫ਼示ဇ。ワークシート内のǤȩǹトをਘ大したもの） 

ī श๊ 

学校᭗学年や中学生になると、ཎ定のӐ人と深くƔƔわり、互いの考えや気持ちを共ஊし合う関係ݱ

をもつようになります。集ׇ内のᚃ݅性や集ׇٳへの他性が᭗まるƩƔらこそ、性やᏡ力、ٳ

ᙸに関わらƣ「みんなᢌってみんなよい」と、ありのままの他者や自分を受けλれることが集ׇ生活を

ᡛるうえで大切です。 

そこで、本ワークではׄ܌༌ᛖの「十人十ᑥ」をもとに、動ཋを̊に「ʋҒʋᑥ」として、ː間につ

いて考える活動をとおして、様々な̾性について考えさせます。ٳにᘙれている性やᙸた目、あるい

は自分のέλᚇによって、相をࠀКしたりۯがったりするのではなく、一つの̾性として受け止めて、

さらに相のᑣさをᙸようとする心が大切Ʃということに気づƔせていきます。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� ��ᇀƳたƤ��ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჱ分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჯ分） 

 「きなŨŨについてᛖǖうᲛڤ」

Ĭ一ဪڤきな動ཋを࣬いූƔべる。 

ĭǰȫーȗ内で「せーの」のƔけ٣で 

ӷに発ᘙする。 

Įそれぞれが発ᘙしたものをǰȫーȗ 

内で確認する。 

į他に「ڤきなみཋ・おᓑ܇」など

についてĬ᳸Įをጮりᡉす。 

İǰȫーȗで感ेを発ᘙし合う。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗで行う。 

きな動ཋがいなければ、人気ڤ・

があると࣬う動ཋを࣬いූƔべ

るようˡえる。 

・間のᚩすᨂりዓけるよう促

す。 

様な意ᙸがЈそٶ、のように・

うなお᫆を੩示する。 

・自分とӷじ意ᙸ、ᢌう意ᙸをᎥ

いてどう感じたƔᛅすよう促

す。 

・まとめをする。 

ĩ

・人それぞれڤきなものがあり、たとえ自分とᢌう考えでもԁ定できないことに気づく。
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展開 

学校ݱ

33分 

中学校 

3�分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（33ݱ分、中3�分）

「ʋҒʋᑥ᳸ちがうっていいことᲹわ

るいことᲹ᳸」 

Ĭܰのにいるː間になりࢽるᲳҒの

動ཋをᙸて、それぞれの動ཋのཎࣉ

を知る。 

ĭܰしをするためのː間にする３Ғ

をᢠび、その理由もあわせてワーク

シートにく。 

Įǰȫーȗ内で発ᘙし合う。 

įǰȫーȗでᛅし合った中で、よいと 

࣬った意ᙸを全体で発ᘙする。 

İોめてː間にする３Ғをᢠび、ʻଐ

のಅで考えたことをく。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・動ཋのཎࣉをᛟ明しながら、ਫ਼

示ဇのǤȩǹトを᱅ெにᝳる。 

・ჺと࣬われるཎࣉもԃめて、

੩示するཎࣉはあくまでにい

る動ཋのཎࣉであり、その動ཋ

すべてに࢘てはまるཎࣉではな

いことを確認する。 

・感覚ではなく、なƥː間にする

Ɣ理由をもって考えさせる。 

・自分とᢌう人の意ᙸ、ٶ様な意

ᙸにもをͼけるように促す。 

・自分とᢌう意ᙸを認めるۋをᆅ

える。 

・ཎࣉをȪȕȬーȟȳǰ（è）す

るような意ᙸがあれば、考え方

を取り上ƛて全体で共ஊする。 

・ǰȫーȗや全体での発ᘙをᎥい

て、ᢠんƩ動ཋが٭わったƔբ

いƔけ、ોめて考えさせる。 

・ワークシート

まとめ 

�分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・ಅをとおして児童・生徒Ɣら 

Јされた考えや記ᡓをもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

・自分とӷじཎࣉをもつ人とᢅƝすƩけでなく、ᢌうཎࣉをもつ人とᢅƝすことも大切で

ある。「自分とᢌう」ということƩけでࠀКをしたりۯがったりするのではなく、̾性

として受け止め、認め合い、それぞれのᑣさを発ੱできる集ׇづくりが大切である。

èȪȕȬーȟȳǰとはä 

ある組み（ȕȬーȠ）でਵえられているཋʙを、組みをはƣしてᢌう組みでᙸ

ることをᚕう。ӷじཋʙでも、人によってᙸ方や感じ方がီなり、あるᚌ度Ɣらᙸたら

ჺであるものも、Кのᚌ度Ɣらᙸたらᧈになる。 

「人権学習ワークシート集 Ü人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和Წ年３月）
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                                       ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

Ძ ܰ
たƔら

のには、次のようなཎࣉ
とくちǐう

のあるᲳҒ
ひ き

の動ཋがいます。この中Ɣら３Ғ
び き

の動ཋをː間
な Ɣ ま

にできますが、あなたならどの動ཋをᢠ
え ら

びますƔ。 

内
わ く な い

の（  ）３つにŹをつけ、ᢠ
え ら

んƩ理由も下にきましǐう。 

（ ）ႉᬔ 

足がᡮい・ȞǤȚーǹ 

（ ）クȞ 

力持ち・ࢊᖓ 

（ ）Ɣめ 

පƗがࢽ意
と く い

・ࣦ
おこ

りっǆい 

（ ）ƾくǖう 

ᆰを
と

べる・ȞǤȚーǹ 

（ ）ǵȫ 

έが֥ဇ
き よ う

 ᖓࢊ・

（ ）ǭȪȳ 

ᙻ力
しりǐく

がよい・ࣦ
おこ

りっǆい 

（ ）ཚ 

ᱠが利
き

く・ȞǤȚーǹ

（ ）へび 

すきまにλれる・ࢊᖓ 

（ ）もƙら 

ࣦ・面にもƙれるע
おこ

りっǆい

（理由）

ʋҒ
ひ き

ʋᑥ᳸ちがうっていいことᲹわるいことᲹ᳸
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Წ ǰȫーȗのӐƩちの意ᙸをȡȢしましǐう。 

ྰ
はん

のȡȳȐー    動ཋĬ    動ཋĭ    動ཋĮ 

自分    

   

   

   

ŭ自分とのちがい

３ あらためて、どの３Ғ
び き

をː間
な Ɣ ま

にしますƔ。また、ʻଐの学習をとおして、

あなたが考えたことをきましǐう。 

ː間
な Ɣ ま

にする動ཋ 
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Ī ตの人権

�ǞȔȋࡴ�人ƧƝりƁਏƆǀೂवに�ཌྷ၍ౄब�

 年、Ჰ月23ଐƔら2�ଐまでの一ᡵ間は、「ဏڡ共ӷ参画ᡵ間」となっています。令和４年度のဏڡ

参画ᡵ間のǭȣȃȁȕȬーǺは、「ƀあなたらしいƁをሰく、ƀあたらしいƁ社会へ」です。（内᧚ࡅဏ

 （よりޅ共ӷ参画ڡ

 「ဏƩƔら」「ڡƩƔら」という定ᚇ念や定的な性Кࢫл分ਃ意識にとらわれƣ、自分らしく生き

ていくために、自分の生き方を主体的にᢠ৸できる社会づくりをめざしていくことが、これƔらを生きて

いく܇どもたちには必要です。 

 しƔし、ɭမ経ฎȕǩーȩȠが202�年３月にπᘙしたǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠèでは、ଐ本は、

���Ɣ中�20ˮという結ௐになっているのが現状です。 

  

  

共ӷ参画社会のᛢ᫆や現実のբ᫆について学ƿときには、自分のբ᫆としてとらえڡどもたちが、ဏ܇

ることが大切です。そのためには、まƣ៲のまわりにあるʙに関心を݃せることで、բ᫆意識をもち、

自分の生き方につなƛて考えていくようにしていきます。 

̊えば、ဏڡ参画に関するଐ本社会の現状がわƔる資料を̅い、܇どもたちのᙻໜを࠼ƛ、意ᙸʩ්を

するなどしながら、自分では気がつƔなƔったᙻໜや考え方にᚑれる活動を行います。̾性やٶ様性が認

められる社会が、ᛡにとっても生きやすい社会であることに気づき、自分の生き方を主体的にᢠ৸してい

こうと意欲がもてるような学習にしていくことが大切です。 

  

ಅの展開̊

Źݣᝋ学年Ჴ中学生 

  ねらいᲴ୍段の生活の中で、存在している性КによるғКやࠀКにද意を向け、性Кに関わりなく、

自分の生き方を主体的にᢠ৸していこうとする気持ちをもたせる。 

活動Ძ 

ॺのጺǁ� ጽಈஶ�

Ź性Кによって分けられたり、ғКされたりし

ているもの、こと、場をЈし合う。 

・一人で考える。 

・ǰȫーȗで意ᙸʩ්しながらЈし合う。 

Јたものについて性Кにより分けたりғКし

たりすることが必要ƔどうƔもԃめ、考え、

ᛅし合う。 

・全体で共ஊする。 

性Кによって分けられていたり、ғКされたりしている
もの、こと、場などについて考えよう

èǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠäဏڡࠀをるǮȣȃȗ指ૠ。この指ૠは、「経ฎ」「」「教育」「ͤࡍ」の�つの分

のȇーǿƔら作成。Ცがܦ全ɧ平等 �がܦ全平等をᘙす。ଐ本のዮ合ǹǳǢは、0����。έ進の中では、இ˯Ȭșȫ。 

・「学校」で、「社会」でなど、考えやすい

ように੩示してもよい。 

心して意ᙸがЈせるように、ᛅし合いのܤ・

ኖள（Јした意ᙸをԁ定しない、ᛅすဪ

をൿめるなど）をൿめておく。 

・意ᙸʩ්や全体共ஊの中で、Јたᛢ᫆意識

やբ᫆意識を認める。 
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Ჶ資料Ჸ「みんなで目指すᲛ5&)᳭�ǸǧȳȀー平等」 内᧚ࡅ ဏڡ共ӷ参画ޅより ৷ቦ 

活動Წ 

ॺのጺǁ� ጽಈஶ�

ŹǢǤǹȩȳȉとଐ本のǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠを

ᙸて気づいたことをЈし合う。 

・教育分やͤࡍ分は、ӷじくらい᭗い。 

・ଐ本が分と経ฎ分が˯いのはなƥƩǖう。 

Ź各のڡ性ᜭ員ൔྙとሥ理的職ಅࢼʙ者にҩめるڡ

性のл合を知る。 

・ଐ本は、他のにൔべて˯い。 

・そのҾ׆は˴Ʃǖう。 

・それによってどんなことがឪきているƩǖう。 

Ź現状を٭えるためには、どんな考え方が大切Ɣ考え

る。 

・ǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠの資料を

੩示する。 

・「ᘌᜭᨈのڡ性ᜭ員ൔྙ」と「ݼಅ

者及びሥ理的職ಅࢼʙ者にҩめるڡ

性のл合」の資料を੩示する。 

どもƔらЈた意ᙸやွբを、次の܇・

間の学習բ᫆やᆮᛢ᫆として、

つなƛることもできる。 

ǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠの資料をᙸて考えよう

Ĩ�ฌै૪అȀǔ|ȋ�ǛȘ|ǻȖfǣǒȞǫ|fǙȎǮȂሇெി�ƽƿ�

ĩ�ǤǞǍƁ࿃Źஶኬ�

�ทಓ�fேवਢࡿのཌྷᄾfॷፉのཌྷᄾ�

fઝ �� ႩƠſƆǀபทᆒのྙの�

ఓ႞Ⴉのཌྷᄾ�

�૪అ�fጫධೄのཌྷᄾ�

Ī� ᇀኾᇠのവࡔ��૪అࡔ�����bੱࡔ���ࡱ�b�

ଌஅࡔ����bทಓࡔ�����

૪అౄबƝ�

ทಓౄबƁ�

ƍƸƟj�
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活動Ძは、自分のまわりにある͆ဏڡのғК͇についてોめて考えることをとおして、性КでғКする

必要のないものに気づいたり、ғКがࠀКにつながっていないƔを考えたりします。そのことにより、ᛡ

にとっても生きやすくなる社会づくりや社会参加をしていこうとするきっƔけになる活動̊です。ǢǤǹ

ȖȬーǭȳǰ的にৢうこともできます。 

活動Წは、内᧚ࡅဏڡ共ӷ参画ޅ「みんなで目指すᲛ5&)᳭�ǸǧȳȀー平等」の資料を利ဇしていま

す。ここでは、ǸǧȳȀー・Ǯȣȃȗ指ૠと、ᘌᜭᨈのڡ性ᜭ員ൔྙ、ݼಅ者及びሥ理的職ಅࢼʙ者にҩ

めるڡ性のл合のǰȩȕを̅ဇし、や経ฎの分でのڡ性参加がݲない現状Ɣら、ڡ性の社会進Јが

᧹まれている要׆について考えます。性Кࢫл分ਃ意識にとらわれることなく、自分らしい生き方のᢠ৸

をしていくことにつながるಅ展開を考えていくことが大切です。 

活動ᲫとᲬを組み合わせた学習展開も考えられます。また、それぞれを、Кの学習と関ᡲづけた中で行

うこともできます。（̊ 社会科、ᢊࣈ科との関ᡲの中で行う、ዮ合的な学習の間で5&)᳭のǸǧȳȀ

ー平等を取り上ƛた学習の中で行うなど。） 

（Јχ）Зᜭ会ӷႱ（2020 年 �0 月ໜ）下ᨈӍは一ᨈ制ᜭ会におけるڡ性ᜭ員л合。 

（Јχ）ዮѦ省「і力ᛦ௹（基本集計）」（令和Წ年）、᳃᳆ß᳃᳆àより 
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5&)᳭（5WUVCKPCDNG &GXGNQROGPV  )QCNUᲴ持ዓӧᏡな開発目標）の��のǴーȫの中には、

Ǵーȫ�「ǸǧȳȀー平等を実現しよう」があります。 

そして、この「ǸǧȳȀー平等」は、すべてのǴーȫに関わっているといわれています。 

5&)᳭を学習の中でৢうときは、すべてのǴーȫにおいて、ڡ性とဏ性にどのようなࢨ᪪があるƔ、

また平等にऍऔを受けられるƔなどをᙻໜに考えることが大切です。 

性КによるࠀКやɧ利Ⴉをᘮらない社会を考えるうえで、性的ȞǤȎȪȆǣの人権についても考え

ることが必要です。ಅの中で、性的ȞǤȎȪȆǣの人権のᙻໜƔらの意ᙸやᛅ᫆もЈてくることが

ʖेされます。 

性КをဏڡのどちらƔに分するという、ဏڡʚΨᛯでൿめつけたり、「ڡ性Ʃけが」「ဏ性Ʃけ

が」というғКではなく、Ʃれもが生きやすい社会づくりというᙻໜƔら、ٶ様な生き方を尊重した

考え方の上に立ち、学習を進めていくことが大切です。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「みんなで目指すᲛ5&)᳭�ǸǧȳȀー平等」 内᧚ࡅ ဏڡ共ӷ参画ޅ 

Ჶဏڡ共ӷ参画に関してのᄂ̲Ჸ 

「ƔなȆȩǹ中᭗生のための3大気づきᜒࡈ」 神ډ߷Ⴤ立Ɣながわဏڡ共ӷ参画ǻȳǿー 

 Ź ဏڡ共ӷ参画・ȡȇǣǢȪȆȩシーᜒࡈ 

 Ź ȇートᲾ᳐᧸止գ発ᜒࡈ 

 Ź 理ኒǭȣȪǢ支ੲᜒࡈ 

Ĭ5&)᳭全体の目的 

・「すべての人々の人権を実現し、ǸǧȳȀー平等とすべてのڡ性のǨȳȑワーȡȳトを達

成することを目指す」Э文より 

ĭ��のǴーȫをすべて実現するための「段」としてのǸǧȳȀー平等 

・「ǸǧȳȀー平等の実現とڡ性のǨȳȑワーȡȳトは、すべての目標とǿーǲȃトの進展

にಊめて重要なᝡྂをするものである」本文より 

��のǴーȫのすべてにおいて、ڡ性とဏ性が平等にऍऔを受けるためにはどうすればᑣ

いƔを必ƣ考ॾしなければなりません。 

「みんなで目指すᲛ5&)᳭gǸǧȳȀー平等」 内᧚ࡅ ဏڡ共ӷ参画ޅより 

Ź 性的ȞǤȎȪȆǣの人権との関ᡲについて

Ź 5&)᳭との関ᡲƔら
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資料 

ཌྷ၍ౄबੱࡱಃፍ 

�ƈǈƟŹǀƽƢ� 

「ဏڡ共ӷ参画社会」を実現していくためには、܇どもの᪭Ɣら、定的な性Кࢫл分ਃ意識にと

らわれƣ、ဏڡ平等・人権尊重の意識やˁʙとܼଈ的ᝧ˓をਃえるᏡ力を育成していくことが必要で

す。Ⴤでは、ݱ学�年生をݣᝋに、ဏڡ共ӷ参画教育参考資料「こんな܇いるよね」を作成し、Ⴤ内

のݱ学校にᣐ˄している他、ჄțーȠȚーǸƔらもȀǦȳȭーȉできます。 

JVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEWOGPVU�32����202203MQPPCMQKTW[QPG�RFH 
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ཨ学ภ୶Ɔǲ|ǳĻōᄇಃፍ 

�$G O[UGNH�

Ⴤでは、「自分を大切にすること、相を࣬いやることの大切さ」をգ発することにより、&8をச然

に᧸止するため、中学校2年生をݣᝋとしたգ発資料を、認定021法人ǨȳȑワȡȳトƔながわにۀᚠし

て作成しています。Ⴤ内の全中学校にᣐ˄している他、ჄțーȠȚーǸƔらもȀǦȳȭーȉできます。 

JVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�O�W�EPV�H�32��0�KPFGZ�JVON 

ώ܇の概要

 このώ܇では、「୧力はる・២るƩけではない」ということや、「ȇート&8ってどんなことᲹ」と

いった内容を、Ǥȩǹトを̅いながらわƔりやすくᛟ明しています。 

 また、ȇート&8に関する相ᛩを受けている相ᛩೞ関のऴإや、ȇート&8をᙸたりᎥいたりしたにӐ

達としてできることもਫ਼᠍しています。 

ώ܇の主ଓ

心៲ともに࣯成ᧈするにある中学生にとって、自分自៲の人権に気づくこと、ありのままの自分を

大切に࣬えることはとても重要なことです。本ώ܇では、中学生にとって៲ᡈなբ᫆である「ȇート&8 

（ࣾ人ӷٟの୧力）」をȆーȞに、よりよい人間関係をつくるために、自分を大切にし、なおƔつ相も

࣬いやることの大切さをˡえることを目的としています。 

ώ܇のཎࣉ

本ώ܇は、中学生がにとりやすいように次のようなپがなされています。 

・中学生にとって៲ᡈなǹȞートȕǩȳの形や大きさで作成されています。 

・ǤȩǹトをƾんƩんに̅い、ȚーǸをめくりながらᛠみ進められます。 

・中学生にᚃしみやすいᚕᓶᢔい（ˎӸᢔい等もԃめ）を̅ဇしています 。 

・ǭȣȩクǿーが各ȚーǸにႇ場し、ܲᚇ的なǳȡȳトをしながら進行する形ࡸをとっています。 
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ภ�ŹのƖ�のࡊੱࡱにƙŹƛ 
ども܇、を示しました。この方針の中では「化の方針ࢍሊのݣ性ཛፕ・性୧力」は令和Წ年Ჰ月

を性ᘮܹの࢘ʙ者にならないよう、生ԡを大切にすることや、一人ひとりの人権を尊重する態度など

を៲につけていく「生ԡ（いのち）のܤ全教育」の推進がਫ਼ƛられています。さらに、「第Ჯ次 ဏ⼥
共ӷ参画基本計画」の第�分Ƃ⼥性にݣするあらゆる୧力のఌዌƃでは、「ԡの尊さを学び、生ԡを

大切にする教育、自分や相手、一人ひとりを尊重する教育をさらに推進するとともに、性ཛፕ・性୧

力の加ܹ者、ᘮܹ者、ͯᚇ者にならないよう、࠷児Ɣら܇どもの発達段階にᣐॾした教育のΪ実を

К意識の解ෞを求めてࠀる」と具体的な取組としてਫƛられおり、性୧力・性ᘮܹのᏑにある性

います。 

こうした状況を៊まえ、Ⴤ教育ۀ員会は、学習指導要᪸ોᚖのೞ会をਵえ、平成��年に発行した

「性教育指導のࡽき（教ࠖဇ）」をોᚖし、ƀ性に関する指導のࡽき᳸「生ԡ（いのち）のܤ全

教育」との関ᡲƔら考える᳸Ɓを作成しました。 

ોᚖに࢘たっては、現在及びݩஹにわたり܇どもたちのܤ全・ܤ心をܣるためには、性ᘮܹ・加ܹ

を᧸ƙための年ᱫに応じたᢘ切な教育・指導のΪ実をるとともに、性ᘮܹ・性୧力のᏑにある性

化しようと児童・生徒等が、性に関して正٭ることが重要であり、いƔに社会がК意識の解ෞをࠀ

しく理解し、ᢘ切な行動をᢠ৸できるようにすることをʻׅのࡽきの௵としています。 

「性に関する指導のࡽき」を活ဇして、性に関する指導の考え方や指導内容を理解し、ܼࡊやע

؏ともᡲઃをりながら、性に関する指導のΪ実にѐめていたƩくようお願いします。 

ตƠƎǀ౪၏のࢂƂ�ू�ੱ౧ዿ
ჄțーȠȚーǸ「性に関する指導について」より、ȀǦȳȭーȉできます。 

JVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�E[3�UGKPKMCPPUWTWUKFQW�JVON 
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ඏƁŹೄの人権

ƞŻƌƛȉ|ǚƁᅢጅƟのi

Ĩ 学ඉ 

 学校４年生᳸Ჰ年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  ៲のまわりにあるᨦがい者に関する様々なȞークについて知り、どうしてそのようなȞークが必要な

のƔ考えることをとおして、ᨦがい者の人権をܣǖうとする意識を育て、行動につなƛられるようにす

る。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 ŹᲫ᳸ᲯのȞークをਘ大したもの（᱅ெਫ਼示ဇ） 

 Źワークシートのᨦがいに関するȞークのǤȩǹトをਘ大したもの（᱅ெਫ਼示ဇ） 

ī श๊ 

  ៲ᡈにあるȞークをきっƔけにして、ᨦがいへの理解を深め、自分には˴ができるのƔということを

考えていくワークです。各ȞークのӸЭと意ԛは、次のとおりです。ワークの実にあたっては、

（  ）内に示したೞ関のțーȠȚーǸなどを参ༀしてくƩさい。

Ȟーク ȞークのӸЭと意ԛ 

①

ᨦܹ者のための際シȳȜȫȞーク

ᨦܹのある方が利ဇできるሰཋ、設であることを示すɭမ共通

のシȳȜȫȞークです。

（πႩᝠׇ法人 ଐ本ᨦܹ者ȪȏȓȪȆーシȧȳң会） 

②

៲体ᨦܹ者標識

Ꮓ体ɧ自由であることを理由にβᚩにவˑを˄されている方がᢃ

᠃するにᘙ示するȞークです。 

（ᜩ࠻ݑ、神ډ߷Ⴤᜩݑ本部） 

③

Ꭾ覚ᨦܹ者標識（Ꭾ覚ᨦܹ者Ȟーク）

令で定めるᆉ度のᎮ覚ᨦがいのあることを理由にᢃ᠃βᚩにவ

ˑを˄された方がにᘙ示するȞークです。 

（ᜩ࠻ݑ、神ډ߷Ⴤᜩݑ本部） 

④ 

ȘȫȗȞーク

義足や人関ራを̅ဇしている方、内部ᨦがいやᩊ၏の方、また

は۔کИの方など、ٳᙸƔらわƔらなくてもੲ助やᣐॾを必要と

している方々が、ԗの方にᣐॾを必要としていることを知らせる

ことで、ੲ助をࢽやすくなるよう、ிʮᣃが作成したȞークです。 

（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらいޅ福ᅍ部ᨦܹ福ᅍᛢ） 

ī 
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Ĭ ුƶሑ�्፯� ��ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჲ分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჰ分） 

ĬᲫ᳸ᲯのȞークは、˴をᘙしている

のƔ考え、ワークシートにく。

（Ძ᩼ࠝӝ  Წภඡ ３ǭȣȳȗ場

 （ Ჯᎊ人țーȠ４

ĭこのようなȞークでᘙ現することの

ᑣさをᛅし合う。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・Ძ᳸ᲯのȞークを੩示する。 

・క内ᘙ示やע記ӭであること

をˡえる。 

・ワークシート 

展開 

32分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（32分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

「ȞークƔら考えてみよう」

ĬȞークの意ԛについて考え、ワーク

シート（Ძ）にく。 

ĭᘙのȞークの意ԛとӸЭをᎥく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

「ƀᨦがいに関するȞークƁは、どう

して必要なのでしǐうƔ。」

Įᨦがいに関するȞークが必要な理由

について考え、ワークシート（Წ）

にく。 

įいた内容について、ǰȫーȗで意

ᙸʩ੭をする。 

İ全体に発ᘙして共ஊする。 

ıこの様なȞークをᙸƔけた、自分

にできることを考え、ワークシート

（３）にく。 

Ĳ全体に発ᘙして共ஊする。 

・ȇǶǤȳƔらどのような意ԛな

のƔをʖेし、ワークシートに

Ɣせる。 

・それぞれのȞークの意ԛについ

てᛟ明する。 

・ᨦがいに関するȞークは他にも

たくさんあることをኰʼする。 

・「一目でわƔる」「ᚕᓶが分Ɣ

らなくてもˡわる」Ȟークのᑣ

さをおさえる。 

・人によってȋーǺがီなるた

め、本人のࠎ望をᎥいたり、そ

の場の状況を考えたりして、そ

の人が必要とするᣐॾや支ੲを

することが大切であることを補

足する。 

èその他のȞー

クは、内᧚ࡅ

țーȠȚーǸ 

ᨦܹ者に関係

するȞークの

一̊など参ༀ

・Ȟークでᘙ現することで、「一目でわƔる」「ᚕᓶが分Ɣらなくてもˡわる」などの

ᑣさがあることに気づく。
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Ჶ参考資料などᲸ 

「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」  

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年Წ月） 

 「ᨦがい者に関するȞーク」 神ډ߷ჄțーȠȚーǸ 神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらいޅ福ᅍ部ᨦܹ福ᅍᛢ 

 「ૼしく生まれたע記ӭ」 土ע理ᨈțーȠȚーǸ 

 「標แక内ဇ記ӭǬǤȉȩǤȳ202�」 πႩᝠׇ法人ʩ通ǨǳȭǸー・ȢȓȪȆǣᝠׇ（令和３年Ჲ月） 

「ᨦܹ者に関係するȞークの一̊」 内᧚ࡅțーȠȚーǸ 

    

᱅ெに、Ძ᳸ᲯのȞークをᝳります。 

Ź˴をᘙしているȞークでしǐうƔ。

Ძ      Წ      ３      ４       Ჯ

Ź「Ȟークでᘙすᑣさ」とは˴でしǐうƔ。考えてみましǐう。 

まとめ 

�分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 

・ਰりᡉりをワークシートにく。 

  

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・៲ᡈにあるȞークにᐻԛをも

ち、ᛦべていくことについても

٣をƔけて価値づけする。 

・社会にはٶ様な人々がらしていることをƾまえ、生活をする中で、お互いに相

の状況や気持ちを理解し、ᣐॾやң力などをすることが大切であることに気づく。

ǍǏǤȁȗ|ǘȞǛ 
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

Ź˴をᘙしているȞークでしǐうƔ。

Ძ 2 ３ ４ Ჯ 

（Ძ）「ᨦ
しǐう

がいに関
Ɣ ん

するȞーク」について、考えてみましǐう。 

Ȟーク 

    

Ȟークの 

意ԛ 

    

Ȟークの 

ӸЭ 

    

（Წ）「ᨦ
しǐう

がいに関
Ɣ ん

するȞーク」は、どうして必要
ひ つ よ う

なのでしǐうƔ。

（３）この様なȞークをᙸƔけた、あなたにできることを考えてみましǐう。 

（４）ʻଐの学習で学んƩことや、考えたことをきましǐう。 

ȞークƔら考えてみよう 
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５ 障がい者の人権

�ǞȔȋ�ƝƷにภƂǀೂवƀƟƁǄକൻ 

平成2�年Ჱ月2�ଐ、Ⴤ立のᨦܹ者支ੲ設「ʁʟやまゆりט」において、��Ӹの生ԡ

がڞわれるという、大ၘ٭ましいʙˑが発生しました。 

このʙˑは、ᨦがい者にݣする͞ᙸやࠀК的࣬考Ɣらࡽきឪこされたとˡえられ、ᨦがい

者やそのƝܼଈのみならƣ、ٶくの方々に、ᚕいようもないᘔએとɧܤをɨえました。 

このようなʙˑがʚ度とጮりᡉされないよう、ჄとჄᜭ会はともに生きる社会の実現を目

指し、「ともに生きる社会Ɣながわঙᇘ」をሊ定しています。 

ともに生
い

きる社会
しǌƔい

Ɣながわঙ ᇘ
けんしǐう

一 ᅶ
わたし

たちは、あたたƔい 心
ここǖ

をもって、すべての人
ひと

のいのちを大切
たいせつ

にします 

一 ᅶ
わたし

たちは、ᛡ
Ʃれ

もがその人
ひと

らしく
く

らすことのできるע؏
ち い き

社会
しǌƔい

を実現
じつƛん

します 

一 ᅶ
わたし

たちは、 ᨦ
しǐう

がい者
しǌ

の社会
しǌƔい

への参加
さ ん Ɣ

を ڳ
さまた

ƛるあらゆるُ
Ɣべ

、いƔなる͞ᙸ
へんけん

や

Кࠀ
さ べ つ

もᨊ
はいじǐ

します 

一 ᅶ
わたし

たちは、このঙ ᇘ
けんしǐう

の実現
じつƛん

に向
む

けて、Ⴤൟ
けんみん

ዮ
そう

ƙるみで取
と

り組
く

みます 

平成
へいせい

2�年�0月��ଐ 神ډ߷Ⴤ
Ɣ な が わ け ん
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資料 

්ၼ๖ଡဴಈೄኬ֭ඏ॔ᆵ෮ුඞ፯ ׁ֧֪ภೂवבኬ౪֖֥ 

令和�年�0月2�ଐπࠋ 

� வ̊制定の経ዾ

平成2�年Ჱ月2�ଐに、Ⴤ立ᨦܹ者支ੲ設であるʁʟやまゆりטにおいて、��Ӹのいのちが

、ましいʙˑが発生しました。Ⴤは、このようなʙˑがʚ度とឪきないようၘ٭われるという大ڞ

Ⴤᜭ会と共ӷして「ともに生きる社会Ɣながわঙᇘ」を定め、ともに生きる社会の実現に向けた取

り組みを進めてきました。 

また、ᨦがい࢘ʙ者等とのݣᛅを重ね、ᨦがい者本人の意࣬を尊重するためには、本人の立場に

立たなくてはならないことにોめて気づきました。そして、࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍの推進が「と

もに生きる社会Ɣながわঙᇘ」の実現につながるものと確̮し、このவ̊を作りました（令和Ჯ年

４月Ძଐ行）。 

Წ ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ࢘

、とは、ᨦがい者に関係するすべての人が本人の気持ちになって考え「ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ࢘」

本人の望みと願いを大ʙにする。そして、ᨦがい者が自分の気持ちや考えで、必要なǵȝートを受

けながららせる社会をつくることです。 

３ வ̊のȝǤȳト

（�）目的（このவ̊を作った目的） 

・このவ̊には、「࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ」を進めるための大切な考え方、をいています。 

・神ډ߷Ⴤ、Ⴤൟ、ʙಅ者がすることを明らƔにして、「࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ」を進めるため

に必要なことをいています。 

・このவ̊は、ᨦがい者がᨦがいを理由とするすべてのࠀКやᖋࢳをされƣにらすことができて、

ᛡもがうれしいと感じられる、ע؏共生社会にしていくことを目的にしています。 

（Წ）基本理念（࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍを進めるための大切な考え方） 

  Ĭ ̾人として尊重されること 

  ĭ ᨦがい者が自ࠁൿ定できること 

  Į ᨦがい者が、ࠎ望する場で、自分らしくらせること 

  į ᨦがい者のӧᏡ性を大切にすること 

  İ ᨦがい者Ʃけでなく、ԗりの人たちもշびを感じられること 

  ı 全てのჄൟでע؏共生社会を実現すること 

（３）意࣬ൿ定支ੲの推進（意࣬ൿ定支ੲに取り組むこと） 

・「意࣬ൿ定支ੲ」とは、ᨦがい者の気持ちや考えを大ʙにして、生活をしたり、ٳへЈƔけたり、

いたりすることを自分でൿめられるようにԗりの人がǵȝートすることです。 

ここでは、神ډ߷Ⴤ࢘ʙ者目ዴのᨦܹ福ᅍ推進வ̊について、「わƔりやすい༿」のᚕᓶをșーǹ

に、児童・生徒にもˡえられるように記᠍しています。வ̊のᛇኬについては、次ȚーǸのʚ次ΨȐ

ーǳーȉよりƝ確認くƩさい。
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・「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」は、「意࣬ൿ定支ੲ」をするようにѐ力しなければいけません。 

・神ډ߷Ⴤは、「意࣬ൿ定支ੲ」を進めるためのऴإをˡえます。どこに相ᛩすればよいのƔ、ど

んなǵȝートをしてもらえるƔなど、ǢȉȐǤǹするˁ組みをつくります。 

・神ډ߷Ⴤは、「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」に「意࣬ൿ定支ੲ」のᄂ̲を行います。 

（４）ᨦがい者の権利擁護（ᨦがい者の権利をܣること） 

・ᨦがい者に関わる人は、ᨦがい者がᨦܹ者支ੲ設やȘȫȑーやȇǤǵーȓǹなどの福ᅍǵーȓ

ǹを利ဇするときには、本人の気持ちを大ʙにしなければいけません。 

・ᨦがい者に関わる人は、ᨦがい者が「意࣬ൿ定支ੲ」を望んƩときには、本人の気持ちを大ʙに

して、「意࣬ൿ定支ੲ」ができるようにѐ力しなければいけません。 

（Ჯ）ᨦがいを理由とするࠀК、ᖋࢳ等のᅠ止 

・すべての人は、ᨦがい者にݣして、ᨦがいを理由とするࠀК、ᖋࢳ、大切にしている考え方をͻ

つけることをしてはいけません。 

（Ჰ）社会的ᨦُのᨊӊ（ᨦがい者の生活しづらいことやったことをなくすこと） 

・ᨦがい者Ɣら、生活しづらいことやったことがあるとᚕわれなくても、神ډ߷Ⴤやʙಅ者は

ਃが大きすƗないときには、合理的なᣐॾをするѐ力をします。 

（Ჱ）ᖋࢳ等の᧸止（ᖋࢳがឪきないようにすること） 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳがឪきないように

するために、「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」にᄂ̲を行います。 

・「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」は、ᨦがい者へのᖋࢳがឪきないようにするために、いてい

る人にᄂ̲などをするѐ力をしなければいけません。 

（Ჲ）ᖋࢳのଔ発ᙸ等（ᖋࢳをଔくᙸつけること） 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳをᙸつけたらすƙ

にᡲዂすることや、ᡲዂの方法を、Ⴤൟなどにお知らせします。 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳをଔくᙸつけて、

ଔくݣ応するためのˁ組みをつくります。 

（Ჳ）生෨にわたるᨦがい者への支ੲ体制の整備（ᨦがい者の生෨のǵȝートのˁ組みをつくること） 

  ・神ډ߷Ⴤは、ᨦがい者が、必要なǵȝートを生෨ᡦ切れることなく受けることができるˁ組みを

つくるѐ力をします。 
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ஸ፼ೄの人権

ஸ፼ೄの౩Źに৳りŻ

Ĩ 学ඉ 

 学校４年生᳸Ჰ年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  ᭗ᱫ者がどのような࣬いでଐࠝ生活をᡛっているのƔ、その࣬いにᚑれることで᭗ᱫ者理解の心を育

む。また、᭗ᱫ者がよりよい生活をᡛるために、自分にできることを考え、取り組んでいこうとする態

度を養う。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

Ź資料（ኰʼする᭗ᱫ者�᱅ெਫ਼示ဇ）） 

ī श๊ 

内᧚ࡅ作成の2022年༿᭗ᱫ社会ႉによると、��ബˌ上の人ӝは、3��2�ɢ人となり、ዮ人ӝに

ҩめるл合（᭗ᱫ化ྙ）は2���Ჟとなり、ʻ20�2ࢸ年まで上ଞしていくと推計されています。 

᭗ᱫ者の人権を考える上では、まƣ、᭗ᱫ者の࣬いを理解することが必要となります。児童には、認

知ၐ、体のɧ自由さ、၏気やʼ護といった、加ᱫにˤってឪこる心៲の٭化等を直的にˡえるのでは

なく、シȫȐー߷௶をᛠむことを通して気づƔせていきます。どうしてこの߷௶をつくったƔ、᭗ᱫ者

の࣬いはどのようなことなのƔと考えることで、児童が᭗ᱫ者の࣬いに݃りชっていくことができます。 

さらに「᭗ᱫ者」と一ਙりにするのではなく、一人ひとりᢌう࣬いや٭化があると考え、᭗ᱫになっ

ても活する方々を̊にਫƛ、人は年ᱫに関係なくよりよく生きていこうとしていることに気づƔせま

す。そして、ݩஹ、自分たちも᭗ᱫ者になることをᙻにλれ、᭗ᱫ者がよりよく生きていくために、

ʻの自分にできることは˴Ɣ考えさせていきます。 

なお、このಅのࢸに、៲ᡈにいる᭗ᱫ者の方をኰʼし合ったり、自分ができることを具体的に考え

て実際に取り組んでみたりできると、より᭗ᱫ者への理解が深まっていくと考えられます。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჱ分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჯ分） 

「᭗ᱫ者って˴ബƔらᲹ」 

Ĭ自分の考える年ᱫとその理由につい

て、ワークシートにく。 

ĭいた内容を、４人ǰȫーȗで発ᘙ

し合う。 

Į各ǰȫーȗでЈた考えを発ᘙし合

い、全体共ஊする。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・Įのࢸ、制度上の᭗ᱫ者の定義

（下記内参ༀ）をˡえる。 

・ワークシート 

ĭ 

Ƃɭမ保ͤೞನ・Ҕၲ制度ƃ 

��ബˌ上を᭗ᱫ者とする。 

è��᳸��ബäЭ᭗ᱫ者 

è��ബˌ上 äࢸ᭗ᱫ者 

Ƃᨽဇܤ定法ƃ��ബˌ上ä᭗年ᱫ者 

Ƃ自動ᢃ᠃ƃ�0ബˌ上ä᭗ᱫ者
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2� 

展開 

2� 分 

ὨǢクȆǣȓȆǣ（2�分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

「᭗ᱫ者の࣬いをेしよう」

Ĭ（ ）にλるᚕᓶを考えてく。 

ĭ資料「シȫȐー߷௶」をᛠみ、ᐻԛ

を持った߷௶とその理由をく。 

Į߷௶の作者をेし、どのような࣬

いで߷௶をいたƔेし、ᛅし合

う。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

「活する᭗ᱫ者に学ǅう」

į資料「活する᭗ᱫ者」をᛠむ。 

İそれぞれの活についてどう感じた

Ɣ記λし、ᛅし合う。 

Ძ ᒉܷ正܇さん（ǢȗȪ開発者） 

Წ ଐҾ重明さん（Ҕࠖ） 

３ 大߷ጛ܇さん（保育ٟ） 

他 ៲ᡈな᭗ᱫ者 

・作者はಏしんで߷௶を作っていると

おさえたうえで、正解やᛖӟの意ԛ

について確認する。 

・資料をᣐ˄する。 

・ेしたことについて、ǰȫー

ȗでᛅし合わせる。 

・心や体の٭化等は、一人ひとり

ᢌっていることをおさえる。 

・ǢクȆǣȓȆǣᲫを៊まえ、ٹ

をもち、目標に向Ɣって生きる

᭗ᱫ者についてኰʼする。 

・៲ᡈな᭗ᱫ者の方についてのኰ

ʼもできるとよい。 

・間によっては記λを省ဦして

ᛅし合わせる。 

・᭗ᱫ者が活するために必要な

ǵȝートにもද目させる。 

・資料 

まとめ 

�0分 

Ŧまとめ（�0分） 

「自分にできることを考えよう」 

・᭗ᱫ者がよりよい生活をᡛるため

に、自分にできることを考えてワー

クシートにく。 

・まとめのᛅをᎥく。 

・៲ᡈな᭗ᱫ者もǤȡーǸし、こ

れƔらどのようにするƔ、感

ेもƾまえて考えさせる。 

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「ᇰいあり、しみじみあり シȫȐー߷௶ ܺたけなわዻ」  

みやƗシȫȐーȍȃト、ඕЈૼ社ዻ集部ዻ ඕЈૼ社（平成 30 年３月Б） 

「ᇰいあり、しみじみあり シȫȐー߷௶ ႊബȐȳǶǤዻ」  

みやƗシȫȐーȍȃト、ඕЈૼ社ዻ集部ዻ ඕЈૼ社（平成 30 年Ჳ月Б） 

πႩᝠׇ法人ᧈݤ科学ਰᐻᝠׇ țーȠȚーǸ 

・加ᱫによる心や៲体的な٭化等は、一人ひとりᢌっていることを理解する。

・᭗ᱫになってもٹや目標をもって活する人の生き方を知り、᭗ᱫ者に必要なǵȝート

についても考える。

・᭗ᱫ者に݃りชうためには、一人ひとりの࣬いを知ったうえで、その࣬いに݃りชった

うえで˴ができるƔを考えることが大切である。

・ʻࢸ、自分にできることは˴Ɣを考えながら、៲ᡈな᭗ᱫ者の方にしていく。

 ஔ体દ 足がƾらつき （ ȕȩȀȳǹ ） 

（ 目が覚める ） ことを̮じて ଔݏする 
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2� 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

（Ძ）「᭗ᱫ者
こ う れ い し ǌ

って˴ബ
さ い

ƔらᲹ」 

（Წ）「᭗ᱫ者
こ う れ いし ǌ

の࣬いをे
そ う ぞ う

しよう」 

Ĭ・の（       ）にλるᚕᓶをそれぞれ考えて、記λしましǐう。

ĭ「シȫȐー߷ ௶
せんりǎう

」の中Ɣら、ᐻԛ
きǐうみ

を持った߷ ௶
せんりǎう

を一つᢠ
えら

びᢠ
えら

んƩ理由も記λしましǐう。 

   

Į「活
Ɣつやく

する᭗ᱫ者
こうれいしǌ

」をᛠんで、それぞれの生き方についてどう感じましたƔ。 

ஹݩ（３）
しǐうらい

、自分やᚃしい人も᭗ᱫ者
こ う れ いし ǌ

になります。᭗ᱫ者
こ う れ いし ǌ

がよりよい生活をᡛる

ためには、どのようなことができますƔᲹ自分にできることを考えて記λ

しましǐう。 

᭗ᱫ者
こ う れ い し ǌ

の࣬いに݃
よ

りช
そ

う 

ᅶ
わたし

がᢠ
えら

ƿのはä    です。 

ᢠ
えら

んƩ理由はä 

  ஔ
あさ

体દ
たいそう

  足がƾらつき  （        ） （�2ബ
さい

） 

  （        ） ことを̮
しん

じて  ଔݏ
は や ね

する （��ബ
さい

） 

᭗ᱫ者
こうれいしǌ

とはä    ബ
さい

ˌ上の人。 

そう考える理由はä 
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2� 

資料

Ĭ ȜǱたƾり  いつの間にやら   本ཋに    （�3ബ） 

ĭ 欲しいのは  ʼ護じǌないよ   Ψ気Ʃよ   （��ബ） 

Į ᎊいてなお  ܼにއても     おしǌれする （��ബ） 

į ٭٣わり   ӧग़いܘが     ᢒざƔる   （�0ബ） 

İ �0年     ዓけたឯԛで    生きている  （��ബ） 

ı ໜと    ႊബ目指す     ܘとᅑ   （��ബ） 

Ĳ ጂͨで    ཱྀ܇にᎥƔす    ȏーȢȋǫ  （��ബ） 

ĳ ܘのを   つなƙといのち   ़しくなる  （��ബ） 

Ĵ έのない   人生なのに     ಏしすƗ   （��ബ） 

活する᭗ᱫ者
Ƃૼしいことにਪするƃ 

Ძ ᒉܷ正܇さん（ǢȗȪ開発者） 

��3�（ଯ和�0）年、ிʮ生まれ。᭗等学校ҡಅࢸ、三ᓛ行（現・三ᓛ 7(, 行）

にݼ職。����年、ဏڡᨽဇೞ会ר等法の行ࢸ、ሥ理職にݼいた。定年ᡚ職ࢸ、ᚃ

のʼ護をೞにȑǽǳȳ通̮をڼめる。��ബの20��年にᩇ人形を正しくᣐፗする

K2JQPG ဇǲーȠǢȗȪ「JKPCFCP」を開発・ᣐ̮。この実ጚƔら 9QTNFYKFG 

&GXGNQRGTU %QPHGTGPEG20��にਔࢳされて #RRNG %'1 のȆǣȠ・クȃクƔら「ɭ

မஇ᭗ᱫのǢȗȪ開発者」とኰʼされた。 

20��年にはᡲዮ会で「᭗ᱫ社会とȇǸǿȫ২ᘐの活ဇ」をȆーȞに基ᛦᜒ。

 。員として参加ۀの「人生�00年ˊನे会ᜭ」や「ȇǸǿȫ社会ನे会ᜭ」などにࡅ

「πႩᝠׇ法人ᧈݤ科学ਰᐻᝠׇ #IKPI�*GCNVJ 第3ࠇ�第Ძӭ 

いつもΨ気、いまも現6+）ࢫ ǨȴǡȳǸǧȪǹト ᒉܷ正܇さん）」（જࢨᲴɻ፶） 

Ƃ一つのことをዒዓする（生෨現ࢫ）ƃ 

Წ ଐҾ重明さん Ꭲែ加際၏ᨈӸᛎᨈᧈ（Ҕࠖ） �0�ബ（20��年ඐ） 

「生活習ॹ၏」というᚕᓶをつくり、ʖ᧸ҔၲやኳҔၲの୍及につくした。ൟ

間としてはИめて人間ȉȃクを開設。内Иの立țǹȔǹを設立。「ૼᎊ人の会」

を発足。（現在、神ډ߷Ⴤでは「ଐҾ重明記念Ɣながわの会」として、ଐҾさん

の理念をࡽዒƗ活動をしている。）ݱ中学生にԡのಅを行うなど、ԡの大切さや平

和の尊さをˡえる活動にᆢಊ的に取り組んƩ。「șǹトǻȩーዋ本「ᓶっƺのȕȬȇ

ǣ」のȟȥーǸǫȫᏩ本をؓᇿ。「生きƔた上」他、ٶૠのᓸがある。200�年文

化ѱᇘを受ᇘ。ʧくなるૠƔ月Эまでध者をᚮዓけた。 

（ϙჇᲴ20�2年（࢘�00ബ）神ډ߷ჄțーȠȚーǸƔら） 

３ 大߷ጛ܇さん（保育ٟ） 

��2�（ଯ和2）年、ிʮ生まれ。����年、ிʮ܇ڡ大学ૠ学科λ学、��年結۟

のため中ᡚ。�2年、࠷̯ݱ児生活ׇにݼ職、�2年に主˓保育ٟとなり、現在にᐱる。 

性բ᫆ڡࠊ員となり、足利ۀᣃܷᘶЙܼʙᛦͣܢ、員ۀ教育ࠊ性でИめて足利ڡ

টᛅ会ࡈᧈなどをഭ˓。ȢȳȆȃǽーȪ教育やǢȉȩー心理学を取りλれたʻ年о立

��年のӷטで、�0年ˌ上にわたり܇どもの保育にઃわっている。Иめてのᓸƀ�2

ബの現ࢫ保育ٟがˡえたいᚃ܇で幸せになる܇育てƁ（実Ѧ教育Ј༿）は20��年�月

にЈ༿され、たちまち�Тとなった。ȆȬȓでもኰʼされるなどᛅ᫆の人となった。 

「πႩᝠׇ法人ᧈݤ科学ਰᐻᝠׇ #IKPI�*GCNVJ 第2ࠇ�第Ძӭ 

いつもΨ気、いまも現ࢫ（現ࢫ保育ٟ 大߷ጛ܇さん）」（જࢨᲴɻ፶）

シȫȐー߷௶
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�� 

ರᅸ့Ơƀƀǀ人権ड༎

ŷƟたƤbƞŻƌƳƎƀi�শ൵にƎǀጫशǇෆƶƽŻ�

Ĩ 学ඉ 

 学校４᳸Ჰ年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  ၏気についてのɧ確Ɣなऴإや֟により、相をͻつけ、ࠀКしてしまうおそれがあることに気づƔ

せる。また、၏気の正しい知識をࢽて、自分にできることを考え、ʻࢸの自分のᚕ動につなƛようとす

る態度を育てる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źȑǽǳȳ、ȗȭǸǧクǿー等、動画をᙻᎮするためのೞ֥ 

 ŹワークシートᲫ、Წ 

Ũ資料 

ī श๊ 

  ȏȳǻȳ၏について、が、全てのध者をࢍ制的にၲ養へλさせ、ኳ生にわたりᨠᩉするなど、

ᛚった取組を行っていたഭӪを知ることをとおして、正確なऴإを知る大切さを理解させます。また、

ɧ確ƔなऴإƔら、意識のᚕ動により、相をͻつけ、自分がࠀКするͨになることに気づƔせ、実

際に自分の៲ᡈな人が感染したらどうするのƔ、どのような行動をとるのƔについて考えていきます。 

  また、ȏȳǻȳ၏について学ƿことで、ӷ様にɧ確Ɣなऴإによりɧܤを感じる他の感染ၐ（ૼǳ

ȭȊǦǤȫǹ感染ၐなど）についても、共通のᛢ᫆に気づき、ʻࢸの自分のᚕ動につなƛていけるよう

にします。 

  なお、このワークは「ச知の၏気にݣする自分の行動や考えを知る」「၏気の正しい知識をࢽる」

「ᢘ切な行動や自分にできることを考える」ことをねらいとしたᲬ間の内容で計画しています。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ�ĩ 

学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

Ძ 

導λ 

��分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（�3分） 

「၏気にݣする自分の行動や考えを知る」 

Ĭ自分がとる行動とその理由について考

え、ワークシートにく。 

ĭ考えたことをǰȫーȗでᛅし合う。 

Į各ǰȫーȗƔらЈた考えを発ᘙし合い、

クȩǹ全体で共ஊする。（ૠǰȫーȗ） 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗで行う。 

・ワークシートᲫをᣐ˄する。 

・ȏȳǻȳ၏について、ɧ確Ɣな

ऴإを示して考えさせる。 

・自分とᚃしい人の場合をे

し、行動の理由を考えさせる。 

・ச知の၏気にݣしての気持ちを

きЈせるよう、お互いに「なࡽ

ƥ、その行動をとるƔ」とբう

ように指導する。 

・ワークシートᲫ

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30分） 

「ȏȳǻȳ၏について知ǖう」


Ძ�ȏȳǻȳ၏Ψध者のǨȔǽーȉをᙻᎮ 

する。Ƃኖ��分ƃ 

・動画をᙻᎮするЭに、ȏȳǻȳ

၏についてቇҥにᛟ明する。 

・動画Ĭ 

Į 
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�� 

展開 

30分 

Ĭ動画をᙻᎮした感ेをᛅし合う。 

ĭ自分が考えていたこととൔべる。 


Წ�Ψध者のܼଈのǨȔǽーȉをᙻᎮす

る。ƂኖᲯ分ƃ 

Ĭ動画をᙻᎮした感ेをᛅし合う。 

ĭ自分が考えていたこととൔべる。 

Į動画をᙸて、感じたことをワークシート

にく。 

・ȏȳǻȳ၏についてૼしく知っ

たこと、考えが٭わった部分に

ද目させる。 

・（Ძ）とӷじ්れで（Წ）Ĭĭ

を行う。 

・動画ĬĭをᙻᎮして感じたこと

を記λさせる。 

・動画ĭ 

Წ 

導λ 

�0分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ（Ძ0分） 

「ɧ確Ɣなऴإにݣする行動を考える」

Ĭ自分がとる行動とその理由について考

え、ワークシートにく。 

ĭ考えたことをǰȫーȗでᛅし合う。 

ĮǰȫーȗでЈた意ᙸを全体共ஊする。 

・ワークシートᲬをᣐ˄する。 

・ᡈの人の場合、自分はどう行

動するのƔ、Эの間に学習し

たことを࣬いЈさせながら、ʻ

の気持ちをき、ᛅし合わせ

る。（ワークシートᲫを参ༀし

てもよい） 

・ワークシートᲬ

展開 

30分 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ（30 分） 

「感染ၐにݣしてできることを考えよう」

Ĭஒᛠ動画をᙻᎮし、感ेをワークシート

に記λし、ǰȫーȗでᛅし合う。 

ĭȏȳǻȳ၏とૼǳȭȊǦǤȫǹ感染ၐ

の共通ໜを考え、ワークシートにく。 

Į感染ၐにݣしてࠀКの気持ちをもたない

ようにするために、自分にできることを

考えて、ワークシートにく。

・共通ໜについて考えさせること

で、ࠀКしてしまう気持ちとど

のように向き合っていけばよい

のƔを考えさせる。 

・ஒᛠ動画 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（Ჯ分） 

・まとめのᛅをᎥく。 

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

  

Ჶ参考資料などᲸ 

資料「ȏȳǻȳ၏について」 立ȏȳǻȳ၏資料țーȠȚーǸ JVVRU���YYY�PJFO�LR�CDQWV�FKUGCUG�

動画「ȏȳǻȳ၏を知る᳸Ψध者とܼଈの࣬い᳸」（ኖ3�分） ;QW6WDG 法Ѧ省ȁȣȳȍȫ 

Ĭȏȳǻȳ၏Ψध者Ჴౕ和پさんのǨȔǽーȉ［３Ჴ00᳸��Ჴ��］（ኖ��分） 

ĭΨध者のܼଈᲴ力さんのǨȔǽーȉ［22Ჴ�2᳸2�Ჴ2�］（ኖᲯ分） 

ஒᛠ動画「ǦǤȫǹよりもࣨいもの」（第�0ׅ全中学生人権作文ǳȳȆǹト大会記念ចᲴኖᲱ分） 

;QW6WDG 法Ѧ省ȁȣȳȍȫ

ŭ「なƥ、ࠀКをしてはいけないのƔ」「ࠀКをなくすためにはどうすればよいƔ」など、

立ȏȳǻȳ၏資料の職員等によるᜒᛅをᎮくೞ会を設けることで、このᛢ᫆について

さらに理解を深めることができると考えられる。

・感染ၐについて正確なऴإを知ることが大切であり、正しい知識をもっていないこと

で、意識にᢤけようとする行動が、͞ᙸやࠀКにつながる。

・他の感染ၐについてもӷ様であり、正しいЙૺと行動ができるように、一人ひとり考

えていくことが大切である。

・ʻׅのಅをとおして、ࠀКは、取りᡉしのつƔないくらい人生を٭えてしまうもの

であると気づくことが大切である。

・ȏȳǻȳ၏は、感染力がࢊく、感染しても発၏しにくいこと、ᕤでၲできることにද目させる。
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ワークシートᲫ

（  ）年（  ）組（  ）ဪ ӸЭ          

Ძ ଥ、次のような၏気が、はやりました。 

主な ၐ 状
しǐうじǐう

・足がしびれる（ၡ
ま ひ

してくる）   ・൱
あせ

がでなくなる 

・ၘ
いた

い感覚
ƔんƔく

がなくなる         ・༏
あつ

い、Ϭ
つめ

たいという感覚
ƔんƔく

がなくなる 

・ᙻမ
し Ɣ い

がƔすむ            ・体がとてもƩるくなる 

・感染
Ɣんせん

する              ・体の一部が٭形してしまう 

Ĭ 自分がその၏気にƔƔりました。あなたは、どのようにᢅ
す

ƝしますƔᲹ 

なƥ、そうするのですƔᲹ 

ĭ あなたのᚃしい人がその၏気にƔƔりました。あなたは、どうしますƔᲹ 

なƥ、そうするのですƔᲹ 

Წ ପ
えいぞう

をᙸて、感じたことや考えたことをきましǐう。 

あなたは、どうしますƔᲹ 

32



�� 

ワークシートᲬ

（  ）年（  ）組（  ）ဪ ӸЭ          

Ძ 「ᡈの人がȏȳǻȳ၏にƔƔった」という ֟
うわさ

がᎥこえてきました。 

あなたは、どうしますƔᲹ なƥ、そうするのですƔᲹ 

Წ ପ
えいぞう

をᙸて、感じたことや考えたことをきましǐう。 

３ ȏȳǻȳ၏とૼ
しんがた

ǳȭȊǦǤȫǹには、どのような共通ໜ
きǐうつうてん

があると考えますƔᲹ 

４ 感染ၐ
Ɣんせんしǐう

にݣして、ࠀК
さ べ つ

の気持ちをもたないようにするために、 

自分にできることは˴でしǐうƔᲹ 

あなたは、どうしますƔᲹ 
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㕸 ၍Ꭼኴ༎�ᆪጜ௭ᇠ�

�ǞȔȋ�ౝ学ƀƾಛᇀのภƂሑにƙƟƇǀたƶに 

 「ӷ和բ᫆」とᎥくと、͆あまりよくわƔらない͇͆自分の៲ᡈにはないբ͇᫆と感じる人がٶいのでは

ないでしǐうƔ。また、学校現場でも、͆知ってはいるけれど、どう教えたらいいのƔわƔらない͇という

٣をᎥくことがあります。 

 資料�ƔらもわƔるように、ࠀКや͞ᙸが、なくなっていない現実があります。また、ᡈ年では、͞ᙸにఌ

したǤȳǿーȍȃトへのきᡂみ等ૼたなբ᫆もឪこっています。ӷ和բ᫆は、いまƩに解ൿできていなࠀ

いբ᫆としてとらえるとともに、ᅶたち一人ひとりのբ᫆として正しく理解し、考え、解ൿしていくことが

大切です。 

Ჶ資料ᲫᲸӷ和բ᫆についての意識ᛦ௹ 

（平成 2� 年神ډ߷Ⴤ実「ჄൟȋーǺᛦ௹」） 

Ძ ӷ和բ᫆（部ᓳࠀК）とは

  ଐ本のഭӪの中で、人為的に形づくられてきた៲分制度により、一部の人々がࠀКされ基本的人権をڞ

われ、˰އや職ಅ、結۟等を制ᨂされるようになりました。ཎ定のע؏（「ӷ和עғ」または「ᘮࠀК部

ᓳ」ともᚕう）Ј៲者であることやそこに˰んでいることを理由にࠀКされる人権բ᫆です。 

Წ КのഭӪ的Ꮡと現在にᐱるまでࠀ

  ܴထˊˌЭに、ࠀКされた人々が集まって˰んでいたע؏はあったとᚕわれています。その᪭Ɣらܴ

ထˊにƔけては、的につくられたというよりも、そのˊの人々の自然မへのရれやരにƔƔわる

「けがれᚇ」などが、ཎ定の২ᘐ、Ꮱ力を持った人や集ׇにݣするရれやࠀКを生じさせていったと࣬わ

れます。̊えば、עᩗやව水といったような自然現ᝋや人や動ཋの生രなど、理解しがたいʙᝋを「けが

れ」として᩼ࠝにऀれていました。そして、「けがれ」のӒݣᛖを「きよめ」とᚕい、けがれをฌめるこ

とƔら大切にされてきました。そのこǖ、大きな߷のඕҾにすむ人々が現れ、ࡊᡯりやދఌᔈき、Ꮱಏや

ྈಏなどのᑸᏡや神ʙ、ཅᬔの解体やര体のϼ理等、രに関わることを生ಅとしていました。これらの

人々は「ඕҾ者」とԠばれ、人知の及ばないᩙ力やᏡ力をもった存在とされてきましたが、ˊが下がる

につれࠀКされるݣᝋにƔわっていきました。 

൶ৎˊになりࢹ々に、൶ৎࠧࡅは、നٟやႊڿ、ထ人とはКの៲分を制度化し、൶ৎˊ中ˌᨀ厳

しいዸめ˄けをࢍ化する中、次第にࠀКも厳しくなっていきました。その中でも、ᘮࠀК៲分の人々は、

ᠾಅ、ཅᬔのႝ᪃加、ᒬޗやᩌᬛづくり、やထのᜩ備、؉やݢ社のฌੈなど、優れた২ᘐを持ち、文

化をዒ১し社会を支えてきました。 

  明ˊになると解્令によって、៲分制度はࡑ止となり、制度上はみな平ൟとなりました。しƔし、

人々のࠀК意識はなくならƣ、さらに、職ಅも自由にᢠべるようになったことで、៲分にˤって認められ

ていたႝ᪃加等の権利がなくなり、ᘮࠀК៲分Ʃった人々への社会的・経ฎ的ࠀКは厳しい状況がዓい
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ていました。こうした状況の中で、ࠀКƔらの解્を求めるᢃ動が各עでڼまりました。 

 大正ˊになると、ӷ和עғ・ᘮࠀК部ᓳの人々が自らので全水平社をо設し、「人のɭに༏あれ、

人間にήあれ」というᚕᓶで結ばれた「水平社ܳᚕ」が৸されました。このܳᚕは、ଐ本のഭӪ上、࢘

ʙ者自៲Ɣら発せられたИめての人権ܳᚕとして、大きな意義をもっています。（令和�年は、水平社о立

�00ԗ年の年に࢘たります。）このような解્ᢃ動は各עに࠼がっていきました。 

そして、ଯ和にλると、基本的人権の尊重がうたわれるଐ本ঙ法が制定されますが、生まれやܼを

重くᙸるກにより、ଐࠝ生活やݼ職、結۟などでࠀКはዓきました。そこで、もբ᫆の解ൿをめざし、

ଯ和�0年に「ӷ和עғに関する社会的及び経ฎ的ᜂբ᫆を解ൿするための基本的方ሊ」についてのሉဎが

Јされ、ßӷ和բ᫆は、ঙ法に保ᨦされ基本的人権にƔƔわるᛢ᫆であり、そのଔ࣯な解ൿは、のᝧѦ

であり、ӷにൟ的ᛢ᫆であるàとしました。それを受けଯ和��年に「ӷ和ݣሊʙಅཎКਜ਼ፗ法」が制

定され、それƔら33年にわたって行され、生活環境のોծ等では、一定の成ௐを上ƛることができまし

た。 

 しƔし、ʻଐでも、ӷ和բ᫆の解ൿをڳƛるようなʙ態がឪきています。ݼ職に本人のᏡ力やᢘ性と

関係のない本ቔעやᚃの職ಅをឋբされたり、Ǥȳǿーȍȃトのਫ਼示ெに、Ɣつてのӷ和עғ・ᘮࠀК部

ᓳのעӸが්されたりしています。また、結۟等にあたっても៲Ψᛦ௹等ӷ様のことがᙸ受けられます。

このように、ࠀК意識は、解ෞされた状況にあるとはいえません。 

 平成 2� 年には、「部ᓳࠀК解ෞ推進法」が行されました。この法ࢷでは、現在もなお部ᓳࠀКが存在

するとともに、ऴإ化の進展にˤって部ᓳࠀКに関する状況の٭化が生じていることを៊まえ、部ᓳࠀК

はᚩされないものであるとの認識が示されています。 

３ ӷ和բ᫆を学習の中でどう取り上ƛるƔ

ӷ和բ᫆を解ൿしていくためには、いƔにᅶたち自៲が考えて、行動していくƔが大切です。学習の中

で取り上ƛるときには、人権բ᫆の一つとして、「ࠀКはいけない」と教えるಅでኳわらせるのではな

く、៲ᡈにある様々な人権にƔƔわるբ᫆とも関ᡲ˄けながら、「なƥ、ࠀКすることをોめなƔったの

Ɣ」というᙻໜで、自分と重ねて考えていくことが重要です。 

ここでは̊として、ݱ学校�年生社会科のഭӪ学習の中でのˮፗづけを示しました。πൟとしての資ឋ・

Ꮱ力を育成する社会科の学習は、学習そのものが人権につながっています。教ࠖのʙЭแ備として、教科

や補助資料をよくᛠんƩり、学年やまわりの教職員とᛅし合ったりすることはもちǖんですが、年間計

画の中で計画的に取り上ƛ、他教科や行ʙなどとの関ᡲをりながら、ಅをоることが大切になってき

ます。 

  

Ჶ�年生のഭӪ学習でӷ和բ᫆にƔƔわる内容の̊Ჸ 

  

ܴထˊ 

 「ܴထ文化」ࠀКされていた人々が生みЈした文化が、ʻ

のଐ本文化につながることを考える。 

 （ݢܤᱴ、ݢ᧚）טࡊ・

・Ꮱಏ（ᚇ᧺ࢄ、ɭ᧺ࢄ）等 

ˊ 

 「Ћ令」τᠾ分ᩉが進み、ٽ౨עと合わせて、៲分の

ϐዻが進んƩことに気づく。 

Ჶ資料や 

関ᡲʙ等Ჸ 

・᧚ݢと 

Ӎׄᢹ 

ᲶഭӪ学習のȆーȞᲸ࢘ʙ者の考え方や生き方にƾれ、自分と重ねて考える 

学
年
・
学
級
目
標
と
の
関
ᡲ

他
教
科
や
行
ʙ
と
の
関
ᡲ

他
の
人
権
բ
᫆
と
の
関
ᡲ

「人権学習ワークシート集ò Ü人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第 �� 集）Ü」神ډ߷Ⴤ
教育ۀ員会（平成 2� 年 2 月）の「Ჱ ӷ和բ᫆について考える」（2��᳸��）の中に、 
ᘮࠀК部ᓳのഭӪ学習におけるᄂᆮ成ௐ等を̊示してあるので参考にしてくƩさい。 

なお、これƔらの知識の整理は、あくまでも人権を尊重する態度を養うために必要で
あるということを理解してくƩさい。 
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 ӷ和բ᫆を考え、解ൿしていくことは、自分の中にあるࠀКや͞ᙸと向き合うことƔらڼまります。 

。Кするͨにբ᫆があることを理解することが大ʙですࠀ、があるのではなく׆КされるͨにҾࠀ、Кはࠀ 

また、ࠀКには合理的なఌਗはありません。ࠀКする人間がいるƔらࠀКբ᫆はឪきるというᙻໜに立ち、

ӷ和բ᫆Ɣらᙸえてくる様々なࠀКや͞ᙸにݣして教職員自ら考え、解ൿに向けて取り組む必要があります。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「ӷ和բ᫆の正しい理解のために」人権がすべての人に保ᨦされるע؏社会の実現をめざして 

神ډ߷Ⴤ・神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年3月） 

 「人権学習ワークシート集ñ Ü人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第��集）Ü」  

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年2月） 

「人権学習ワークシート集ò Ü人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第��集）Ü」  

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年2月） 

൶ৎˊ 

 「៲分制」人ӝのл合ǰȩȕの、ႊڿやထ人とはКに、៲分

上厳しくࠀКをされてきた人々は、ˁʙや˰む場を制ᨂさ

れ、やထのᅛりへの参加をまれるなど厳しいࠀКをうけ

てきた。しƔし、厳しいࠀКをうけながらも、ᒰれた土עを

開َし年ᝡをኛめたり、すƙれた২ᘐで人々の生活に必要な

ဇ具を作成したり、ᑸᏡで人々をಏしませたり、ࢫ人のもと

でܤ維持など社会を支えていたことを知る。 

 「解体ૼ」னဋႉが人体解аをᙸ学した際に、解аをし

ていたのはࠀКされていた人々であることƔらҔ学の発展に

もᝡྂしたことを知る。 

 「ฑ染一੦」К段ࣂᚑをЈされた人々が֑願をЈし、ࣂ

ᚑをગׅさせたことをᛦべ、ࠀКにݣしてった人々の࣬

いと一੦がف加していくˊᏑを共に考える。 

明ˊ 

 「解્令」解્令がЈされても、ࠀКがなくならなƔったこ

とを知り、ࠀКが人々の心にఌࢍくസっていることについて

考える。 

大正ˊ 

 「水平社ܳᚕ」すべての人の尊厳をܣることで、ࠀКをなく

していこうと、自ら立ち上がった人々の࣬いや願いを水平社

ܳᚕƔら考える。  

・人ӝのл合ǰȩ

ȕ 

・人体解аのᙸ学

のዋ 

・ᖅ学ʙڼ 

・К段ࣂᚑ 

・͖ኖ令 

・֑願 

・解્令 

 τࢍ݈・

・ဋ中正ᡯと足ރ

ޛᤸʙˑ 

・水平社ܳᚕ 

・ᙱήɢӴ

学
年
・
学
級
目
標
と
の
関
ᡲ
ᶝ
̊
ᶞ
ち
が
い
を
認
め
合
お
う

相

の
立
場
に
立
ᵻ
て
考
え
よ
う

な
ど

他
教
科
や
行
ʙ
と
の
関
ᡲ

・
ᢊ
ࣈ

・
ཎ
活

・
ዮ
合
的
な
学
習
の

間

・
学
習
発
ᘙ
会

な
ど

他
の
人
権
բ
᫆
と
の
関
ᡲ

・
い
じ
め

・
ٳ

人
の
人
権

・
ᨦ
が
い
者
の
人
権

・
έ
˰
ൟ
の
人
権
・

ʗ
と
人
権
̛
ܹ

な
ど

ঙ法学習との関ᡲ 

「義Ѧ教育Ν化ᢃ動」教科Ν化ᢃ動を知

り、義Ѧと権利について、自分のଐࠝ生活と

ଐ本ঙ法のƔƔわりについて考える。 

これƔらの自分の生き方について考える 

˯学年Ɣら、様々な人権բ᫆（いじめのբ᫆、ٳ人にƔƔわるբ᫆、ᨦがい者ࠀК等）や

 様性について学んでおくٶ
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資料 

ӷ和բ᫆の正しい理解

Ⴤ教育ۀ員会がଯ和�3年に通知した「神ډ߷Ⴤӷ和教育基本方針」は、平成2�年３月にો定された

「Ɣながわ人権ሊ推進指針」に取りᡂまれて整理されました。 

 ��が成立し、ӷ月「ࢷКの解ෞの推進に関する法ࠀ部ᓳ」の動きとして、平成2�年�2月Ჳଐに

ଐ行（参考資料Ძ）されました。立法にέ立ち、ᘌᜭᨈ法Ѧۀ員会における᧽࠘ൿᜭ（平成2�年�� 

月��ଐ）及び参ᜭᨈ法Ѧۀ員会における᧽࠘ൿᜭ（平成2�年�2月Ჲଐ）（参考資料Წ）がなされてい

ます。 

この法ࢷは、全てのൟに基本的人権の共ஊを保ᨦするଐ本ঙ法の理念にのっとり、部ᓳࠀКはᚩ

されないものであるとの認識の下にこれを解ෞすることが重要なᛢ᫆であるʙにᦷみ、部ᓳࠀКの解ෞ

に関し、基本理念を定め、ɳびに及びע方π共ׇ体のᝧѦを明らƔにするとともに、相ᛩ体制のΪ実、

教育及びգ発等について定めることにより、部ᓳࠀКの解ෞを推進し、部ᓳࠀКのない社会を実現する

ことを目的とするものであります。ӷ和教育のಅを実践するЭに、次のをᛠʕすることをおѰめ

します。 

なお、これらのは、Ⴤ立学校及びࠊထ教育ۀ員会にᣐ˄しています。 

・「これでわƔったᲛ部ᓳのഭӪ ᅶのȀǤǬクᜒࡈ」 上ன Ꭻᓸ 解્Ј༿社（平成�� 年） 

・「ȓǸȥǢȫ部ᓳӪ第Ძ᳸ࠇ第Ჯࠇ」 大᧵人権Ҧཋ（ዻ） 解્Ј༿社（平成��᳸20 年） 

・「神ډ߷の部ᓳӪ」  

「神ډ߷の部ᓳӪ」ዻ集ۀ員会（ዻ集ˊᘙ ᕲ ᝅ）ዻ・ᓸ ɧʚЈ༿社（平成��年） 

・部ᓳӪȖȃクȬȃトêᲫ「部ᓳのഭӪに学ƿ」 神ډ߷部ᓳӪᄂᆮ会（平成2�年�0月） 

・部ᓳӪȖȃクȬȃトêᲬ「ᡈˊ神ډ߷のഭӪをբい直す」 神ډ߷部ᓳӪᄂᆮ会（平成2�年Წ月） 

Ჶ参考文ྂなどᲸ 

「人権教育ȏȳȉȖȃク」神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和４年４月） 

参考資料Ძ

部ᓳࠀКの解ෞの推進に関する法ࢷ

平成2�年�2月��ଐ行 

（目的） 

第Ძவ この法ࢷは、現在もなお部ᓳࠀКが存在するとともに、ऴإ化の進展にˤって部ᓳࠀКに関する

状況の٭化が生じていることを៊まえ、全てのൟに基本的人権のʭஊを保ᨦするଐ本ঙ法の理念に

のっとり、部ᓳࠀКはᚩされないものであるとの認識の下にこれを解ෞすることが重要なᛢ᫆であるこ

とにᦷみ、部ᓳࠀКの解ෞに関し、基本理念を定め、ɳびに及びע方π共ׇ体のᝧѦを明らƔにする

とともに、相ᛩ体制のΪ実等について定めることにより、部ᓳࠀКの解ෞを推進し、もって部ᓳࠀКの

ない社会を実現することを目的とする。 

（基本理念） 

第Წவ 部ᓳࠀКの解ෞに関するሊは、全てのൟが等しく基本的人権をʭஊするƔけがえのない̾人

として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部ᓳࠀКを解ෞする必要性にݣするൟ一人一人の

理解を深めるようѐめることにより、部ᓳࠀКのない社会を実現することをଓとして、行われなければ

ならない。 
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 （方π共ׇ体のᝧѦע及び）

第３வ は、Эவの基本理念にのっとり、部ᓳࠀКの解ෞに関するሊをᜒƣるとともに、ע方π共ׇ

体がᜒƣる部ᓳࠀКの解ෞに関するሊを推進するために必要なऴإの੩̓、指導及び助ᚕを行うᝧѦ

をஊする。 

Წ ע方π共ׇ体は、Эவの基本理念にのっとり、部ᓳࠀКの解ෞに関し、とのᢘ切なࢫл分ਃを៊ま

えて、及び他のע方π共ׇ体とのᡲઃをりつつ、そのע؏の実ऴに応じたሊをᜒƣるようѐめる

ものとする。 

（相ᛩ体制のΪ実） 

第４வ は、部ᓳࠀКに関する相ᛩに的確に応ƣるための体制のΪ実をるものとする。 

Წ ע方π共ׇ体は、とのᢘ切なࢫл分ਃを៊まえて、そのע؏の実ऴに応じ、部ᓳࠀКに関する相ᛩ

に的確に応ƣるための体制のΪ実をるようѐめるものとする。 

（教育及びգ発） 

第Ჯவ は、部ᓳࠀКを解ෞするため、必要な教育及びգ発を行うものとする。 

Წ ע方π共ׇ体は、とのᢘ切なࢫл分ਃを៊まえて、そのע؏の実ऴに応じ、部ᓳࠀКを解ෞするた

め、必要な教育及びգ発を行うようѐめるものとする。 

（部ᓳࠀКの実態に係るᛦ௹） 

第Ჰவ は、部ᓳࠀКの解ෞに関するሊの実に資するため、ע方π共ׇ体のң力をࢽて、部ᓳࠀК

の実態に係るᛦ௹を行うものとする。 

᧽ Щ  

この法ࢷは、πࠋのଐƔら行する。 

参考資料Წ

ᘌᜭᨈ法Ѧۀ員会における᧽࠘ൿᜭ

平成2�年��月��ଐ 

  

ࡅは、本法に基づく部ᓳࠀКの解ෞに関するሊについて、ɭˊ間の理解のࠀやע؏社会の実ऴを࠼

く៊まえたものとなるようသ意するとともに、本法の目的である部ᓳࠀКの解ෞの推進による部ᓳࠀКの

ない社会の実現に向けて、ᢘ正Ɣつɠݗなᢃဇにѐめること。  

参ᜭᨈ法Ѧۀ員会における᧽࠘ൿᜭ

平成2�年�2月Ჲଐ 

社会の実؏ע、たり࢘Кの解ෞに関するሊを実するにࠀ方π共ׇ体は、本法に基づく部ᓳע及び

ऴを៊まえつつ、次のʙについて段のᣐॾをすべきである。  

Ძ 部ᓳࠀКのない社会の実現に向けては、部ᓳࠀКを解ෞする必要性にݣするൟの理解を深めるよう

ѐめることはもとより、ᢅӊのൟ間ᢃ動ׇ体の行きᢅƗたᚕ動等、部ᓳࠀКの解ෞを᧹ܹしていた要׆

を៊まえ、これにݣするݣሊをᜒƣることも併せて、ዮ合的にሊを実すること。  

Წ 教育及びգ発を実するに࢘たっては、࢘ᛆ教育及びգ発によりૼたなࠀКを生むことがないように

သ意しつつ、それがჇに部ᓳࠀКの解ෞに資するものとなるよう、その内容、法等にᣐॾすること。  

࢘Кの実態に係るᛦ௹を実するにࠀКの解ෞに関するሊの実に資するための部ᓳࠀは、部ᓳ ３

たっては、࢘ᛆᛦ௹によりૼたなࠀКを生むことがないようにသ意しつつ、それがჇに部ᓳࠀКの解ෞ

に資するものとなるよう、その内容、法等について॰重に౨᚛すること。
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      ॒ேฺଡኁ့の人権

    ƖƁŹǇƴƝƶbƴǈƟƜภঊƌƽŻ 

Ĩ 学ඉ 

 学校４年生᳸Ჰ年生、中学生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

自分にとっての࢘たりЭが、他の人にとっては必ƣしもそうではないことに気づき、ちがいを認め、

共に生きるٶ文化共生の心を育む。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Źやע؏のଊǫーȉ（ಅでৢうやע؏のもの） 

ī श๊ 

令和４年Ძ月Ძଐ現在、神ډ߷Ⴤにおける˰ൟ基本Өࠚ上のٳ人ૠは222�0��人でע・؏ૠは 

��2Ɣとなっています。ǳȭȊǦǤȫǹ感染ၐの්行のࢨ᪪等Ɣら、ݲしถݲがみられたものの、

様な文化やൟଈのᢌいを理ٶ、加する中でفቔჄൟがٳ。くなっていますٶૠともに᩼ࠝに؏ע・

解し、認め合うことのできる人権感覚を児童・生徒に育成することが大切です。 

このワークでは、ٳの学校の様܇やଐࠝ生活の様܇を参考にしながら、自分自៲の࢘たりЭの感覚

をᙸつめなおすことで、ီなる文化とのつながりがあるӐƩちと、どう関わるとよいƔを考えるೞ会と

します。自分のの文化とٳの文化の共通ໜや相ᢌໜにݣし、Э向きに理解していこうという意識を

᭗め、ٶ文化の中で共生していこうとする意識を育てていきます。

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀƳたƤ �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჲ分） 

「ワーȫȉじǌんけん」 

・様々なやע؏のƔけ٣でじǌんけ

んにਪする。 

・クȩǹの児童・生徒ૠに応じて˴ᆔ

ƔƔけ٣をൿめる。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・クȩǹにٳにつながりのある

児童・生徒が在ቔしている場合

には、そのᛖのじǌんけん

を取り上ƛるとよい。 

・ѨちけにこƩわらƣ、ːᑣく

活動することが目的であること

をˡえる。 

の؏עや・

 ଊǫーȉ

（੩示ဇ） 

İ 

・自分にとって࢘たりЭに行っているじǌんけんについても、ٳでは様々なやり方が

あり、ちがいがあることに気づく。

・᪡ 「가위、 바위、보Მ（ǫǦǣ、ȐǦǣ、ȜᲛ）」 

・ǢȡȪǫ 「4QEM� RCRGT� UEKUUQTU� �� 2� 3�  

（ȭȃク、Țーȑー、シǶーǺᲛワȳᲛȄーᲛǹȪーᲛ」 

・中 「ჽ᪽、зࠋ、܇（シートǦ、ǸǧȳǺ、Ȗ）」 

・ȉǤȄ 「5EJGTG、5VGKP、2CRKGT
シǧーȬ、シȥǿǤȳ、ȑȔǢ�」 

・ǤȳȉȍシǢ 「5WYKV（ǹǤー）」

（̊） 
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展開 

学校ݱ

30分 

中学校

3�分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30ݱ分、中3�分）

「ちがいをみとめ、みんなで生活

しよう」

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

Ĭٳの学校生活のクǤǺをしながら

ଐ本の学校とのᢌいに気づく。 

 学ƿ教科、間л、持ちཋ、ᘺ、

ዅ、ੈᨊ、行ʙ、˞ଐ、義Ѧ教育

の間など 

ĭ自分がٳの学校で生活することに

なったら、実際に˴にりそうƔを

考える。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

Į̊示された学校生活の場面Ɣらٳ

につながりのある児童・生徒にݣし

どのように関わることができるƔ考

え、ワークシートにく。 

į̾人で考えたことをǰȫーȗで共ஊ

する。 

İ̊示された学校生活の場面のዓきを

Ꭵく。 

ı自分はどのような支ੲができるƔ

（行動をとるƔ）考える。 

・クȩǹにٳにつながりのある

児童・生徒が在ቔしている場合

には、そのの学校の様܇をク

ǤǺにする。その際、࢘ᛆ児

童・生徒と相ᛩの上、本人をЈ

᫆者とするなど活の場とする

とよい。（参考資料） 

・ଐ本とのᢌいのみではなく、な

ƥそのようなᢌいがあるのƔ、

ଐ本とٳのɲ方の文化のよさ

やおもしǖさにƾれる。 

・ᚕᛖのᢌい等Ɣら、いǖいǖな

意ᙸがЈることがʖेされる

が、᠉くƾれるᆉ度にとどめ

る。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・参考資料をᛠみᎥƔせる。 

・த間指導で活動の様܇を確認

し、くことができていない児

童・生徒にはӝ᪽でᎥき取るよ

うにする。 

・３、４人ᆉ度のǰȫーȗで意ᙸ

ʩ੭ができるようにする。 

・そのの文化やܪ教上の理由で

ȔǢǹをしている場合があるこ

とを知る。 

・考えたことをǰȫーȗ、または

全体で共ஊする。 

・参考資料 

・ワークシート 

・参考資料 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（Ჯ分） 

・まとめのᛅをᎥく。 

・学習のƾりƔえりをする。 

・ಅをとおして児童・生徒Ɣら

Јされた考えや記ᡓをもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「ɭမの学校をᙸてみようᲛ」 ٳѦ省țーȠȚーǸ JVVRU���YYY�OQHC�IQ�LR�OQHCL�MKFU�MWPK�KPFGZ�JVON 

「ɭမの学校生活をൔべてみようᲛ」 ఇࡸ会社明țーȠȚーǸ 

JVVRU���YYY�OGKLK�EQ�LR�OGKLK�UJQMWKMW�YQTNFEWNVWTG�UEJQQNNKHG�

・自分にとっては࢘たりЭと感じていることは、文化や生活環境Ɣら一人ひとりီな

っていることに気づく。

・自分のの文化とٳの文化の共通ໜや相ᢌໜにݣし、Э向きに理解していこうと

いう意識を᭗め、行動することが大切である。
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ワークシート 

（  ）年（  ）組（  ）ဪ ӸЭ᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙᳙ 

ŹٳƔらの᠃校生0さんがȔǢǹをしてႇ校してきました。どのような関
ƔƔ

わり方ができる

Ɣ考えてみましǐう。 

Ĭあなたは、ȔǢǹをしてႇ校してたことに気がつきました。あなたはどうしますƔ。 

ĭそう考えたのは、どうしてですƔ。 

Įέ生のおᛅをᎥいて、あなたが0さんのためにできることは 

˴でしǐうƔ。 

ŹƾりƔえり 

 ʻଐの学習をとおして、気づいたことや感じたこと、学んƩことについてきましǐう。 

ちがいをみとめ、みんなで生活しよう 

ȔǢǹに気づいたあなたは、どうしますƔᲹ 
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参考資料 

Ź ૼ年度

ଐ本では、ૼ年度が４月Ɣらڼまります。では、次のはૼ年度は˴月ƔらڼまるでしǐうƔ。 

 ሉえ 

ǪーǹトȩȪǢ ă Ძ月   ᪡ ă ３月  ǿǤ ă Ჯ月  ǢȡȪǫ ă Ჳ月 

Ź 学ƿ教科

ଐ本のݱ学校でѠࢍするʋʋはᲳgᲳまでが一ᑍ的ですが、ǤǮȪǹの学校ではいくつまででしǐうƔ。 

ĬᲱgᲱ ĭᲳgᲳ Į�0g�0 į�2g�2  ሉえ į�2g�2 

では、ǤȳȉではどうでしǐうƔ。 

ĬᲳgᲳ ĭ�2��2 Į����� į��g��  ሉえ į��g�� 

ɭမ中で、様々なಅが行われています。次のうち、本࢘にあるಅはどれでしǐうƔ。 

Ĭт  ĭ環境  Įᛅ  įଐ本ᛖ     

ሉえ すべて正解  ă Ĭт（ǢȡȪǫ） ĭ環境（ǹǤǹ）  

Įᛅ（ȋȥーǸーȩȳȉ） įଐ本ᛖ（ǪーǹトȩȪǢ） 

Ź 間л

ǤȳȉȍシǢでは、学校はஔ˴にڼまるでしǐうƔᲹ 

ሉえ ஔ �   ă 生徒のٶくはஔ４ 30 分のおᅌりƔら � ଐがڼまります。 

Ź ዅ

ɭမには、ஔやおやつがዅになっているがある。ŹƔgƔ。 

ሉえ Ź ă Țȫーでは、学校がஔ � ƔらҜࢸ � までで、ஔのዅがЈる学校があります。 

        ȖȫǬȪǢでは、ዅがないˊわりに、ҜЭ �0 におやつがЈる学校があります。 

Ź ˞ଐ

 ଐ本の学校は、土୴ଐとଐ୴ଐが˞みのଐとなっています。では、次のの˞みは˴୴ଐでしǐうƔ。 

 Ǥȩȳ  ሉえ ங୴ଐと୴ଐ    ȐーȬーȳ  ሉえ ୴ଐと土୴ଐ 

Ź 義Ѧ教育の間

 ଐ本ではݱ学校はᲰ年間ですが、次ののݱ学校は˴年間でしǐう。 

 ȭシǢ  ሉえ ４年間    ǱȋǢ  ሉえ Ჲ年間    șトȊȠ  ሉえ Ჯ年間 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ ᲶクǤǺ̊Ჸ 

 「の学校生活のクǤǺをしながら、ଐ本の学校とのᢌいに気づくٳ」
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あるଐ、クȩǹに᠃校生がஹることになりました。その᠃校生はڡの܇で、ٳƔらや

ってきます。 

「どんな܇がくるのƩǖうᲹ」「どんなᚕᓶをᛅすのƔなᲹ」「ːよくなるにはどうす

ればいいのƔなᲹ」クȩǹのみんながわくわくした気持ちになっていました。 

ஔの会に、ਃ˓のέ生といっしǐに、ǨǸȗトƔらの᠃校生「0さん」がやってきまし

た。ਃ˓のέ生Ɣら、クȩǹのみんなに「0さんはまƩ学校のことがわƔらƣいǖいǖと

大٭ƩǖうƔら、みんなで教えてあƛたり、助けてあƛたりしていきましǐう。」とᛅが

ありました。 

そのࢸ、あることに気づきました。なんと、0さんのにはȔǢǹがついているではあ

りませんƔ。学校でȔǢǹをつけているのは0さんƩけです。 

ȔǢǹに気づいたあなたはどうしますƔ。 

教上の理由でȔǢǹをしている場合があります。̊えばǨܪの文化やでは、そのٳ

Ǹȗトでは、ᮂᨊけの意ԛでហちǌんにȔǢǹをするということが一ᑍ的に行われている

そうです。 

ǨǸȗトでは、生ࢸ�ଐ目にàǹȖーàとԠばれるᛓ生ᅔいを行い、ӸづけとともにȔ

Ǣǹのᆭあけをします。これは、ܼଈやᚃীでႮ大にᅔうΒࡸとなります。Βࡸの一環と

して៲につけたȔǢǹは、とても大切なものとして認識されています。 

ǨǸȗトˌٳのでは、Ǥȳȉがܪ教的な文化でʐ࠷児ƔらȔǢǹを៲につける習ॹが

あります。 

他にも、ȖȩǸȫやǹȚǤȳ、ȕǣȪȔȳなどٶくのにおいて܇どもの᪭ƔらȔǢǹ

を៲につける文化があります。 

ɭမには、生まれたにᚃƔらពってもらったȔǢǹをƣっと៲につけ、成ᧈしていく

というが存在するのです。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ Ჶ学校生活の̊示ĬᲸ

「Į̊示された学校生活の場面Ɣらٳにつながりのある児童・生徒にݣしどのように

関わることができるƔ考え、ワークシートにく。」 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ Ჶ学校生活の̊示ĭᲸ

「ı̊示された学校生活の場面のዓきをᎥく。」 
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�� ᆅ့Ơƀƀǀ人権ड༎

�ǞȔȋ�ƞƷのᆅ�学校bੱධࡿのዂআ�

みなさんは、このようなᚕᓶで܇どもをද意したことはありませんƔ。「上ޗきを៊むこと」「ಅ中

にއりをすること」「部活動にஹないこと」などについて、「（܇どもが）फい」「なんで࢘たりЭの

ことができないのƔ」とൿめつけてはいないでしǐうƔ。 

もしƔしたら、܇どもたちは、わたしたちが気づいていない࣬いをৼえているƔもしれません。 

  

  

このように、܇どもたちがৼえる࣬いのᏑには、「܇どものᝢ」があるのƔもしれないとेして

みます。「ᝢ」という自分ではどうしようもできない状況にある܇どもたちのपみ、࣬いを知り、学校、

教職員としてできることを考え、支えていƔなければなりません。 

 そのためには、ܼࡊの状況、その中で܇どもたちがどのようにらしているのƔ、その現実を正しく理

解しようとするとこǖƔらڼめましǐう。 

Ғ ᆅにƙŹƛཐǀƈƝ 
2020年（令和Წ年�月）にπᘙされたൟ生活基ᄽᛦ௹（ҽ生і省）によると、20��年の܇ど

ものᝢྙ（èᲫ）は�3�ᲯᲟ、およそᲱ人にᲫ人の܇どもが平ר的な生活水แのҞ分ˌ下でらして

いることになります。また、相ݣ的ᝢྙの���４Ჟ、܇どもがいる現ࢫɭ࠘のɭ࠘員でみると�2���

であり、さらにそのうちのおよそҞૠ�����がひとりᚃɭ࠘であることも大きなբ᫆となっています。

このことƔら、ଐ本のᝢբ᫆は深ЦであることがわƔります。 

神ډ߷Ⴤが行った܇どもに係る支ੲや相ᛩにઃわる方をݣᝋにした「܇どものᝢに関する意識ᛦ௹」

（20��年）によると、ᝢの状況にある܇どもがᩊをৼえていると感じていることは、「心៲の発

達に必要な生活習ॹやʙの੩̓がされていない」が ����Ჟでஇもٶく、次いで「学習についていけ

ない」が ����Ჟ、「自ࠁᏉ定感・自尊感ऴが˯い」が����Ჟと、およそ�лの方がׅሉしています。

 （Ძ）

このことƔら分Ɣるᝢࡊܼの状況として、̊えば、ᚃが深ٸまでˁʙをし、ܼに࠙れない、࠙って

Ɣらも၅れƔらすƙに˞むという生活の場合、Ǆとんど܇どもƩけでᢅƝさなくてはいけなくなり、基

本的な生活習ॹを៲につけられないばƔりƔ、ᚃとǳȟȥȋǱーシȧȳを取るೞ会がถってしまうこと

が考えられます。ǳȟȥȋǱーシȧȳは成ᧈᢅᆉにおいて重要な要እです。ᚃに相ᛩしても受け止めて

»զඑጨ֭֊֊֧ב၃ֿ֭֮Ւ֔֩׀׃փՓէ 

»զ೨ཨ੍֪ኂ֔֩׀׃֭֮֘փՓփׁׂ֣֗֩փ֊Փէ 

»զ֨օ֖֥ᆪঊ၌֪֩փ֭iቚ႘Ւֽ֪֗׀ౄइ֖֩֔փՓէ 

こんな経᬴ありませんƔᲹ

{զඑጨ֮൚֔֎֢֥֩い֊Ւጨ֩いՓ 

։ሀ֪֮֔גସև֩いՓ։ሀ֮֔ג။֎の֪ยࡴ֖֟Փէ 

{զᇭ੫֖֞いਂಏ֮֠ցՓኻ֮Ւ։ᆙ֔גが֢֥֎ֽ֦Ւ 

࿏֧֪֣֮֓בג֎֢֥։ᆭᎎׁ֪ႚ֥Ւ༙֢֥֖֥֟いの֪Փէ 

{զᆪঊ၌֪பׁの֩ப֞いՓ 

ׁ֦Ւמ؊؛՛ؕ׃ዿભがოև֩い֊Ւᎉׁ֦֩いׇՓէ 

፯և֯Ւ֒֩ג౩փבሎև֥փईႷตׁՔՔՔ 

 օः֧֦֪֖֮֟֒֠֞֞
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もらえなƔったり、相ᛩしたいことがあっても、ᚃを気ᢔって相ᛩできƣにいたりとܔ感を深めてい

くことも考えられます。 

そうしたܼࡊの中で生活している܇どもにݣして学校で教職員が、ϔ᪽に示したようなݣ応をしたと

したら、܇どもは「自分は人とᢌう」とƔ、「大人はどうせわƔってくれない」といった気持ちƔらԗ

 。へのɧ̮感をもつことにつながります

また、「ѠࢍがわƔらない」「教えてǄしい」と࣬ってもᛡƔに᫂ることができないので、ܿ᫆をす

る習ॹも៲につƔないなど学力˯下につながったり、「ٹをӬえたい」と࣬っても、進学ができƣ、ݩ

ஹのᢠ৸Ꮓがᨂ定されてしまったりといったͼ向があり、ܼࡊの状況によって教育ࠀが生まれてしま

っています。（「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣሊ推進計画」2020年） 

こういった状況は、その܇どもがᚃになってƔらもࢨ᪪し、ᝢはᡲᦋすると考えられています。

「ᝢのᡲᦋ」とは、˯ࢽɭ࠘の܇ども達がݩஹ˯ࢽ者になるӧᏡ性が᭗く、ᝢƔら৷けЈすこ

とができないことをさします（Წ）。これをૺち切るためには、܇どもやそのᚃのᝢにݣして、

「自ࠁᝧ˓Ʃ」とૺじるのではなく、ᛡもが社会状況の٭化によっては、ᝢにᨋるүᨖ性があると認

識することが大切です。また、自ࠁᝧ˓ᛯは「ೞ会の平等」があってИめて成り立つ理ᛯです。人は生

まれたƔら、生活環境、経ฎ的˷ᘽ、ʙ、教育、など様々な要እが平等ではありません。܇どもの

ᝢのᡲᦋをૺち切るには、「社会全体で解ൿしていく」という意識を持ちዓけることが重要とᚕえま

す。܇どもたちの現状Ɣら、இも៲ᡈな支ੲೞ関である学校、教職員ができることを考えましǐう。

（èᲬ） 

  

（è�）相ݣ的ᝢྙとは、生活状況が自分のޓする社会の大ٶૠよりも、相ݣ的にᝢしい状

態にある人のл合をさす。具体的には、ɭ࠘のࢽが、そのの等価ӧϼ分ࢽの中ځ値のҞ

分にたないл合になる。1'%&の基แによると、相ݣ的ᝢの等価ӧϼ分ࢽは、�2�ɢό

ˌ下（20��年ໜ）である。 

（èᲬ）「ᝢࡊܼƩƔらこうなるにちがいない」とൿめつけ、͞ᙸや定ᚇ念をもってしまう

ことは、さらに「ᝢのᡲᦋ」を助ᧈさせることにもつながることを意識してくƩさい。

�෨Ĩ��

�෨ĩ��
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ғ 学校のዂআƝƤວৼにႾ࠶ƌb౫࣍にƙƟƇǀƈƝ

   

{ָ֥֭֘ੱධ֦ࡿׁ֭֨ภঊგבႾ֖࠶Ւຎද֪ࣤ֘ 

 ・ଐƝǖƔら人権に関するǢȳȆȊを᭗くし、܇どものᙸせる٭化をᙸᢅƝさない 

 ・ऴإ共ஊ方法の確認（職員会ᜭ、学年会ᜭ、+%6 の活ဇ等） 

 ・必要に応じて関係教職員等でǱーǹ会ᜭを行い、支ੲのための方針を立てる 

   

                    

チーム学校（ケース会議）

{ॺ׃ൃ࣍ൕॺઞ့֪֣փ֥֭ගሇ࿓ู֧ઇ֩ฤ֊ 

 ・生活Ꮡを៊まえ、受けられる支ੲについては必ƣऴإ੩̓する 

 ・支ੲを受けることは܇どもの学ƿ権利をܣるためのǻーȕȆǣȍȃトであることをˡえる 

⇒生活ᇀ者自立支ੲ制度ȝーǿȫǵǤト

⽣活困窮者⾃⽴⽀援法に基づき、市や県（町村所管）に専⾨の相談窓⼝を設け、⽣活に関わる様々
な困りごとの相談に応じています。（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらいޅ 福ᅍ部生活ੲ護ᛢ）

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�T�Y�EPV�H�30��0�KPFGZ2�JVON） 

          「生活ᇀ者自立支ੲ制度ȝーǿȫǵǤト」ʚ次Ψǳーȉą 

{֧֭ගሇዛՒᎌૢ 

 児童養護設とのᡲઃ、ޅထ福ᅍ部ࠊǻȳǿー（児童相ᛩ）やࡊどもܼ܇・ 

 とのᡲઃ؏ע・ 

（ൟ生ۀ員とᡲઃする、܇どもؘ等އ場づくりの取組を৭੮し、つながっておく 等）

ą܇どもݦဇ 人権・܇どもțȃトȩǤȳについてのƝక内（܇どもܼࡊǻȳǿー等） 

 。どもƔらの人権に関わるようなपみの相ᛩを受けます܇

（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらい܇ ޅどもみらい部܇どもܼࡊᛢ） 

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�JG��TKIJVU�QH�EJKNFTGP�JQVNKPG�EJKNFTGP�JVON）

 ʚ次Ψǳーȉą「どもțȃトȩǤȳ܇・ဇ 人権ݦども܇」

ą܇どものއ場ȝーǿȫǵǤト ƔながわǹȞǤȫȆーȖȫ

 。をまとめたȝーǿȫǵǤトですإや支ੲऴ（どもؘ܇）場އどもの܇ 

（神ډ߷Ⴤ福ᅍ܇どもみらい܇ ޅどもみらい部次ɭˊ育成ᛢ） 

（74.ᲴJVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEU�U[��EPV�H�3��2��R�22�0�3�JVON） 

 ʚ次Ψǳーȉą「場ȝーǿȫǵǤト ƔながわǹȞǤȫȆーȖȫއどもの܇」

ЈχᲴ大᧵ࡅ教育ǻȳǿー人権教育ᄂᆮܴ 人権教育ȪーȕȬȃト「܇どものᝢĬ」ોᚖ༿ 2022 年 

気づき 情報共有・対応の検討 対応

ਃ˓ 

養護教 

部活動բ 

教科ਃ࢘者 

ʙѦ職員 

  養職員 等

ሥ理職 

学年教職員等 559 

人権教育ਃ࢘者 

進ែ指導・ڜ学ਃ࢘者 

5% 

児童・生徒指導ਃ࢘者 

 どもへの支ੲ܇

 へのきƔけࡊܼ

教育ۀ員会とのᡲઃ 

 部ೞ関等とのᡲઃٳ
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ᝢࡊܼの܇どもたちが、自分のݩஹにࠎ望をもてる社会を実現し、一人ひとりの܇ども自៲が幸せ

を実感できるようにすることが求められています。 

神ډ߷Ⴤでは、幸せを体現するものを「ᇰい」ととらえ、「܇どもたちのᇰいあƾれるƔながわ」を

めざし、一人ひとりの܇どもにბ目し、܇どものȩǤȕǹȆーǸにもᙻໜをあてて、取組みを進めてい

ます。

「ᝢのᡲᦋ」をૺち切るためには、ȩǤȕǹȆーǸにおいて、学校がௐたすࢫлは重要です。学校

に܇どもたちの「ᇰい」があƾれるように、「（܇どもたちの生活Ꮡを）ଔに৭੮し、支ੲにつな

ƛること」を第一に考え、ЭのȚーǸを参考にして、学校としての支ੲ体制をನሰしましǐう。 

Ҕ ࡊƜƂǀ人Ɓ�ᆅのᎌ௳�ǇཉƖโǀ 

 ᝢƔら「᪴ࢌってもどうせうまくいƔない」とݩஹにࠎ望をもてなƔったり、ԗのӐƩちとൔ᠋し

て自分たちの生活やܼଈをԁ定的にਵえて、人間関係をሰけなƔったりする܇どもがいます。これをど

のようにોծし、望ましい人間関係をつくっていくƔを考えると、人とのƔƔわりを学ƿ場として、学

校のௐたすࢫлは大きいといえます。

人間関係をሰく基盤にあるのは̮᫂関係です。そしてそれは教職員と܇ども、܇どもӷٟのƔƔわりを

通してሰƔれていくものです。どのような場合であっても、「έ生は、自分のことを理解しようとして

くれる」「受けλれようとしてくれる」「一ደに考えようとしてくれている」というܤ心感が、܇ども

の大きな支えになります。教職員が、一人ひとりの܇どもはがƔけがえのない存在であるという認識を

もち、よさを認めながら܇どもとƔƔわっていくことが大切です。 

これらのことは、ᝢにᒊしんでいる܇どもたちにᨂらƣ、全ての܇どもたちにあてはまることです。

まƣは教職員がȢȇȫになり、܇どもの理解を深めると共に、܇どもたちにภƔいᚕᓶをƔけていくこ

とで、܇どもたちは、܇どもӷٟのƔƔわり方を学び、ݲしƣつ人間関係をሰく力を育んでいくのでは

ないでしǐうƔ。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「20��年ൟ生活基ᄽᛦ௹」 ҽ生і省（20��年） 

 Ⴤ（20��年）߷ډ神 「௹に関する意識ᛦどものᝢ܇」

「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣሊ推進計画202Ც�202�」 神ډ߷Ⴤ（2020年） 

人権教育ȪーȕȬȃト「܇どものᝢĬ」ોᚖ༿ 大᧵ࡅ教育ǻȳǿー人権教育ᄂᆮܴ（2022年） 

「学級・țーȠȫーȠਃ˓のための教育相ᛩ第��集 人間関係をሰく力を育てるために」 

ஙჄዮ合教育ǻȳǿー（200�年）

 ഽにशଂపǇணŽǀࡴ
ƞƷのਂಏƖǇƆƶǀ 

ᎭƌƹƎŹᇋਂࡗづくり 

あなたはƔけがえのない存
在である、あなたのᛅを「Ꭾ
いている」というȡȃǻーǸ
をᚕᓶや態度にこめてᡉして
いくと、܇どもはܤ心してᛅ
せるようになる。 

どものᛅを一方的に「܇
Й」したり「ᚸ価」したり、
さらには「ࣙԓ」したりせ
ƣ、܇どもの気持ちを受け止
め、また、それにݣする自分
の気持ちをእ直に܇どもにˡ
える。 

どもが˴をしたらよいの܇

Ɣ解ൿのነӝがつƔめƣっ

ているに、܇どもをᝧめた

りするのではなく、相に݃

りชい、具体的なឋբをしな

がら一ደに解ൿሊを考える。 

ଵఓ֊൙֪֥֢֞Ւָׁ֥֭֘֨֞֠ኄ׃৵ሰבಏ֥ೂवב  

ಲଵ֖Ւׁ֭֨֞֠ർփցִ֊ֽ֖֩֘֕׀ב 

「神ډ߷Ⴤ܇どものᝢݣሊ推進計画」（2020 年） 
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ᄠకᅇ॔ೄ့の人権

ŷƟたにƤbƟにƁƜƂǀƀƟ

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ཛፕのᘮܹ者はどのようなことにっていて、どのような気持ちでいるのƔについて考えることをと

おして、自分のᚕ動をみつめ、自分にできることを考える。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź資料（ਫ਼示ဇ資料としてਘ大する） 

ī श๊ 

このワークでは、「ཛፕのᘮܹにᢙう」とはどういうことなのƔ、そして、ཛፕᘮܹ者にݣしてどの

ような態度でしたり、ᚕᓶをƔけたりすればよいのƔを考えます。 

ӷじᚕᓶであっても、相や状況によって受け止め方がᢌうこと、ཛፕのᘮܹとはそのことがឪきた

Ʃけでኳわるわけではないことに気づくようにするとともに、「自分にはどんなことができるƔ」と

いうことを考えられるように展開し、自分のᚕ動をᙸつめ直すことや、まわりの人の人権を大切にする

こととつなƛられるようにします。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჲ分） 

「そうᚕってくれて、Ψ気がЈた

よᲛ」 

ĬӐƩちや保護者ƔらƔけられたᚕᓶ

でΨ気がЈたことをेឪする。 

ĭǰȫーȗでဪにᛅす。 

Į全体に発ᘙし、共ஊする。 

・加ܹ者もԃめて生徒やܼଈに࢘

ʙ者がいるӧᏡ性があることを

ƾまえて、十分にᣐॾをしたう

えでಅを展開する。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗで行う。 

・Јてきたᚕᓶについては、᱅ெ

にெして、സしておく。 

�� 

・ᚕᓶは相をѕましたり、շばせたりすることができる。
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展開 

3Ჯ分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3Ჯ分） 

ĬƂʙ̊（ЭҞ）ƃをᛠみ、#さんや

さんのܼଈ、さんの気持ちについ

て 考 え 、 ワ ー ク シ ー ト （ Ძ ） ᳸

（３）にく。 

ĭ全体で共ஊする。 

  

ĮƂʙ̊（ࢸҞ）ƃをᛠみ、このέ、#

さんにどのようなբ᫆がឪこるのƔ

考え、資料Ძを参考にワークシート

（４）をく。 

į「Ӑ人なら、#さんにݣして、˴がで

きると࣬いますƔ。」「クȩǹȡー

トなら、#さんにݣして、˴ができる

と࣬いますƔ。」について考え、

（Ჯ）、（Ჰ）にく。 

İǰȫーȗでᛅし合い、考えを共ஊす

る。 

ı全体で共ஊする。 

Ĳ資料３の᳸ᘮܹ࢘ʙ者のᚕᓶƔら᳸

のᛟ明をᎥき、どのようなᚕᓶや行

動が望ましいのƔ考える。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・Јた意ᙸをԁ定せƣ、受け止め

るよう促す。 

・資料Ძ᳸３をᣐ˄する。 

・Ƃʙ̊（ࢸҞ）ƃと資料Ძを参

考にʚ次ᘮܹ（è）についてᛟ

明し、考えるためのƩてとす

る。 

・クȩǹの中には、#さんとあま

りᚃしくない生徒がいることも

े定して、その場合は、どんな

ことができるƔを考えるよう促

す。

・資料３をᛟ明する。 

・ワークシート 

・資料Ძ 

è資料上の「ʚ

次的ᘮܹ」と

ӷ意 

・資料３ 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 

・ಅをとおして感じたことをく。 

・ѕますᚕᓶであっても、相の

立場に立って考えることの大切

さについて考えさせる。 

・必要に応じて、相ᛩᆸӝなどの

ೞ関をኰʼする。 

・資料Წ 

Ჶ参考資料などᲸ 

 「人権学習ワークシート集ô Ყ人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第��集）Ü」 

 神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和４年３月） 

 「ʚ次的ᘮܹについて」 大分Ⴤ Ⴤൟ生活・ဏڡ共ӷ参画ᛢ 

「ƀཛፕᘮܹƁについてともに考えるためのࡽき」ޛޢჄჄൟ生活部くらしܤ全ܤ心ᛢ（令和Წ年 2 月） 

・相の気持ちに݃りชい、支ੲやᣐॾをするۋѬが大切である。

・ཛፕᘮܹ者にݣしてƩけではなく、୍段の生活でも、自分の˴気ないᚕ動がまわりの

人をͻつけていることはないのƔ、考えることも大切である。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

�ಈ፯�ᄖ��

  

（Ძ）さんは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

（Წ）さんのܼଈは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

（３）さんは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

あなたには、なにができるƔな 

中学３年生のさんは、中学校のȆȋǹ部にޓし、ӷ級生のさんとȀȖȫǹを組んでい

ました。さんのܼଈもとても༏心で、ǵȝートやᚾ合の応ੲをଐ᪭Ɣら行っていました。

Წᡵ間ࢸには中学校இࢸの大会がえていて、さん自៲はもちǖんのこと、ܼଈもとても

ಏしみにしていました。 

 あるଐの部活動Ɣらの࠙りᢊ、さんはʩ通ʙにあってしまいました。さんとᚑし

たのᢃ᠃はᣒᢃ᠃をしていて、ȏȳȉȫદ作をᛚってഩᢊにはみЈしてしまったので

した。さんは、全ᲬƔ月のᏹのけがをってしまいました。そして、ಏしみにしていた

Ȇȋǹの大会には、さんとともにЈ場できなくなってしまったのです。 
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�ಈ፯�ଢ଼ᄖ��

（４）さんが、下ዴ部のようになったのは、なƥƩと࣬いますƔ。 

（Ჯ）あなたがさんのӐ人であれば、さんにݣして、˴ができると࣬いますƔ。 

（Ჰ）あなたがさんのクȩǹȡートであれば、さんにݣして、˴ができると࣬いますƔ。 

（Ჱ）ʻׅの学習を通して、学んƩことや考えたことをきましǐう。 

さんは、ʙにあった直ࢸはᓳちᡂみましたが、受᬴Ѡࢍを᪴ࢌǖうと気持ちを切りஆえ

ました。そして、さんとӷじ᭗校に進んでȆȋǹをዓけたいと࣬えるようになりました。 

そうしたჵέ、あるȞǹǳȟが、ᣒᢃ᠃によるɧ幸なʙとして、ኡ面で取り上ƛまし

た。それˌஹ、ʙについてのᐻԛ本ˮのପが、Ǥȳǿーȍȃトやを通じてਘ

し、またたく間に࠼がりました。さんは、ƩんƩんと学校を˞みがちになり、さんとも

気まƣくなってしまい、目標をᙸڂってしまいました。 
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資料Ძ 

資料Წ 

ʚ次的ᘮܹについて

ʚ次的ᘮܹとは、ཛፕ等による直的なᘮܹを受けたࢸに、ԗの理解や心ないᚕ動、Ǥȳǿ

ーȍȃトを通じて行われるᛣᜏ中ͻ、إᢊೞ関によるᢅйな取等により、ཛፕᘮܹ者が受ける精

神的なᒊၘ、៲体のɧᛦ、ᅶ生活の平ᆤの̛ܹ、経ฎ的なڂ等のᘮܹをいいます。 

具体的にはä 

Ӑ人・知人のᚕ動、ᡈᨩのうわさや中ͻ

Ź「᪴ࢌれ」、「ଔくࣔれなさい」等という、 

心ऴにᣐॾしないᚕᓶੑけや態度 

ŹԻれみのᙻዴや、ᢒࠇきにする態度 

Źいわれなき͞ᙸ・中ͻやᐻԛ本ˮのᛅしƔけ 

ŹǤȳǿーȍȃト等によるᝧ˓なうわさの්ࠋ 

ᣐॾにഎける職場環境・͞ᙸによる解ᨽ等

Źᘮܹ者心ऴへの理解ɧ足やˁʙ上でのᣐॾɧ足 

Ź受ᚮやᘶЙͯᎮ等で˞むことができない 

Ź͞ᙸによる解ᨽ等 

ȡȇǣǢのᢅйな取等

Ź心ऴを考ॾしないࡽࢍな取 

Źʙ実とီなる内容があるإᢊ 

ŹȗȩǤȐシーを̛ܹする内容等があるإᢊ 

ᅶたちもʚ次的ᘮܹの 

ƀ加ܹ者Ɓにä 

「いつまでආんでるの」「ってࢌ᪴」

「ɭの中にはもっとつらい人もいるよ」

といったᚕᓶは、ѕましているつもりで

もᡞにਃになることもあります。 

またൟʙᘶЙでᚫえることについて

も、「おが目的なのᲹ」と͞ᙸを持つ

人もいるので、ʙˑ・ʙについて、い

ǖいǖᎥくことも、ᘮܹ者等をͻつけて

しまうӧᏡ性があります。ͻつけるつも

りはくても、ᅶたちもƀ加ܹ者Ɓにな

りࢽるのです。 

 ࡞ ࡀ ࢃ ≢ ⨥ ⿕ ᐖ ⪅ 
 ࣥࣙࢩーࢸスࢺー࣏ࢧ

������������ 
᭶㹼ᅵ᭙᪥ ����㹼����� 

（⚃ఇ᪥ࠊᖺᮎᖺጞࢃࡀ࡞ࠊ┴Ẹࢱࣥࢭーのఇ㤋᪥ࢆ㝖ࡃ）

ͤ㟁ヰᩱ㔠ࠋࡍࡲࡾࡣ

㟁ヰ┦ㄯ（↓ᩱ）

参考Ჴ「ʚ次的ᘮܹについて」 大分Ⴤ Ⴤൟ生活・ဏڡ共ӷ参画ᛢ作成 
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資料３ 

᳸ᘮܹ࢘ʙ者のᚕᓶƔら᳸ 

Źᘮܹ直ࢸのฆʏしたに、ᡈの人がそっと水やኋをࠀしλれてくれました。ᆰᐃ感

すらࣔれていたƩけに、ありがたƔった。 

Źܔな間に、˴をᛖるでもなく、さりƛなく一ደにᢅƝしてくれたり、自分の感ऴや࣬

いをしつけるのではなく、ᅶたちの࣬いやᛅをԁ定せƣጮりᡉしᎥいてくれたことがあ

りがたƔった。 

Ź٣ƔけのȞȋȥǢȫはないと࣬います。自分がӷじ立場になったときはどうƔとे力を

はたらƔせ、ӷऴやԻれみではなく、一人の「ひと」として尊重してくれているƔどうƔ

Ʃと࣬います。ᘮܹにᢙうまでは、自分の足で立っていたし、これƔらもそうしたいで

す。たƩ、そのための支えは必要なのです。 

Ź一人では気が重たいとき、ࢫࠊやᘶЙに˄きชって一ደに行ってくれたことはありが

たƔった。 

Ź࣬いᡂみでѕましたり、しつけたりするのではなく、「一人でৼえこまないで」、「˴

が必要ですƔ」、「˴ƔˡえることはありますƔ」、とᅶたちのȚーǹを大切にしてく

れ、意࣬確認をしてくれたことはありがたƔった。 

Źᜩݑや教育ۀ員会に˄きชってくれて、ᚕᓶにできない࣬いをきちんとˊࡰしてくれたこ

とに感ᜓします。 

Źʧくなった܇どものӐƩちが、ときどきஹてくれます。˴もᛖるでもないけれど、ƣっと

ࣔれないでいてくれることが、とても支えになっています。 

 より「きࡽƀཛፕᘮܹƁについてともに考えるための」心ᛢ作成ܤ全ܤჄჄൟ生活部くらしޛޢ」
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ሾྋဴઅƠƽƘƛཙƊǁƔᅇ॔ೄ့の人権

ཙᅇ॔ೄ့の人権ǇணŽǀ

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

ਇᐲᘮܹは重大な人権̛ܹであることを知り、ᘮܹܼଈの心ऴに݃りชって、化させƣ、解ൿのた

め、ʻ、自分にできることを考える。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 ŹǤȳǿーȍȃトが̅ဇできるೞ֥（一人一Ө） 

ī श๊ 

҅ஔᮗޅ࢘によってਇᐲされたᘮܹ者の人権は、すでに各ݱ・中学校にᣐ˄ฎのǢȋȡ「めƙみ」Ჾ

᳐Ჾ等を̅ဇして、実際にਇᐲされたᘮܹ者とそのܼଈの心ऴを共感しながら考える場がٶく設定され

てきました。 

本ワークでは、ਇᐲբ᫆գ発ପ作Լ「᳸ȡȃǻーǸܼ᳸ଈたちの࣬い」፦ඍ܇さんのஒᛠ（ኖ

�0分）をᙻᎮして、自らの考えを他者とˡえ合う活動を設定しています。 

本ワークとはКに、ਇᐲբ᫆について際社会でどのように受け止められているƔ考えるପ資料が

まとめられたțーȠȚーǸをဇいて、（資料Ძ）Ძଐ本ࡅ Წ各ࡅ（ǢȡȪǫ、ǪーǹトȩȪǢ、

Ȩーȭȃȑ）３ଐ本人ᘮܹ者ܼࣂଈ ４ෙٳᘮܹ者ܼࣂଈ 等の立場でਇᐲᘮܹを際社会でどのよう

に受け止めているƔ考える活動もे定できます。動画をᙻᎮして考えたことをˡえ合い、ᛅし合う場を

設定する展開も考えられます。児童・生徒がᙻᎮできる動画は�0ᆔˌ上（各Ჯ分ᆉ度）あるため、４

᳸�人ᆉ度のǰȫーȗで生徒が分ਃしてК々の動画をᙻᎮし、内容と自らの考えをˡえ合い、ਇᐲᘮܹ

が重大な人権̛ܹであることをϐ認識し、さらには化させないことが大切であると気づƔせるಅȗ

ȩȳも考えられます。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჯ分 

Ŧ学習の確認（３分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Წ分） 

Ĭʻಏしみにしていることやݩஹのٹに

ついて考える。 

ĭĬのことが、ᆳ然「一生Ӭわない」と

知ったらどう࣬うƔワークシートに

く。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・ᧈい間をƔけたり、記λさせ

ることに力ໜをፗく必要はな

い。 

・ワークシート 

展開 

3�分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3�分） 

Ĭਇᐲբ᫆についてᛟ明をᎮく。 ・ਇᐲբ᫆についてቇҥにᛟ明す

る。「Ɣつてଐ本でӷ年ˊの中

学生が自らの意࣬ではなく、ᆳ

然ܼଈƔらࡽきᩉされ、現在も

解ൿしていない。」など。 

�� 
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ĭբ᫆が解ൿせƣ、ʻもなお࠙できて

いないܼଈがどのような࣬いでいるƔ

考えてく。 

Įਇᐲբ᫆գ発ପ作Լ「᳸ȡȃǻーǸ

ܼ᳸ଈたちの࣬い」፦ඍ܇さんの

ஒᛠƂኖ�0分ƃをᙻᎮする。 

įஒᛠのᙻᎮࢸ、ોめてᘮܹにあったܼ

ଈへの࣬いをく。 

İ̾人で考えたことを、�人ᆉ度のǰȫ

ーȗでˡえ合う。ᛅし合いでЈた意ᙸ

や感ेをいて整理する。 

・ܼଈに݃りชって考えた࣬いを

くよう促す。 

・್ဋଔኔ൶さんのኡのஒᛠ動

画をじっくりとᙻᎮするよう促

す。 

・生徒が自៲の考えの٭容を自覚

できるよう、ஒᛠのどのᚕᓶ

で、その࣬いをもつにいたった

のƔをਰりᡉるように促す。 

・ᛅし合ったƔらこそ、他者の考

えをどのように自らの考えと関

ᡲづけるのƔ、ɠݗに指導す

る。 

・資料Წ 

まとめ 

�0 分 

Ŧまとめ（�0 分） 

・まとめをᎥく。 

・この学習を通じて、自らができること

をいて考えをまとめる。 

・解ᛟでኰʼした資料Ძの動画等

の内容をᢘܯ取りλれる。

・ਇᐲᘮܹは重大な人権̛ܹであ

ることをϐ認識させ、さらには

化させないために˴ができる

のƔについてˡえる。 

・解ൿのためとᚕわれても考えに

くいことがे定されるので、

「化させないためにできるこ

と」などᢘܯǢȉȐǤǹをす

る。 

Ჶ参考資料などᲸ 

҅ஔᮗによるଐ本人ਇᐲբ᫆ ࡅ ਇᐲբ᫆ݣሊ本部țーȠȚーǸ 

JVVRU���YYY�TCEJK�IQ�LR�KPFGZ�JVON 

̅ဇする動画（ࡅ ਇᐲբ᫆ݣሊ本部țーȠȚーǸ） 

資料Ძ 

 動画（各�分ᆉ度）（ଐ本ᛖ༿）「際社会の٣ਇᐲբ᫆解ൿを求める」際発̮ȓȇǪȡȃǻーǸ

JVVRU���YYY�TCEJK�IQ�LR�LR�OGUUCIG�XKFGQOGUUCIGAKPVGT�JVON 

資料Წ 

ਇᐲբ᫆գ発ପ作Լ「᳸ȡȃǻーǸܼ᳸ଈたちの࣬い」 ፦ඍ܇さんのஒᛠ 

JVVRU���YYY�TCEJK�IQ�LR�LR�OGUUCIG�OGUUCIGA��JVON 

・ਇᐲᘮܹは重大な人権̛ܹであるとϐ認識し、さらには化させないことを中心と

してまとめをする。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

Ძ ʻ、ಏしみにしていることやݩஹのٹが、ᆳ然「一生Ӭ
Ɣな

わない」と知ったらどのような࣬いをもつ

と࣬いますƔ。 

Წ 現在でも࠙できƣにいるਇᐲ
ら ち

ᘮܹ者のܼଈは、どのような࣬いでいるƔいてみましǐう。 

３ ਇᐲ
ら ち

ᘮܹについてのஒᛠ
ǖうどく

をᙻᎮしたࢸ、ોめてਇᐲ
ら ち

ᘮܹ者のܼଈの࣬いについていてみましǐう。 

４ ３について、ǰȫーȗのᛅし合いでЈた意ᙸや感ेをいてみましǐう。 

Ჯ ʻଐの学習をኳえて、このਇᐲ
ら ち

բ᫆の解ൿについて、あなたにできることをいてみましǐう。 

ਇᐲ
ら ち

ᘮܹ者等の人権を考える 
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ตȉǏǹȕǱǎの人権�ตのዻต�

ಛᇀƁƂƟƷの

Ĩ 学ඉ 

 学校�年生᳸3年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  自分のڤみをእ直に感じ、性Кにとらわれƣ自分の̾性を大切にしようとする態度の育成につなƛる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź人ཋのǤȩǹト（᱅ெਫ਼示ဇ。ワークシート内のǤȩǹトをਘ大したもの） 

Źᑥᤲᇿ（ワークシートで̅ဇ） 

ī श๊ 

様々な人権ᛢ᫆の中で、性的ȞǤȎȪȆǣについてもᡈ年取り上ƛられるようになってきました。令

和Წ年（2020年）に実されたൟ間のᛦ௹では、性的ȞǤȎȪȆǣのЈ現ྙは���Ჟとのإԓもあり、

このл合を学校にፗき੭えると、クȩǹに３᳸４人は性的ȞǤȎȪȆǣの児童・生徒が在ቔすることに

なります。まƣは「この教ܴにもƀ性Ɓについてपんでいる܇がいるƔもしれない」というᙻໜをもち、

「性」についての正しい理解と、ᢌいを認め、ᢌいがあって࢘たりЭであるという基盤づくりが大切で

す。 

  ˯学年ではཎに、一人ひとりはᢌってもよい、ᢌっていて࢘たりЭであるということをЭ੩に、性К

にとらわれƣ自分や他者のڤみが「̾性」として大切なものであることに気づけるようにしましǐう。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（３分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

「どんなᑥがڤきᲹ」 

Ĭࠞ܇のǤȩǹトに自分のڤきなᑥを

 。るر

ĭクȩǹでᢌうᑥのӐ達をす。 

ĮどうしてそのᑥをᢠんƩのƔ、理由

をኰʼし合う。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・「ᢌうᑥの人を３人して、理

由をᎥいてみよう」など、人ૠ

を指定するとʩ්しやすい。 

・ワークシート 

  

�� 

・活動をとおして人はそれぞれڤみがᢌうことを知り、それぞれのڤみにはその人の

࣬いがあることを実感する。
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展開 

30分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ

「ဏの人ƔなᲹڡの人ƔなᲹ」

Ĭ性КのЙૺがୱଭなǤȩǹトをᙸ

て、ဏの人Ɣ、ڡの人Ɣを考える。 

ĭǰȫーȗでᛅし合う。 

（ʖेされる児童のӒ応） 

「ྶをしているƔら、ဏの人」 

「料理をしているƔら、ڡの人」 

「᭟のൗがᧈいƔら、ڡの人」 

Į全体で共ஊする。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ

「自分がڤきなものやڤきなことをኰ

ʼしてみよう。」

į自分のڤきなものやڤきなことをӐ

Ʃちに「ဏらしくない」「ڡらしく

ない」とᇰわれたらどんな気持ちに

なるƔ考える。 

İᡈくの人と自分のڤきなものをˡえ

合う。「ᅶはۑۑがڤきです。なƥ

なら・・・」 

・ਫ਼示ဇのǤȩǹトを᱅ெにᝳ

る。Ǥȩǹトをᙸた段階で児童

ƔらࠀК的な発ᚕがЈることも

ʖेされる。その場合には、そ

こでද意をするのではなく、

「どうしてそう࣬ったの」な

ど、բいᡉしを行い、ĭĮの場

面でϐ度取り上ƛて児童に考え

るよう促す。 

・ǰȫーȗでЈた意ᙸをெし、

性Кにとらわれた意ᙸがあれば

բいᡉしをする。 

（̊） 

「ဏの人が料理をするのがڤき

ƩとおƔしいƔなᲹ」 

きڤの人がྶをするのがڡ」

ƩとおƔしいƔなᲹ」 

・ȚǢでᛅし合わせもよい。 

・ӷに、どのようなことをᚕわ

れたら۹しいƔも考えるよう促

す。 

・įで考えたことを生Ɣすように

٣をƔける。 

まとめ 

�分 

Ŧまとめ（Ჯ分） 

・ಅをとおして、わƔったこと、感

じたことをワークシートにく。 

・Ძ年生は学習状況によって、全

体でʩ්するƩけでもよい。 

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ

「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年Წ月） 

みを大切にするとともにڤみは性Кによってൿまっているものではない。自分のڤ・

他の人のڤみも大切にしてǄしい。

・ǰȫーȗで意ᙸが分ƔれたǤȩǹトを取り上ƛ、ڤきなものやڤきなことは、

性Кに関係なく、その人自៲の大切な࣬いであることをˡえる。
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ワークシート 

（   ）ねん（   ）くみ（   ）ばん なまえ               

Ძ 下
し た

のǅうしをすきなᑥ
い ǖ

にƵってみよう。 

ǄƔの人
ひ と

は˴ᑥ
な に い ǖ

にƵったƔなᲹӷ
お な

じᑥ
い ǖ

にƵった人
ひ と

はいるƔなᲹ 

Წ つƗのǤȩǹトの人
ひ と

はဏ
おとこ

の人
ひ と

ƔなᲹڡ
おんな

の人
ひ と

ƔなᲹ 

  どうしてそう࣬
お も

ったのƔなᲹ まわりの人
ひ と

とᛅ
は な

してみよう。 

自分
じ ƿ ん

がすきなもの 
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わたしは             がすきです。 

なƥƔというと、 

３ 自分
じ ƿ ん

のڤ
す

きなものやڤ
す

きなことを、Ӑ
と も

Ʃちに「 ဏ
おとこ

らしくない」「 ڡ
おんな

らしくな

い」とᇰ
わ ら

われたらどんな気
き

もちになるƔ、
Ɣ

いてみよう。（ᛅ
は な

してみよう。） 

４ 自分
じ ƿ ん

がすきなものやすきなことを、まわりの人
ひ と

にしǐうƔいしよう。 

Ჯ ಅ
じǎƗǐう

をとおして、わƔったこと、感
Ɣ ん

じたことを
Ɣ

きましǐう。 
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ตȉǏǹȕǱǎの人権�ตのዻต�

�ƾƌƊ�っƛƟǈƕǂŻi

Ĩ 学ඉ 

学校ݱ   � 年生᳸� 年生 

ĩ ƢƾŹ 

  ǻクシȥǢȪȆǣについて考えることをとおして、性のٶ様性を知り、「自分らしさ」や「その人ら

しさ」を大切にしようとする態度を育てる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

Ź動画ᙻᎮဇ 2%（;QW6WDG をᙻᎮできるもの） 

Źワークシート 

ī श๊ 

様々な人権ᛢ᫆の中で、性的ȞǤȎȪȆǣについてもᡈ年取り上ƛられるようになってきました。令

和Წ年（2020年）に実されたൟ間のᛦ௹では、性的ȞǤȎȪȆǣのЈ現ྙは���Ჟとのإԓもあり、

このл合を学校にፗき੭えると、クȩǹに３᳸４人は性的ȞǤȎȪȆǣの児童・生徒が在ቔすることに

なります。まƣは「この教ܴにもƀ性Ɓについてपんでいる܇がいるƔもしれない」というᙻໜをもち、

「性」についての正しい理解と、ᢌいを認め、ᢌいがあって࢘たりЭであるという基盤づくりが大切で

す。 

࣬ବに向Ɣい、「性」についての関心がࢍくなるでもあります。「ဏƩƔら」「ڡƩƔら」と

いう概念で自分や他者をᙸるのではなく、「性」について正しく理解し、ᢌいを認め自分らしく生きる

ことの尊さを考えられるようにしていきます。

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（３分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

「どんなƔたちᲹ」 

Ĭ３人または４人ǰȫーȗを作る。 

ĭ「月」「ᑶ」「ȑȳ」のዋをワーク

シートにく。 

Įǰȫーȗでᙸせ合う。 

įǰȫーȗで感ेを発ᘙし合う。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・それぞれ、Ძ分ᆉ度でくよう

にˡえる。 

・自分と他の人のǤȡーǸがီな

ることが実感できるよう、合

があるまで人にᙸせないように

ˡえる。 

・ワークシート 

�� 

・ӷじものを੩示しても、人によって࣬いූƔべるǤȡーǸがီなり、正解は一つで

はないことを実感し、一人ひとりのちがいを認める大切さに気づく。
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展開 

30分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30分） 

「ƀらしさƁってなんƩǖうᲹ」 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ

「ƀဏらしいƁƀڡらしいƁってどう

いうۋƩǖうᲹ」

Ĭǰȫーȗで「ဏらしい（らしくな

い）」「ڡらしい（らしくない）」

というᚕᓶƔらǤȡーǸするۋをᛅ

し合う。 

ĭǰȫーȗでЈた意ᙸを全体で共ஊす

る。 

Į動画「いǖいǖな性ってなんƩǖ

う」を一部ᙻᎮする。ƂኖᲱ分ƃ 

į 動画をᙸて考えたことをワークシー

トにく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ

「自分らしさってなんƩǖうᲹ」

İ自分のことについて、̾人でワーク

シートにく。 

ı教員のᛅをᎥいたࢸ、他にも「自分

らしさ」があればワークシートに

く。 

Ĳ「自分らしさ」についてǰȫーȗで 

発ᘙする。 

・それぞれのǰȫーȗでのᛅし合

いで、人によってǤȡーǸする

にᢌいがあることに気づくよۋ

うにする。 

・どうしてそう感じるのƔ、բい

ᡉしながらெをする。 

・0�00᳸��0� のኖ � 分間をᙻᎮ

させる。 

・ワークシートの性についてƔ

れた部分も参考にするようにˡ

える。 

・自分のことについて記λしたこ

とが「自分らしさ」の � つであ

ることをˡえる。 

そのࢸ、さらに自分らしさにつ

いて考えさせる。 

・「その人らしさ」を認められる

ような٣Ɣけをする。 

・動画 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（Ჯ分） 

・ಅをとおして、わƔったこと、感

じたことをワークシートにく。 

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「Ƃݱ学校᭗学年༿ƃいǖいǖな性ってなんƩǖう」 認定 021 法人 4G$KV  

JVVRU���TGDKVNIDV�QTI�RTQLGEV�M[Q\CK�UJQWICMMQ 

「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年Წ月） 

「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和Წ年３月） 

・自分らしくあることが大切であり、他の人の「その人らしさ」を大切にしようとする

気持ちが大切であることに気づく。

・性は体Ʃけでは分けられƣ、人によって感じ方はီなり、ٶ様である。大切なのは

性Кによる「らしさ」ではなく、「自分らしさ」をᙸつけていくことに気づく。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

 Ძ どんなƔたちƔなᲹ 

Ƃ月ƃ Ƃᑶƃ Ƃȑȳƃ 

Წ 「性
せい

」とは˴Ɣについて考えてみよう。 

Ź「あなたの性
せい

はなんですƔᲹ」とᎥƔれると、「ဏ性
Ʃんせい

」Ɣ「ڡ性
じǐせい

」のどちらƔに分けて

考えてしまいがちですが、実は、明確
めいƔく

に「ဏ性
Ʃんせい

」と「ڡ性
じǐせい

」のᲬつに分けることができ

ないものです。 

Źその人自៲の「性
せい

のあり様
よう

」のことを「ǻクシȥǢȪȆǣ」といいます。 

ŹǻクシȥǢȪȆǣとは、人間一人ひとりの人
じんƔく

（その人らしさ）を形成
けいせい

する上でɧӧഎ
ƾ Ɣ け つ

な要እ
よ う そ

の集まりです。 

ŹǻクシȥǢȪȆǣはٶ様で、（è）ǰȩȇーシȧȳのように一人ひとりီ
こと

なるものです。 

èǰȩȇーシȧȳᲴᑥࢢ
しきさい

やຜ
のうたん

がᡲዓ的
れんぞくてき

に٭化していく状 態
じǐうたい

のもので、明確
めいƔく

な境 မ
きǐうƔい

がない状 態
じǐうたい

をᘙす。 

こ こ ろ の 性
せい

Ჴ

か ら だ の 性
せい

Ჴ

好
す

きになる性
せい

Ჴ

表 現
ひ ょ う げ ん

す る 性
せい

Ჴ

ဏ ڡ 

ဏ                      ڡ 

ဏ                      ڡ 

ဏ                      ڡ 

ǦǚǢȐǍȕǱǎのஓถ
ƈŻƐŹ

ጅຍ
ƽ Ż ƒ

ƀらしさƁってなんƩǖうᲹ 

Ȍȍ�
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意ࢽ
と く い

なこと 

ᒊ
に が て

なこと 
大ʙにしているもの 

自分が࣬っている自分の性
せ い Ɣ く

ݩ ஹ
しǐうらい

のٹ
ゆめ

ڤ
す

きなこと・もの 

３ 動画「いǖいǖな性
せい

ってなんƩǖう」をᙸて、考えたことをきましǐう。 

４ 「自分らしさ」についていてみましǐう。 

まƣ、自分のことについて、次の
わく

にいてみましǐう。けるƩけでƔまいません。   

  

 上でሉえた一つひとつが「自分らしさ」です。他にも˴Ɣ考えられる「自分らしさ」があっ

たら次の
わく

にいてみましǐう。 

Ჯ ʻଐの学習をとおして、わƔったことや感じたことをきましǐう。 
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      ตȉǏǹȕǱǎの人権�ตのዻต�

    ǦǚǢȐǍȕǱǎっƛःƕǂŻi

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ǻクシȥǢȪȆǣのٶ様性や性的ȞǤȎȪȆǣについて理解を深め、「その人らしさ」を大切にする

態度を育てる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Ź動画ᙻᎮဇ 2%（;QW6WDG をᙻᎮできるもの） 

 Źワークシート 

ī श๊ 

様々な人権ᛢ᫆の中で、性的ȞǤȎȪȆǣについてもᡈ年取り上ƛられるようになってきました。令

和Წ（2020）年に実されたൟ間のᛦ௹では、性的ȞǤȎȪȆǣのЈ現ྙは ���Ჟとのإԓもあり、

このл合を学校にፗき੭えると、クȩǹに３᳸４人は性的ȞǤȎȪȆǣの児童・生徒が在ቔすることに

なります。まƣは「この教ܴにもƀ性Ɓについてपんでいる܇がいるƔもしれない」というᙻໜをもち、

「性」についての正しい理解と、ᢌいを認め、ᢌいがあって࢘たりЭであるという基盤づくりが大切で

す。 

中学生は࣬ବにλり、他者にݣする性的な関心がᑻ生えるです。このに自分の「性（ǻク

シȥǢȪȆǣ）」について理解するとともに、「性的ȞǤȎȪȆǣ」について理解し、お互いにその人

らしさを認めようとする意識を育むことをめざしましǐう。 

また、ଏに自分の性Кや性的指向にᢌ和感をৼいている生徒がクȩǹにいるƔもしれないということ

を念᪽にፗき、ಅを行う際にはʙЭにಅの内容等を保護者や生徒に知らせておく必要があります。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（3分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（� 分） 

「ႮりƩくさん自ࠁኰʼ」 

・３᳸�人でᲫつのǰȫーȗになり、自

分のことをᲫ分間で相にいくつˡ

えられるƔをᇤう。いくつᚕえたƔ

ӫᨩの人がૠえる。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・� 分間考える間をとる。 

（̊） 

ӸЭ、学校、ڤきなべཋ、 

 等 ٹஹのݩ

�� 

・活動をとおして、ਫƛられた一つ一つがその人をನ成する要እであり、一人ひとり

に、要እがたくさんあることに気づく。
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展開 

3� 分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3� 分） 

「ǻクシȥǢȪȆǣって˴ƩǖうᲹ」 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ

「ǻクシȥǢȪȆǣについて考えよ

う」

Ĭワークシートを基にして、性Кによ

るǤȡーǸをき、ǰȫーȗでЈし

合い、その理由を共ஊする。 

ĭǻクシȥǢȪȆǣについてのᛟ明を

Ꭵく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ

「性的ȞǤȎȪȆǣについて考えよ

う」

Į性的ȞǤȎȪȆǣについてᛟ明をᎥ

く。 

į法Ѧ省の人権գ発ȓȇǪ「あなたが

あなたらしく生きるために」を一部

ᙻᎮする。ƂኖᲲ分ƃ 

İどうしたらあなたの学校で性的ȞǤ

ȎȪȆǣの方がܤ心してᢅƝせる

Ɣ、ǰȫーȗでᛅし合う。 

ı「ǫȟȳǰǢǦト」と「ǢǦȆǣȳ

ǰ」についてのᛟ明をᎥく。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・「ǻクシȥǢȪȆǣ」も一人ひ

とりをನ成する要እの一つであ

ることをˡえる。 

・性КによるǤȡーǸは人によっ

てᢌうことを感じるとともに、

性КによるǤȡーǸはƩれにݣ

してもあてはまるものではない

ことを確認する。 

・ワークシートのź性のとらえ

方Żの部分を確認する。 

・ワークシートを基にᛟ明する。 

・��32᳸�2���のኖ�分間をᙻ

Ꭾさせる。 

・ᢊࣈ的なͨ面Ʃけではなく、学

校内の環境でも気づいたことを

ᛅし合えるとよい。 

・ǫȟȳǰǢǦトࢸにឪこりうる

բ᫆（ǢǦȆǣȳǰ等）につい

て、ɠݗにᛟ明する。 

・ワークシート 

・動画 

まとめ 

� 分 

Ŧまとめ（� 分） 

・ಅをとおして、わƔったことや、

まわりの人の感じたことをワークシ

ートにく。 

・ಅをとおして生徒ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

人権գ発ȓȇǪ「あなたがあなたらしく生きるために 性的ȞǤȎȪȆǣと人権」 法Ѧ省 

  JVVRU���YYY�[QWVWDG�EQO�YCVEJ!X�)�&JIJC#ZNQ 

「人権学習ワークシート集 Ყ人権教育実践のために 第 �� 集（ݱ・中学校ዻ）ー」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和Წ年３月） 

「性的ȞǤȎȪȆǣについて理解する᳸あなたが相ᛩされたらどうしますƔᲹ᳸」  

 神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会行ᛢ（令和Ψ年 �� 月） 

JVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEWOGPVU������UGKOCKAT2�RFH 

・ǻクシȥǢȪȆǣはそれぞれの人をನ成する要እの一つであり、「自分らしさ」や

「その人らしさ」の一つである。性的ȞǤȎȪȆǣにݣするࠀК的なᘙ現は「その人

らしさ」をڞってしまうことになる。「ͻつく人がいるƔもしれない」という気持ち

をࣔれƣ、「その人らしさ」を大切にするᚕ動を心がけていく。

・活動をとおして、ဏ性、ڡ性の境が「体の性」ˌٳはୱଭであることに気づき、ӷに

「ဏ性らしさ」「ڡ性らしさ」という概念がとてもୱଭなものƩということに気づく。
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Ĭ料理がࢽ意 ĭǹȝーȄがࢽ意 ĮȔǢȎがける įきれいڤき İȪーȀーシȃȗをとる 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

Ძ 次のʙは、性КのᢌいによってǤȡーǸがあるʙでしǐうƔ。ǰȫーȗでᛅし合って、

下のᘙに分けてみましǐう。   

ဏ性のǤȡーǸ どちらでもない ڡ性のǤȡーǸ 

ź性のとらえ方Ż 

  「あなたの性は˴ですƔᲹ」とᎥƔれると、「ဏ性」Ɣ「ڡ性」のどちらƔに分けて考えて

しまいがちですが、実は、明確に「ဏ性」と「ڡ性」の 2 つに分けることはできません。 

  その人自៲の性のありようのことを「ǻクシȥǢȪȆǣ」といいます。 

  ǻクシȥǢȪȆǣとは、人間一人一人の人にɧӧഎな要እの集まりです。 

  その要እには、 

「こ こ ǖ の 性Ჴ自分自៲の性Кをどう認識しているƔ」 

「Ɣ ら Ʃ の 性Ჴ生まれ持った៲体の性のこと」 

 「ᝋとなる人の性ݣきになる性Ჴࣾग़や性ग़のڤ」

「ᘙ 現 す る 性Ჴᘺや性、ឯԛやਰるᑈい方など」 

   

こ こ ろ の 性Ჴ

か ら だ の 性Ჴ

好 きになる性Ჴ

表 現 す る 性Ჴ

ဏ ڡ 

ဏ                      ڡ 

ဏ                      ڡ 

ဏ                      ڡ 

ǻクシȥǢȪȆǣって˴ƩǖうᲹ 

ǻクシȥǢȪȆǣはٶ様で、下ののようなǰȩȇーシȧȳのようなもので、

一人ひとりီなるのです。

ǦǚǢȐǍȕǱǎのஓถጅຍ�
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Წ 「性的ȞǤȎȪȆǣ」について考えてみましǐう。 

Ჶ性的ȞǤȎȪȆǣについてᲸ 

ᅶたちのなƔには、生ཋ学的な性（ƔらƩの性）と性の自ࠁ意識（ここǖの性）が一ᐲ

しない人、性的指向（人のࣾग़・性ग़がどういうݣᝋに向ƔうのƔを示す概念）が、ӷ性

やɲ性（ဏڡɲ方）に向いている人などがいます。社会的にはݲૠとなるそうした人た

ちのことを「性的ȞǤȎȪȆǣ」といいます。 性的ȞǤȎȪȆǣのǫȆǴȪーをᘙすᚕᓶ

の一つとして「.)$6」があります。 

.GUDKCP（ȬǺȓǢȳ） ここǖの性がڡ性で、ڤきになる性もڡ性の方 

)C[（ǲǤ） ここǖの性がဏ性で、ڤきになる性もဏ性の方 

$KUGZWCN（ȐǤǻクシȥǢȫ） ڤきになる性がဏ性にもڡ性にも向いている方 

6TCPUIGPFGT 

（トȩȳǹǸǧȳȀー） 

「ƔらƩの性」と「ここǖの性」が一ᐲしないため

に、「ƔらƩの性」にᢌ和感を持つ方 

あなたの学校で性的ȞǤȎȪȆǣの方がいるとしたら、どうしたらܤ心して学校でᢅƝせ

ると࣬いますƔ。 

ᲶǫȟȳǰǢǦトとǢǦȆǣȳǰについてᲸ 

ǫȟȳǰǢǦトとは、性的ȞǤȎȪȆǣの方Ɣら、ありのままの自分のことについて、

ち明けられることです。 

ǢǦȆǣȳǰとは、ǫȟȳǰǢǦトしてくれた内容を本人のӷ意なく、他の人にᚕった

り、πにしたりすることです。 

ǫȟȳǰǢǦトは̮᫂している人に大切なᅼ݅をˡえることです。ǢǦȆǣȳǰはዌݣ

にしてはいけません。 

３ ʻଐの学習をとおしてわƔったことや、まわりの人の「その人らしさ」を大切にするため

にあなたにできることをきましǐう。 
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ǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀ人権ඹ॔

ƹƊƌŹƈƝƥǇƙƀſŻƢ

Ĩ 学ඉ 

学校ݱ   � 年生᳸3 年生 

ĩ ƢƾŹ 

にきᡂまれた内容を実際に٣にЈしてみることで、人をͻつけてしまうᚕᓶの内容に気づ

き、相の気持ちを考えてᚕᓶを発することの大切さに気づく。にきᡂみをするЭに、相

の気持ちをेし、人をͻつけてしまうことのないようにする。また、他の人にもさせないようにす

ることや、ᙸてᙸƵƾりをしない気持ちを育成する。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Ũワークシート 

ī श๊ 

Ǥȳǿーȍȃトを̅ဇしたᛣᜏ中ͻ（ȍȃトいじめ）は、きᡂみがቇҥなことƔら、よく考えƣに

ひどいことをきᡂんでしまうͼ向がみられます。また、ҕӸできᡂみをする際には、さらにひどさ

がǨǹǫȬートするऀれがあります。きᡂむЭに相の気持ちをेし、ᚕᓶで人をͻつけてしまう

ことのないように考えられることが大切です。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（3分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

「ありがとう。どういたしまして。」 

Ĭǰȫーȗになって、相のᑣいとこǖ

やがんばっていることをᲫつˡえる。 

ĭˡえられた方は「ありがとう」とい

う。 

Įˡえた方は「どういたしまして」とሉ

える。 

įくりƔえす 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・3᳸� 人のǰȫーȗで行う。 

・Ĭが࣬いつƔなければ「相に

してもらってうれしƔったこ

と」でもよい。 

・やさしいことばを̅うことでお

たがいの気持ちにᡈづくことに

気づき、ภƔい気持ちになれる

ことを理解させる。 

�� 

・やさしいことばを̅うことで、ภƔい気もちになることに気づく。
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展開 

30 分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30 分） 

Ĭワークシートののきᡂみを

ᛠむ。 

ĭワークシートのきᡂみ٣にЈして

ᛠんでみる。 

Įどんな気持ちになったƔワークシー

トにく。 

įいたことを発ᘙし、全体で共ஊす

る。 

İ#さんがこれをᛠんƩらどんな気持ち

になるƔワークシートにく。 

ı#さんのことを考えたら、自分はどう

すればよƔったのƔを考える。 

Ĳこのようなやり取りでは、どうした

らよいのƔ考えてワークシートに

く。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・きᡂみを᱈ᛠするよう促す。 

・ワークシートに記λできていな

くても、発ᚕをࡽきЈし、ெ

などで全体共ஊをする。 

・「足のい܇にいと正直にᚕ

うことは大切Ʃ」という発ᚕに

しては、相の気持ちになっݣ

て考えられるよう促す。 

・自分のこととして考えるよう促

す。 

・のきᡂみにᨂらƣ、相

の気持ちになって考えること

が大切であることに気づくよう

促す。 

・ワークシート 

まとめ 

� 分 

Ŧまとめ（� 分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・を通じてǰȫーȗみんながᛅしているƔらといって、人がͻつくような

ことはᚕってはいけない。

・きᡂみをするЭに、ᛡƔをͻつけたりしない、優しいᚕᓶになっているƔ確

認する。

・もしこんなやり取りをᙸたときには、大人に相ᛩするなどして、ᙸてᙸƵƾり

をしない。
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ワークシート 

（  ）ねん（  ）くみ なまえ         

ʻଐ
き ǐ う

の体育
たいいく

の間
じ Ɣ ん

にȪȬーのጀ 習
れんしǎう

をしました。がんばってឥ
はし

ったけれど、
ま

けてしまい

ました。ӷ
おな

じȁーȠの#さんはឥ
はし

るのがおそƔったので、#さんのせいで
ま

けたとおもって、

わたしは「
ま

けたのは#さんのせいƩよね。」とƔきこみました。

やさしいことばをつƔおうね 

ʻଐ
き ǐ う

のȪȬーで
ま

けたのは # さん

のせいƩよね 

足
あし

のおそい人
ひと

がいるとめいわくƩよね 

のǖまƩね。足
あし

、おそすƗᲛ 

足
あし

のおそい人
ひと

がいると
ま

けちǌうよね 

わたし 

ššさん 

ŨŨさん 

わたし 
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Ũ٣
こえ

にЈ
Ʃ

してよんでみて、あなたは、どんな気
き

もちになりましたƔ。 

Ũ#さんがこれをᛠ
よ

んƩらどんな気
き

もちになるでしǐう。

Ũ#さんのことを 考
Ɣんが

えたら、「わたし」は、どうすればよƔったので

しǐう。

Ũこのようなやりとりでは、どうしたらよいのでしǐうƔ。 
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ǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀ人権ඹ॔

ƒのගሇbဴにฝƌŹi

Ĩ 学ඉ 

 学校４年生᳸Ჰ年生ݱ  

ĩ ƢƾŹ 

  Ǥȳǿーȍȃトを中心とした様々なऴإの中Ɣら、どのऴإが正しいƔをЙૺできるようにする。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 ŨȆȬȓ（0*- HQT 5EJQQN のဪ組がᙻᎮできる環境） 

Ũワークシート 

ī श๊ 

Ǥȳǿーȍȃトはᛡでも気᠉にऴإ発̮ができるため、࣬いᡂみやᛚ解、ச確認のऴإであっても

そのままπ開されている場合があります。発̮者がफ意により֖のऴإをਘさせることもあります。 

Ǥȳǿーȍȃトの୍及により、ᅶたちはさまざまなऍऔを受けている一方で、ȁǧーȳȡーȫやȕ

ǧǤク動画などのように、そのऴإをਘさせたことによって、自៲が加ܹ者になってしまうȪǹク

もあります。また、知らないうちに自៲がᘮܹ者となるȪǹクがあることも理解しておƔなければな

りません。ɢが一、ȁǧーȳȡーȫやȕǧǤク動画などのᘮܹにᢙった場合は一人でपまƣに、しƔ

るべきೞ関に相ᛩして具体的なݣሊをᜒじることが大切です。 

「ȇǣーȗȕǧǤク」とは、᳃（人知Ꮱ）など᭗度な合成২ᘐをဇいて作られる、本ཋとᙸ分

けがつƔない精߽なȕǧǤク動画をさします。᳃がӧᏡにするೞ学習の法のひとつ「ȇǣーȗ

ȩーȋȳǰ」と「ȕǧǤク」をȟȃクǹしたૼᡯᛖです。ȇǣーȗȕǧǤクのբ᫆は、本ཋとᥴ覚さ

せる精߽な作りƩけでなく、ਘされることによってࡽきឪこされる社会へのफࢨ᪪です。 

ȇǣーȗȕǧǤクをᙸ৷くための᳃のᄂᆮが進んでいる段階ですが、᳃が進化すればȇǣーȗ

ȕǧǤクもより精߽になる「いたちƝっこ」の状況がዓいています。ȇǣーȗȕǧǤクにݣするஇも

ஊјなݣሊは、ᙸる人のȪȆȩシーや意識を᭗め、ਘにң力しないことです。

0*- のဪ組のᙻᎮをもとに、ȕǧǤクȋȥーǹについて理解し、߽ڭでफឋなȍȃト上のǦǽに気

づき、࠼めないように、ȕǧǤクȋȥーǹを目にしたときのද目ȝǤȳトを学びましǐう。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（3分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

「たくさんのᆔをᙸつけよう。」 

ĬŨŨのᆔをЈし合おう。 

̊）ȁȧǳȬートのՠԼӸ 

  Ɣき൧のシȭȃȗ 

  ǫȃȗȩーȡȳのՠԼӸ など 

ĭǰȫーȗでЈし合った̾ૠを全体で

共ஊする。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・3᳸４人のǰȫーȗでお᫆にある

もののᆔをなるべくٶくЈし

合うようにˡえる。 

・ǄƔのǰȫーȗで࣬いつƔなƔ

ったݲૠのᆔがあるときに

はኰʼさせる。 

�� 

・一つのものでも、たくさんのᆔがあり、人によってბაໜがᢌうことに気づく。
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展開 

30分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30分） 

Ĭ0*- HQT 5EJQQN「そのȋȥーǹ࠼め

て大ɣپᲹ ᳸ȕǧǤクȋȥーǹ᳸」を

ᙻᎮする。Ƃኖ�0分ƃ 

ĭဪ組をᙻᎮして考えたことやわƔった

ことをワークシートにく。 

Įよい（ᚩされる）ȕǧǤクȋȥーǹは

あるのƔ考える。 

įȕǧǤクȋȥーǹをਘしないために

は、どのようにしたらよいƔを考え

る。 

İ全体で共ஊする。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・Ǧǽのऴإをᙸ分けるǳȄは˴Ɣ

考えを促す。 

・ᚩされるȕǧǤクȋȥーǹはある

Ɣ考えを促す。 

・どんな理由であってもǦǽはᚩ

されないことをおさえる。 

・ȇȞをਘすることは、結ௐ的

には社会をฆʏさせてしまうこ

とに加ਃすることになってい

る。 

・ワークシート 

・動画 

まとめ 

�分 

Ŧまとめ（�分） 

・「ऴإ発̮をする場合のද意ʙ」

の資料を参考にするなどして、まと

めのᛅをᎥく。 

・ȡȇǣǢのऴإとこれƔらどのよう

に˄き合っていったらよいƔ、考え

たことをく。 

・ಅをとおして児童ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ऴإが正しいƔどうƔのЙૺが

必要であることをおさえる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

0*- HQT 5EJQQN「そのȋȥーǹ࠼めて大ɣپᲹ ᳸ȕǧǤクȋȥーǹ᳸」 

JVVRU���YYY2�PJM�QT�LR�UEJQQN�OQXKG�DCPIWOK�EIK!FCUAKF�&000���0���A00000 

・ȕǧǤク動画やȕǧǤクȋȥーǹについて知り、ȍȃト上のǦǽに気づき、

ᛅし合いを行うことで、正しいऴإであるƔЙૺできるようにする。
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ワークシート 

（ ）年（ ）組（ ）ဪ ӸЭ

そのऴإ
じǐうǄう

、本࢘に正しいᲹ

ŨȡȇǣǢのऴإ
じǐうǄう

とこれƔらどのように˄
つ

き合
あ

っていったらよいƔ、考えたことをきま

しǐう。 

Ũဪ組をᙸて、わƔったことや考えたことをきましǐう。

Ũよい（ᚩ
ゆる

される）ȕǧǤクȋȥーǹってあるのᲹあなたはどう考えるᲹ     

                

       

ŨȕǧǤクȋȥーǹをਘ
Ɣくさん

しないためには、どのようにしたらよいƔ、考えたことをき

ましǐう。

ǶȐ|ǤƤȀǒǏǚƜƷ 

ಛዡにᄇම
ƤƘƌǈ

ƌƛƽŹ

ƞǈƟȀǒǏǚǶȐ|ǤƷ 

ઔ
Ƃ ǈ ƌ

ƎǀƮƂ 
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資料 

  Ǥȳǿーȍȃトでऴإ発̮をする際には、ਫ਼示ெ、などにೞ݅ऴإ・̾人ऴإを

きᡂまない、ᛣᜏ中ͻをしないことが重要です。これは自分のऴإƩけではなく、ܼଈやӐ

達などのऴإについてもӷじです。ǤȳǿーȍȃトにƔれたऴإは࠼くπ開されるため、

そのऴإがफဇされて࣬わƵᘮܹを受けたり、ȗȩǤȐシー̛ܹがឪこったりするためです。

一度්Јしたऴإは、ܦ全にෞすことはできません。 

そのǄƔ、ɧද意な発ᚕにより、ٶくの人Ɣら᩼ᩊを受けたり、自分やޓする組織（学

校、部活動、ȁーȠなど）のᚸЙをقڂさせたりするʙ態をਔくこともあります。 

  きᡂむ内容やऴإをπ開するር、その結ௐどのようなࢨ᪪がឪこるのƔ、ࠝに意識を

しながら、ऴإ発̮をするよう心がけましǐう。 

などのȄーȫは、ଐࠝ生活の中で、ȪǢȫǿǤȠでの̾人の࣬いなどを৲ᆜできるໜ

が大きな᭽力です。その一方で、̾人の˴気ない発ᚕでも、Ǥȳǿーȍȃト上の発ᚕやƾる

まいは、ٶくの人の目にᚑれるӧᏡ性があり、場合によっては、現実ɭမに大きなࢨ᪪をɨ

えることがあります。 

  ̊えば、さんのへの৲ᆜが、本ஹはᅼ݅にしなければならないӐ達ǰȫーȗの内

容をٳ部にらしてしまう結ௐとなり、Ǥȳǿーȍȃト上でさんに᩼ᩊが集中したり、そ

のǰȫーȗみんなのբ᫆として取り上ƛられるʙ̊が発生しています。このような場合、し

ばしば、Ǥȳǿーȍȃト上のそのբ᫆に関心を持つ人の間でᝧ˓追及活動が行われ、そのᢅ

ᆉで、᩼ᩊのݣᝋとなった̾人のཎ定・୧ᩧや、ᛣᜏ中ͻなどの大のきᡂみ（いわゆる

「໒上」）などの行為が行われます。そして、Ǥȳǿーȍȃト上でこのような現ᝋが発生し

た場合には、ૼᎥやȆȬȓなどのȞǹȡȇǣǢでإᢊされることもྦྷしくありません。 

  こういったүᨖ性をׅᢤするためには、まƣは自分のǤȳǿーȍȃト上での発̮内容が、

本ஹᅼ݅にしなければならないʙをԃんでいないƔ、現実ɭမでも᩼ᩊをෘびるような内容

でないƔなど、ׅ立ち止まって考える॰重さが必要です。 

  さらには、こうした̾人のཎ定が行われるのは、上のऴإ発̮Ʃけではありません。

फƾざけのつもりで৲ᆜされた動画Ɣら、৲ᆜ者のཎ定が行われ、現実ɭမでのᜓፕにᐱっ

たʙ̊も発生しています。ʻやǤȳǿーȍȃトはҕӸのᆰ間ではなく、Ǥȳǿーȍȃト上の

行動はཎ定されてしまうものƩということを自覚することが必要です。 

（参考資料） 

 （ዮѦ省）「ൟのためのǵǤȐーǻǭȥȪȆǣǵǤト」

JVVRU���YYY�UQWOW�IQ�LR�OCKPAUQUKMK�E[DGTUGEWTKV[�MQMWOKP�KPFGZ�JVON

ऴإ発̮をする場合のද意ʙ

ऴإ発̮のද意ໜ 

発̮内容は॰重に 
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ǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀ人権ඹ॔

ŊŅŊƜのƹりりにƙŹƛ 

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  上であっても、相の心をͻつけることはいじめにつながるということを認識し、ڤましい

やり取りができるようにする。また、などによるȍȃトいじめについて知り、加ܹ者にならな

いためにどのようなことに気をつければよいƔ、また、ᘮܹ者になったときにどのようにすればよい

ƔЙૺできるようにする。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Ũワークシート 

ī श๊ 

ȍȃトいじめは、ȍȃトˌٳのいじめよりもᘙ面化しにくいことがあります。ȍȃトいじめは、ǹ

Ȟțなどで利ဇするでٶく行われているため、ᘮܹ者にᡜƛ場をɨえません。ȍȃトˌٳのい

じめであれば自ܡがዬ࣯ᢤᩊ場となって、࠙ܡすれば一的にでも˞ऒできるでしǐう。しƔしȍ

ȃトは間と場をᢠびません。学校Ʃけではなく、ܼにいても˞ଐでもいじめられるので、精神的

に追いつめられます。きᡂんƩことはƣっとസる上、他の人に࠼めるのもቇҥで、ٶくの人にᙸら

れてしまいます。によっては、参加者しƔᙸられƣ、౨ኧなどもできないので、いじめがあっ

たことがٳƔらわƔらないことがբ᫆を大きくᙐᩃにしています。 

ここでは、のǰȫーȗトークでफӝをƔれるというʙ̊をもとにᛅし合いをします。ᛅし

合いを通していじめの加ܹ者にならないように、どんなことにද意が必要Ɣᛅし合います。また、実

際にȍȃトいじめのᘮܹにあったときは、まわりの大人に相ᛩしたり、相ᛩೞ関を利ဇしたりするな

ど、自分を追いᛄめないような段をとることが大切です。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

 「きなものは˴Ჹڤ」

 。についてᛅし合うۑۑきなڤ・

・ǰȫーȗのȡȳȐー全員がӷじሉえ

になるۑۑをしЈす。 

 。᩷。きなᑥは˴Ჹႉ。ហڤ（̊）

  きなȑȳのᆔは˴Ჹڤ   

ȡȭȳȑȳ。クȭワȃǵȳ。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・自分とီなる意ᙸがЈてもԁ定

せƣ、受け止めるように促す。 

��

・ǰȫーȗのː間と共通のڤきなものをしЈすことはᩊしいことであると知り、そ

れぞれのڤきなものを認め合うことについて気づƔせる。
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展開 

3�分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3�分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

Ĭȍȃトいじめについてのᛟ明をᎥ

く。 

ĭ̊Ძをᛠんで考えたことをく。 

Į４人ᆉ度のǰȫーȗで࣬ったことを

ˡえ合い、気づいたことをく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

į̊Წをᛠむ。 

İクȩǹのǰȫーȗトークにफӝが

Ɣれていたとしたら、どうݣ応する

Ɣ考えてく。 

ıफӝやᙉのϙჇがᝳられていたら、

どうݣ応するƔ考えてく。 

Ĳ自分がᙉのϙჇをᡛってǄしいとᚕ

われたら、どうݣ応するƔ考える。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・ઃ࠘ᩓᛅを持していない生徒

がいる場合はቇҥにᛟ明し、で

きるርでᛅし合いに参加でき

るように促す。 

・実際にȍȃトいじめにあってい

る生徒がいるӧᏡ性があること

を念᪽におきながら、生徒の様

 。するݑをしっƔりᚇ܇

・本人がफӝと࣬っていなくて

も、相がͻつくことがあるこ

とを理解させる。 

・ᙉのϙჇがᝳられていたらその

本人がどう࣬うのƔ、どのよう

なࢨ᪪があるのƔを考えながら

必要なݣ応を考えるよう促す。 

・もし、自分がᡛってǄしいとᚕ

われてۯな࣬いをしてった

ら、一人でৼえるのではなく、

相ᛩできること、あなたはफく

ないことをˡえる。 

・ワークシート 

まとめ 

�分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・ಅをとおして生徒ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・いじめられていると࣬ったら、

まわりの大人（教職員や保護

者）や、相ᛩೞ関に相ᛩできる

ことをˡえる。 

・資料 

Ჶ参考資料などᲸ 

「ȍȃトȪȆȩシー」とはᲹ� のϙჇで˰がཎ定されてしまうƔもᲛ ȗȭǰȩȟȳǰ教ܴ౨ኧǳǨȆǳ 

 Ǥȳǿーȍȃト上のᢌ法・ஊܹऴإにݣするݣ応（ȗȭȐǤȀᝧ˓制ᨂ法） ዮѦ省 

ǵǤȐー教ܴဇ教「の上な̅い方を考えようᲛ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会 神ډ߷Ⴤᜩݑ本部 .+0' みらいᝠׇ 

 JVVRU���YYY�RQNKEG�RTGH�MCPCICYC�LR�OGU�OGUF�0�3�JVO 

・Ǥȳǿーȍȃトは̝利なऴإが集めやすいӒ面、үᨖなऴإや֖もٶくԃまれてい

る。また、全ɭမにπ開されるཎ性上、一度発̮してしまったऴإは൨ᢒにസりዓ

けると考えるべきである。そのようなཎࣉを理解し、トȩȖȫをׅᢤしながら正し

く利ဇするᏡ力が「ȍȃトȪȆȩシー」である。

・いじめはफいことで、いじめられた人はൿしてफくない。いじめはᛡがされてもᒊ

しいものであるので、ᒊしいことはがまんせƣに相ᛩするようにする。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（    ）ဪ ൞Ӹ             

बしいことですが、ݱ学校や中学校でいじめがٶくឪきています。Ǥȳǿーȍȃトを̅ったȍȃトい

じめもفえています。 

ȍȃトいじめには、いǖいǖなᆔがあります。たとえば、などでफӝをいたり、ᙻした

り、ː間はƣれにしたり、他の人にᙸられたくないϙჇを৲ᆜしたりするいじめがあります。また、ਫ਼

示ெなどに̾人ऴإをいたり、ᛡƔになりすましていやがらせをきこんƩりするいじめもあります。 

でのやり取りについて 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ

Ũあなたの考えたこと、࣬ったことをきましǐう。 

፯Ĩ�

あるクȩǹの܇たちは、ӷじクȩǹのさんをᨨしજりし、᫊をǢȗȪで٭形したり 

ᎊけさせたりして、どれが一ဪおもしǖいƔႏでᇤい合ってಏしんでいました。学校での

様܇や્ᛢࢸにԠびЈしてᨨしજりをし、本人には内ደで、それを学校ӸがわƔる形で、

動画やにǢȃȗするなどしていました。

Ũǰȫーȗでᛅし合って、ૼたに気づいたことをきましǐう。 

79



�� 

ŨクȩǹのǰȫーȗトークにᙉのϙჇがช˄されていたら、あなたはどうしたらよいと

࣬いますƔᲹ 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ

Ũクȩǹのǰȫーȗトークの中でफӝがきᡂまれていたら、あなたはどうしたらよいと

࣬いますƔᲹ 

Ũもしあなたが、ᙉのϙჇをᡛってǄしいとᚕわれたら、どうしますƔᲹ 

፯ĩ�

あるクȩǹのǰȫーȗトークの中で、ӷじクȩǹのさんのफӝがきᡂまれていまし

た。「$はȖǹ」「$きもい」などのひどいᚕᓶが˴十ׅもきᡂまれていました。$さん

本人が「やめてǄしい」とˡえたとこǖ、ǰȫーȗの中のある܇Ɣら、「ᙉのϙჇをᡛっ

たらやめてあƛる」といわれ、さんは自分のᙉのϙჇをᡛってしまいました。
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資料 

Ƃ参考資料ƃ 

Ǆとんどの人はをҕӸで利ဇしていますが、「ҕӸならȐȬないƩǖう」は間ᢌいです。ᛣᜏ中

ͻをきᡂまれたͨは「ȗȭȐǤȀᝧ˓制ᨂ法」にもとづき、ᢃ営者（ȗȭȐǤȀ）にݣして発̮

者のऴإの開示をᛪ求する（ᲷᛡがきᡂんƩのƔ、ऴإ੩̓を求める）ことができるƔらです。 

ȗȭȐǤȀᝧ˓制ᨂ法（ཎ定ᩓ気通̮ࢫѦ੩̓者のܹឆΝᝧ˓の制ᨂ及び発̮者ऴإの開示に関す

る法ࢷ平成2�年ો正）の概要 

●権利̛ܹऴإに関して、ȗȭȐǤȀがऴإのЪᨊを行わなƔ

った場合・行った場合のそれぞれについて、ȗȭȐǤȀの

ܹឆΝᝧ˓のβᝧ要ˑをᙹ定 

●権利̛ܹऴإに関して、ȗȭȐǤȀが保ஊする発̮者のऴإ

の開示をᛪ求できる権利をᙹ定 

●ᛣᜏ中ͻのᡂみ等をᅠ止ʙとし、これにӒする場合のЪ

ᨊ等をᙹ定する利ဇ者とのኖഘのȢȇȫを੩示 

●具体的にЪᨊすべきʙ̊や参ༀすべきᘶЙ̊を示した各ᆔǬ

ǤȉȩǤȳを作成

 יחבՒભ֩ణൊጅษ֭ሑሓ့ᆋבᅇ֭॔ະཎሓՔዛ॔ගሇׇ֪එ֪ጺྫྷ֖֞՛״بי«

ະཎַ֭ࣤ ሓՔዛ॔ගሇະཎ״بװ՛֭็མՔࢪࢥ 

ேׇ֪ฑဗธᅏ 

ඞஶؠ႞ฑሓ ዃዃাؗיآ،

ዃዃাؗؠඞஶ

ǢȀȫト、Ј会いኒǵǤト 

୧力的なᘙ現 

ര体画（人の尊厳をܹするऴإ） 

自ൈをᛔࡽするᡂみ 

ǏȞǪ|ǸǮǳඑのሓfዛ॔ගሇƭのࣤにƎǀॗጅ 

 ሓ֦֮֩いがዛ॔֩ගሇ ሓ֩ගሇ

ŨŨはȤȖҔ者である（Ӹᛎൌ） 

ෙ༿ǵǤト（ᓸ作権̛ܹ） 

児童ȝȫȎ・わいせつཋ 

ᕤ・үᨖȉȩȃクのإ࠼ 

権ጦඹ॔ගሇ ֜ののሓගሇ ฬ൛Ⴉ֪ዛ॔֩ගሇ ୰െፕ໓֪ᄗ֘ගሇ

ಈೄཆׇ֪ಛຎ 

ȍȃト上で相をͻつけるきᡂみをした場合、ཛፕ（̙ᠽፕやӸᛎൌፕ）になる場合

があります。 

侮辱罪（刑法231条）は、事実を摘示せず

に、公然と、人を侮辱した場合に成立します。 

「事実を摘示しない」とは具体的事実を伴

わないということであり、「ブス」「このハゲ！」

「デブ」などの誹謗中傷が該当します。 

名誉毀損罪（刑法 230 条）は、事実

を摘示し、公然と、人の社会的評価を低

下させた場合に成立します。 

いじめはफいこと。いじめられた人はफくない。いじめはƩれがされてもᒊしいもの。ᒊし

いことはがまんしなくていい。いじめのᒊしさƔらᡜがれるために、自らԡをዌつなんてこと

はዌݣにしないで、助けを求めてくƩさい。あなたは、फくありません。 

ዮѦ省țーȠȚーǸより 
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�� ዻyƟ人権ड༎� ǍǏǷኁ໖の人権ड༎

�ǞȔȋ�ǍǏǷኁ໖のᇌँǇ学ƱŻ 

「ǢǤȌの人々のᛍりが尊重される社会を実現するためのሊの推進に関する法ࢷ」
ǢǤȌの人々に関する法ࢷとして、「ǢǤȌの人々のᛍりが尊重される社会を実現するためのሊ

の推進に関する法ࢷ」が、平成 3� 年４月にπࠋされました。この法ࢷは、ǢǤȌሊの推進に関し、

基本理念や等のᝧѦ、ࡅによる基本方針のሊ定などについて定めることにより、ǢǤȌの人々が

ൟଈとしてのᛍりを持って生活することができ、そのᛍりが尊重される社会の実現をり、全ての

ൟが相互に人と̾性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資することを目的としています。  

第４வでは、「˴人も、ǢǤȌの人々にݣして、ǢǤȌであることを理由として、ࠀКすることそ

の他の権利利Ⴉを̛ܹする行為をしてはならない」とᙹ定されており、ࠀК等のᅠ止が明記されてい

ます。第Ჯவ第３では、「及びע方π共ׇ体は、教育活動、إ࠼活動その他の活動を通じて、Ǣ

ǤȌに関し、ൟの理解を深めるようѐめなければならない」とᙹ定されており、教育活動にもᚑれ

られています。 

また、ӷ法の会ݙᜭの中では、ᘌᜭᨈ・参ᜭᨈの土ʩ通ۀ員会において᧽࠘ൿᜭがなされてお

り、「ǢǤȌの人々にݣするࠀКをఌዌし、ǢǤȌの人々のൟଈとしてのᛍりの尊重と共生社会の実

現をるため、ǢǤȌに関する教育のΪ実に向けた取組を推進すること。」にသ意することとされて

います。人権教育でৢう場合には、こうしたᚇໜを៊まえǢǤȌに関する理解を深めることが必要で

す。  

 ሓጳの౮పの෮ු֪֘׀֞ಲଵ֘בೂवがໞഓ֔の人yのיח}
ӡᇓถూഋࡴႩሓጳ༌ഋᎥӢ 

ሓጳᇌ JVVRU���YYY�DWPMC�IQ�LR�UGKUCMW�DWPMC\CK�CKPW�RFH�T�3�20��A0��RFH

ᆋଂਢᇌӲਢࢇӴӱ
JVVRU���YYY�UJWIKKP�IQ�LR�KPVGTPGV�KVFDATEJQOG�PUH�JVON�TEJQOG�(WVCK�MQMWFQ2���

�2#���32&�����2��3&�00032#%��JVO

ᆋଂਢᇌӡౄਢࢇӢӱ 
JVVRU���YYY�UCPIKKP�IQ�LR�LCRCPGUG�IKCPLQJQ�MGVUWIK�����H0�2A0���0��RFH

 ሓጳ౮ப፭の౮పの෮ු֪֘׀֞ಲଵ֘בೂवがໞഓ֔の人yのיח}
ӡ፭ᎬଭႩท፭༌ Ԃ Ӣ 

JVVRU���YYY�DWPMC�IQ�LR�UGKUCMW�DWPMC\CK�CKPW�RFH�T�3�20��A02�RFH 

{ேဘ୪ྫྷ൶Քᇌᆪऎॺ൶יחの人yのがໞഓ֔ೂवבಲଵ֘׀֞の౮పの෮
ු֪֘ሓጳ౮பਊ໋ӡ፭ᎬଭႩேဘ୪ྫྷ൶፭Քᇌᆪऎॺ൶፭༌㕱Ӣ  

JVVRU���YYY�DWPMC�IQ�LR�UGKUCMW�DWPMC\CK�CKPW�RFH�T�3�20��A03�RFH 

ฌैにƤの๐ഉኁ໖ƁໜఓƌƳƎƁbくの๐ഉኁ໖Ƥჱ॔のඉƝƟったりbೂ
वƭの၍ँǇ੫ŹƾǁたଅऐbସƹျƟষǇಾƛǀƈƝǇዬਕƟくƊǁたりƝŹ
ったႍにƊƾƊǁƛŹƳƎc 
たƝŽƥbǍǏǷኁ໖Ƥb๐ഉኁ໖ƝƌƛၤಛのସƹᇌँǇಏっƛŹƳƌたƁb႘

Ɓઝ༉ேऌǇถƎǀथ࿘にſŹƛbዻyƟ௭ᇠƹჱ॔ƁபǄǁƛƂƳƌたcƈのƽŻƟ
ඡੳのཨbᇓถ��Ⴉ�����Ⴉ�に�ǍǏǷの人yのりƁ尊重ƊǁǀೂवǇಲଵƎǀたƶ
の౮పの෮ුにƎǀሓጳ�Ɓถ立ƌƳƌたc 
၍ሓƜƤbǍǏǷ౮పの෮ුƤbዻƟኁ໖のภਸƨዻƟᇌँのᄇにƙŹƛのே

ኁのጫशǇෆƶǀƈƝǇ౯ƝƌƛபǄǁƟƆǁƥƟƾƟŹƝƊǁƛŹƳƎcǍǏǷの人た
ƖƤbଡၾにƷ੍ഉƌƛŹƳƎc�ƝƷにภƂǀೂवƀƟƁǄ�ǇƶƋƎたƶにƷbǍǏ
Ƿኁ໖のᇌँƹౝǇጫशƌbኁ໖ƝƌƛのりǇ尊重ƎǀƈƝƁ重ጅƜƎc 

 ࡾࡼேᶒ⟇᥎㐍ᣦ㔪㸦➨㸰ḟᨵᐃ∧㸧ࢃࡀ࡞

ேのሓጳのธᅏ 
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πႩᝠׇ法人 ǢǤȌൟଈ文化ᝠׇ

ŹǢǤȌ文化を学ƿ JVVRU���YYY�HH�CKPW�QT�LR� 

ǢǤȌの人々のഭӪ・文化、ᑸԼ等の制作に関する動画や、ǢǤȌᛖの学習に関する教

等がኰʼされています。また、иᛠ本等の੩̓のဎᡂみができます。 

�ؚ՛ JVVRUؖׯע}��YYY�HH�CKPW�QT�LR�VCNG�KPFGZ�JVON 

ዋ本のǳーȊーにはǢǤȌのˡወなどを᫆として࠷児向けのዋ本や児童のᩓ܇ቔや

ᛠみᎥƔせ動画、クǤǺǳーȊーやクȭǹワーȉȑǺȫなど、児童・生徒向けのǳȳȆȳ

Ȅがたくさんあります。 

ࠊࠤ教育ۀ員会 ǢǤȌൟଈに関する教育

JVVRU���YYY�EKV[�UCRRQTQ�LR�M[QKMW�VQR�GFWECVKQP�CKPW�CKPWAOKP\QMW�JVON 

Ź「ǢǤȌൟଈのഭӪ・文化等に関する指導資料Û第Ჰ集Û」 

ࠊࠤ教育ۀ員会が、学校におけるǢǤȌൟଈに関する指導が、正しい認識のもとに行わ

れることにより、̾性やٶ様性を尊重しながら共生する社会の実現に資するよう、人間尊

重の教育の一ޖのΪ実をるため、2020年（令和2年）3月に発行した指導資料をਫ਼᠍し

ています。 

Ჶ学習活動̊Ჸ 

Ჶ参考資料などᲸ 

「ǢǤȌൟଈのഭӪ・文化等に関する指導資料�第�集�」 ࠊࠤ教育ۀ員会（令和Წ年3月） 

「ǢǤȌൟଈᲴഭӪと現在Üசஹを共に生きƵくためにÜ」 

πႩᝠׇ法人 ǢǤȌൟଈ文化ᝠׇ（令和3年Ჳ月第十一༿） 

Ƃ学習活動のȒȳトƃ 

基本的な作り方・သ意ໜ

Ĭ৵りኡのᑥのついた面を内ͨにして、正方形になるようにׄつ৵りにする。

ĭ৵り目のˮፗに気をつけて、ዴを੨く。

Įはさみの持ち方や切り方に気をつけて、ĭで੨いた文様のዴにඝって切る。

įɠݗに࠼ƛる

İ作Լを、ᑥ画ဇኡなどにᝳるときれいな展示ཋになる。

ǢǤȌ文様のまっすƙなዴ・・・心の正しさ 正直さ Ⴧ心

ǢǤȌ文様のまがったዴ ・・・平和 なƔよし ᝅƔさ

À ֠׆֠׆֊֕בఢօӡיחᇌዻבଫ֘Ӣ 

はさみのもち方、̅い方を学習する際、ኡの৵り方や重ね方によって様が٭わること

をǢǤȌ文様に関ᡲづけて理解をります。また、関心をもったǢǤȌ文様を組み合わせ

たり、向きを٭えて切り取ったりしてእૣなりを作ることで、ǢǤȌൟଈのˡወや文化

にᐻԛがもてるようにしましǐう。 

ੱఔの؇ب 

ȢȬǦ

（ゆるやƔにがる） 

ǢǤǦシ

（ჵ・トǲがある） 

シク

（目） 

ǢǤǦシȢȬǦ ǦȬȳȢȬǦ

（ɲ方がพࠇき） 
シクǦȬȳȢȬǦ
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ዻyƟ人権ड༎� ఆ॔ᄇภಐの人権ड༎

    ༱ƷƁथƉƌƹƎŹᅊႍസにƎǀたƶに 

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ܹにおけるᢤᩊで存在する様々な人権ᛢ᫆について知り、「ܹࢊ者」とᚕわれる人々の立場

になってᛢ᫆や解ൿ方法を考えることをとおして、人権感覚や意識を᭗め、ܹにもお互いの人権を

尊重しようとする態度を育てる。 

Ī മᅏƎǀƷの 

Źワークシート 

Ũ資料 

ī श๊ 

  ܹ発生は、ᘮしたすべての人に生活のᩊが生じ、基本的人権が保ᨦされない状況が生じます。

ᢤᩊは、様々な方が生活をᡛる場であり、通ࠝの生活の中では感じたことのないɧܤ感やǹトȬǹを

感じることになります。ɧ自由な生活がࢍいられがちなᢤᩊにおいて、すべての人がいƔに自分らし

い生活をᡛることができるƔということは᩼ࠝに大切なことです。 

  ཎに᭗ᱫ者やᨦがい者、၏人やけが人、ڡ性、܇ども、ٳにつながりのある人など、「ܹࢊ者」

とᚕわれるཎКなᣐॾや支ੲが必要な人にとって、人間らしい生活や自分らしい生活をᡛれるように求

めることは、ൿしてបඑやわがままではありません。 

ワークをとおして、ᢅӊに発生した自然ܹにおけるᢤᩊ生活のᛢ᫆を知り、ଐƝǖƔらの備えの

必要性やᢤᩊにおける一人ひとりの人権尊重について考えさせていきます。ᛡにとっても人権が尊重

されるᢤᩊづくりに向けて、人権感覚や意識を᭗め、ܹにもお互いの人権を尊重しようとする態

度を育てます。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

Ჱ分 

Ŧ学習の確認（2分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჯ分） 

「ᢤᩊに˴を持っていきますƔᲹ」 

Ĭעᩗによるܹにより、自ܡƔらᢤ

ᩊにᢤᩊすることになった。その

際に持っていくものをᲫつ考えて、

ワークシートにく。 

ĭ考えたことについて、Ჰ人ᆉ度のǰ

ǰȫーȗ内で発ᘙし合う。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・すƙには自ܡにれない状況で

ᢤᩊに向Ɣうことをे定して

考えさせる。 

・ᢠんƩ理由についても発ᘙする

よう促す。 

・ワークシート 

�� 

・ᢤᩊ生活のᩊさについて考え、ଐƝǖƔらの備えの大切さについて気づく。
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展開 

�0分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（�0分） 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

「ᢤᩊでのりƝととその解ൿ方法

について考える」

ĬܹにឪきたᢤᩊでのりƝと

にݣする解ൿ方法を考え、ワークシ

ートにく。 

ĭࡽきዓきӷじǰȫーȗで発ᘙし合

い、りƝとの解ൿ方法について、

意ᙸʩ੭を行う。 

ĮஒᛠをᎥく。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

「ᛡもがᢅƝしやすいᢤᩊにするた

めに」

į目を参考にして、各ǰȫーȗで

様々な立場᳸᳀のうちᲫつについ

てりƝとを考えてᛅし合う。 

İЈてきたりƝとを解ෞする方法に

ついて考えてᛅし合う。 

ıǰȫーȗでᛅし合った内容をクȩǹ

内で発ᘙし合う。 

Ĳ感े等をワークシートにく。 

・いす利ဇ者のりƝとについ

てेして考えさせる。 

・記᠍された目ˌٳにもりƝ

とがないƔբいƔける。 

・資料ƀிଐ本大ᩗのあるᘮ

者の体᬴Ɓƀ「ᢤᩊのឋの向

上」についてƁをᛠむ。 

・立場が͞らないように、᳸᳀

をਰり分けるとよい。 

・その人にとってのあたりまえの

生活がᡛれないことを考えさせ

る。 

・「ឋの向上」のᙻໜも៊まえて

考えさせる。 

・�ǰȫーȗ2᳸３分で発ᘙさせ

る。 

・他のǰȫーȗの発ᘙをᎥいてƔ

らくよう指示する。 

・資料

まとめ 

３分 

Ŧまとめ（３分） 

・まとめのᛅをᎥく。 ・ಅをとおして生徒ƔらЈされ

た考えや記ᡓをもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

「人権学習ワークシート集 Ü人権教育実践のために 第��集（ݱ・中学校ዻ）Ყ」 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（平成2�年Წ月） 

ᢤᩊᢃ営ǬǤȉȩǤȳ  内᧚ࡅ（᧸ਃ࢘）（平成2�年４月） 

・ᢅӊのܹにおけるᢤᩊで、様々なᛢ᫆があったことを知る。

・ᢤᩊにおいても、人がどれƩけ人間らしい生活や自分らしい生活をᡛることができる

Ɣという「ឋの向上」が求められていることに気づく。

・ɧ自由な生活をࢍいられがちなᢤᩊにおいて、全ての人々がいƔに自分らしい生活を

ᡛることができるƔということはとても大切なことであることに気づく。

・ଐƝǖƔら、それぞれの立場をेできるよう人権感覚をᄶき、ܹにもお互いの人

権を尊重しようとする態度を៲につける。
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ワークシート

（  ）年（  ）組（  ）ဪ・ӸЭ               

Ძ 「ᢤᩊに˴を持っていきますƔᲹ」 

 Ĭもし、大עᩗの発生により、自ܡƔらᢤᩊすることになり、すƙには

自ܡにれないとしたら、ᢤᩊには˴を持っていきますƔᲹ持って

いくものを考えて、一つきましǐう。 

 ĭ他の人がਫƛたものをきましǐう。 

Წ 下にいてあることは、実際にあったいす利ဇ者のᢤᩊ生活でのできƝとです。いす

利ဇ者がࣛᢘにᢅƝせるための解ൿ方法を考え、ワークシートに記λしましǐう。 

     

ᛡもがᢅƝしやすいᢤᩊにするために 

・いす利ဇ者が̅ဇできるトǤȬや್になる場がない。 

・大Ѭのᢤᩊ者がஹて、自分のǹȚーǹを作り、ഩくǹȚーǹはあってもいすが通

るǹȚーǹがないので、ᆆ動することができない。 
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３ ᢤᩊ生活がᧈくなるにつれ、様々なբ᫆がឪこります。様々な立場になって、次にਫƛた

Ǣ᳸Ǩの目を意識して、りƝとをेし、ଐƝǖƔらの備えをԃめて解ൿ方法を考えてい

きましǐう。まƣは各ǰȫーȗで᳸᳀ƔらᲫつᢠび、その立場になって考えて、Ĭ、ĭにつ

いてワークシートに記λしましǐう。

   

  

  

        

᳸᳀の中で（     ）の立場になって考えます。

ĬりƝと 

ĭ解ൿ方法 

Į他のǰȫーȗの発ᘙをᎥいたࢸの感े等をきましǐう。 

様々な立場  

Ჴڡ性   Ჴ܇ども  ᲽᲴᩊ၏・ǢȬȫǮー၌ध・その他ॸ性၌धのある方 

ᲾᲴ᭗ᱫ者  ᲿᲴٳ人  ᳀Ჴکငۡやʐ࠷児 

目 ǢᲴ生活環境       ǤᲴܤ全ܤ心（ȗȩǤȐシーや᧸ཛなど） 

ǦᲴཋ資のɧ足とሥ理   ǨᲴ心や体のͤࡍ（ɧ、欲ɧਰ、၏気など） 
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資料 

「ᢤᩊのឋの向上」について

ᢤᩊᢃ営ǬǤȉȩǤȳ（平成2�年４月）内᧚ࡅ（᧸ਃ࢘）のϔ᪽には、「はじめに᳸

ᘮ者のͤࡍを維持するために［ᢤᩊのឋの向上］をめざす」と明記されています。

また、「Э੩となるʙの理解᳸「ឋの向上」の考え方᳸」では、次のように示されていま

す。

「ᢤᩊは、あくまでもܹで˰むܼをڂったᘮ者等が一的に生活をᡛる場です。

πᝲや支ੲをࢽての生活であることƔら［ឋの向上］というᚕᓶを̅うと［បඑではないƔ］

というようなឯଓの指ઇを受けることもあります。しƔし、ここでいう［ឋの向上］とは

［人がどれƩけ人間らしい生活や自分らしい生活をᡛることができているƔ］という［ឋ］

をբうものであり、̾人のӓλやᝠငを基にምЈされる［生活水แ］とは全くီなる考え方

であるため、［បඑ］というЙは࢘たりません。

᳸（中ဦ）᳸

ிଐ本大ᩗࢸは、ෙٳƔらٶくの支ੲ者がᚧれました。がの応࣯・ࣄのᡆᡮさに

ᆅឃする٣があった一方で、ᢤᩊの生活環境については、際的なᩊൟ支ੲ基แを下ׅる

という指ઇがあったことは重く受け止めなければなりません。᧵神・ែ大ᩗˌᨀ、ᢤᩊ

の確保については、一定の進展がᙸられたとᚸ価できますが、次の目標は、その［ឋの向

上］です。」

᳸ிଐ本大ᩗのあるᘮ者の体᬴᳸

さんは重度のᨦがいがありいすで生活をしています。さんはிଐ本大ᩗのᘮ

者の一人で、ᢤᩊでの体᬴を次のようにᛅしてくれました。

 「ˎ設のトǤȬに行きたいと࣬っても、段ࠀがあり、ƔつすりがなƔったので行くこ

とができなƔった。」

 また、他のᢤᩊでは、「ˁ方なくȝーǿȖȫトǤȬを持ちᡂんƩら、いᢤᩊ内な

のでǱǬをしたらどうするのƩとᚕわれ、ᚩӧされなƔった。ᅶの知り合いは、水分と

べཋをえたため၏気になってしまった。せめて他の人にᚩされるஇ˯ᨂ度のことは、ᅶ

たちᨦがい者でもできる環境を作りたい。そう࣬い˴Ɣ੩కするとƀみんなっているの

ƩƔらॸしなさい。みんながॸしているときにƥいたくをᚕうなƁとᚕわれた。ᅶの

生活にஇ˯ᨂ必要なものやȗȩǤȐシーの保護をお願いしているのであってൿしてえた

りわがままをᚕっているのではない。ӷじ環境下にいても、ᨦがいのある人とない人では

ɨえられる自由やܤ心の度合いがᢌう。このそもそものǹǿートȩǤȳのᢌいをᙻして

おいて、˴をもって平等というのƔ、よく考えてǄしい。」

「人権学習資料 3� ܹと人権ܹ᳸にࢍい社会をつくるために᳸」（一部٭しています）

πႩ社ׇ法人ᯓ取Ⴤ人権文化ǻȳǿー（平成2�年�2月）
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ឋの向上の目標は、「ǹȕǣǢ基แ」

ᢤᩊᢃ営ǬǤȉȩǤȳでは、ǹȕǣǢȗȭǸǧクト（参考）の部分で、次のように示さ

れています。

ᘮ者にとって「正しい」支ੲとはᘮ者がܤ定した状況で、尊厳をもって生存し、ׅࣄ

するために、あるべき人ᢊݣ応・実現すべき状況とはどのようなものƔ。この際的なȗȭ

Ǹǧクトでは「人ᢊঙᇘの組みに基づき、生ԡをܣるための主要な分におけるஇ˯ᨂ

たされるべき基แ」を「ǹȕǣǢ・ȏȳȉȖȃク」にまとめています。ʻࢸのがの「ᢤ

ᩊのឋの向上」を考えるとき、参考にすべき際基แとなります。

https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf 
 ᢤᩊについても、人間らしい生活や自分らしい生活をᡛるという人権尊重のᙻໜƔら考

えていくことが必要です。

ܹݣ応におけるဏڡ共ӷ参画

ܹݣ応力をࢍ化するڡ性のᙻໜ᳸ဏڡ共ӷ参画のᙻໜƔらの᧸・ࣄᐻǬǤȉȩǤȳ᳸

（令和Წ年Ჯ月 内᧚ࡅဏڡ共ӷ参画ޅ）のϔ᪽「はじめに」では、次の記᠍があります。 

ܹは、עᩗ、ඬ、水ܹ等の自然現ᝋ（自然要׆）とそれを受け止めるͨの社会の在

り方（社会要׆）により、そのᘮܹの大きさがൿまってくると考えられています。性К、年

ᱫやᨦܹのஊなど様々な社会的状況によってࢨ᪪はီなり、社会要׆によるܹのᩊ

をஇݱᨂにすることが重要です。 

ிଐ本大ᩗをはじめとするこれまでのܹにおいては、様々な意࣬ൿ定ᢅᆉへのڡ性の

参画が十分に確保されƣ、ڡ性とဏ性のȋーǺのᢌいなどがᣐॾされないといったᛢ᫆が生

じました。 

こうしたᚇໜƔら、の「᧸基本計画」「ဏڡ共ӷ参画基本計画」「ᢤᩊᢃ営ǬǤȉ

ȩǤȳ」等において、ˌ下のʙが定められています。 

員への˓ԡなど、᧸に関するሊ・方ۀ方᧸会ᜭのע、るための᧸力向上を؏ע・

針ൿ定ᢅᆉと᧸の現場におけるڡ性の参画をਘ大する。 

るもの化や、᧸ȪーȀーの育成等をࢍ、は、自主᧸組織の育成（Ⴤࡅᣃᢊ）ထࠊ・

とし、その際、ڡ性の参画の促進にѐめるものとする。 

のȋーǺのᢌڡ性の参画を推進するとともに、ဏڡထは、指定ᢤᩊのᢃ営におけるࠊ・

い等ဏڡӑ方のᙻໜ等にᣐॾするものとする。ཎに、ڡ性ݦဇのཋし場、ᘘܴ、ʐ

ܴの設ፗや生理ဇԼ・ڡ性ဇ下ბのڡ性によるᣐࠋ、߹ׅᜩ備や᧸ཛȖǶーのᣐࠋ等によ

る指定ᢤᩊにおけるᢃ営ሥ理にѐめるものとする。 

性のڡ、のᢘ切なᢃ営ሥ理を行うものとし、その際ܡ˰は、応࣯ˎ設（Ⴤࡅᣃᢊ）ထࠊ・

参画を推進し、ڡ性の意ᙸをӒପできるようᣐॾするものとする。 

・ᘮעのࣄ・ࣄᐻに࢘たっては、あらゆる場・組織にڡ性の参画を促進するものとする。 

このような取組を進めることは、܇どもやᒉ者、᭗ᱫの方、ᨦがいのある方、᳆᳁の

方など、ٶ様な方々へのᣐॾにもつながります。 
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      ዻyƟ人権ड༎� ȏȞǛǜǍȔ|の人権ड༎

ȏȞǛǜǍȔ|っƛःƕǂŻ 
ƞƷƁ�ಛᇀƾƌくภƂǀ�たƶに 

Ĩ 学ඉ 

  教職員 

ĩ ƢƾŹ 

ȤȳǰǱǢȩーとは˴Ɣ、ʙ̊をとおしてその状態について知る。さらに、ਃ࢘している児童・生徒

がȤȳǰǱǢȩーのような状況なら、どのような支ੲが必要Ɣ考え、関係ೞ関等とᡲઃして支ੲにつな

ƛるなど、ᢘ切なݣ応ができるようにする。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ũȑǽǳȳ 

ŨǹクȪーȳ等、一૪に動画をᙻᎮできるೞ֥（または一人一Ө） 

ī श๊ 

ȤȳǰǱǢȩーそのものの実生活をᡛっている児童・生徒がいるӧᏡ性があります。そのため、ᙻᎮ

した動画をもとに、学校で児童・生徒がどのような場面で支ੲの必要なȤȳǰǱǢȩーƩとਵえること

ができるのƔ、教職員ӷٟでᛅし合う展開を設定しています。 

一方で、ܼଈの一員として「おˡい」することはܼࡊ生活をң力して営む上で大切なこととして、

共通理解をることが望まれます。ܼଈを支えることがբ᫆なのではなく、ᢅ度のਃにより、学校生

活等に支ᨦをきたし、܇どもらしい生活がᡛれない場面があるのƔを、児童・生徒自៲がਰりᡉって自

覚する指導がʻࢸ求められます。人権学習ワークシート集ô（᭗校ዻ 第��集）の��᳸��に、Ȥȳ

ǰǱǢȩーにƔƔる指導資料（資料#）があるので参ༀし、児童・生徒への指導に活ဇしてくƩさい。

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（３分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჱ分） 

「ȤȳǰǱǢȩーって˴Ʃǖう」 

・資料をᙻᎮし、資料%にある�0の

Ǥȩǹトをᙸて、៲のׅりでȤȳǰ

ǱǢȩーƔもしれないと考えられる

ʙ̊をワークシートにく。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・ȤȳǰǱǢȩーについて、៲ᡈ

なʙ̊について考えることで、

自分ʙとしてਵえるよう促す。 

・ワークシート 

・資料$ 

・資料% 

�� 

・ȤȳǰǱǢȩーがどのような状態Ɣ、動画やǤȩǹトをもとに知り、理解する。
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展開 

30分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（30分） 

「ȤȳǰǱǢȩーについて知り、なƥ

深Цなբ᫆なのƔ理解する。」 

Ĭ資料&をᙻᎮし、ȤȳǰǱǢȩーがど

うして深Цなբ᫆なのƔ考える。 

ĭ動画でᛅされていた内容をもとに、

ȤȳǰǱǢȩーをどのように支ੲに

つなƛるのƔを考えて、ワークシー

トにく。 

Į記λした考えをもとに、Ჯ人ᆉ度の

ǰȫーȗでお互いの意ᙸをˡえ合

う。 

・動画をǹクȪーȳに৲ࢨするな

どして、一૪にᙻᎮさせる。 

・動画をもとに考えたことを記λ

してもらう。 

・資料'についてᛟ明する。 

・間があればǰȫーȗでЈた意

ᙸを全体で共ஊする。 

・資料& 

・資料' 

まとめ 

�0分 

Ŧまとめ（�0分） 

・ȤȳǰǱǢȩーについて、ʻଐのᄂ

̲で学んƩことをワークシートに

き、全体で共ஊする。 

・まとめのᛅをᎥく。 ・Јされた考えや記ᡓをもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

Ჶ参考資料などᲸ 

資料 # 「人権学習ワークシート集ô Ყ人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第��集）Ყ」 

 神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会教育ޅ行部行ᛢ（令和４年３月） 

資料 $ 動画「܇どもが܇どもでいられるᘑに。ȤȳǰǱǢȩーって、知っていますƔᲹ」（30 ᅺ） 

ҽ生і省țーȠȚーǸ JVVRU���YYY�OJNY�IQ�LR�[QWPI�ECTGT� 

資料 % 「ȤȳǰǱǢȩーについて ȤȳǰǱǢȩーとは」  

ҽ生і省țーȠȚーǸ JVVRU���YYY�OJNY�IQ�LR�UVH�[QWPI�ECTGT�JVON 

資料 & 動画「നʟ١gΨȤȳǰǱǢȩーཎКݣᛩ᳸ȤȳǰǱǢȩーって、知っていますƔᲹ᳸」 

ҽ生і省țーȠȚーǸ JVVRU���YYY�OJNY�IQ�LR�[QWPI�ECTGT� 

資料 ' 教職員向け資料「ȤȳǰǱǢȩーの現状と支ੲのあり方」  

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会教育ޅ支ੲ部学校支ੲᛢ（令和４年３月） 

JVVRU���YYY�RTGH�MCPCICYC�LR�FQEWOGPVU���2���2022033��RFH 

・ȤȳǰǱǢȩーについての現状を知り、教職員が指導の場面でᢘ切な支ੲにつなƛて

いくことが大切Ʃと確認する。
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ワークシート 

ӸЭ（             ）

Ძ 資料を参ༀし、៲のׅりでȤȳǰǱǢȩーƔもしれないと考えられるʙ̊をきましǐう。

Წ 動画の内容をもとに、ȤȳǰǱǢȩーをどのように支ੲするのƔ考えてきましǐう。

３ ȤȳǰǱǢȩーについて、ʻଐのᄂ̲で学んƩことをきましǐう。 

ȤȳǰǱǢȩーって˴Ʃǖう どもが「自分らしく生きる」ために᳸܇᳸
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      ዻyƟ人権ड༎� ୁၤfୁጵƠƽǀ人権ड༎のෆँ

    �ŊņŊ�ƤŷƟたの権ጦ

Ĩ 学ඉ 

学校ݱ   � 年生᳸� 年生、中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ଐࠝ生活で感じるۯな気持ちやबしい気持ちを自覚し、自分やӐƩちにѕますᚕᓶをƔける活動をと

おして、自分の「心のၘみ」への向き合い方や、ったときやपんƩときは相ᛩしてもよいことを知る

ことで、自分やӐƩちを大切にしようとする࣬いをもつことができるようにする。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź相ᛩೞ関がƔれた資料 

ī श๊ 

られ、もっܣどものԡが܇の「生きる権利」では、すべての（����年ϱ）「どもの権利வኖ܇」

て生まれたᏡ力を十分に˦ばして成ᧈできるよう、Ҕၲ、教育、生活への支ੲなどを受けることが保ᨦ

されています。 

しƔし、文部科学省の「令和3年3月�ଐ 児童生徒の自ൈʖ᧸について（通知）」によると、ᜩݑ

ҽ生і省の自ൈወ計では、令和Წ年度中における児童生徒の自ൈ者ૠは���人（定値（令和３・࠻

年Წ月Ჯଐໜ））で、Э年とൔ᠋して４лف加、そのうち、܇ڡ中᭗生の自ൈ者ૠは200人（定値

（令和３年Წ月Ჯଐໜ））でЭ年とൔ᠋してኖᲬ̿となっています。 

この通知には、「自ൈʖ᧸教育を実するなどにより、児童生徒自៲が心のүೞに気づき、៲ᡈな̮

᫂できる大人に相ᛩできる力をؔうとともに、児童生徒Ɣらのपみや相ᛩを࠼く受け止めることができ

るようにすること」と示されており、「のЈし方に関する教育」の重要性がᡓべられています。 

本ワークでは、まƣ、ǢǤǹȖȬーǭȳǰで「自分を知る」ことƔらڼめます。ここでਫƛられたڤ

きなことは、児童・生徒のଐࠝでǹトȬǹ解ෞを助けしてくれるものであり、さらに、ᩊなことに

Ј会ったときは、心を支え、ȬǸȪǨȳǹ（ׅࣄ力）になります。この支えてくれるものがٶければٶ

いǄど、ᩊな状況でࢍさを発ੱできることになります。 

そしてワークを通じて、「心のၘみ」にݣするݣϼ方法や、「࢘て」されたことで感じるܤ心感、

「心のၘみ」を自覚したりᛡƔにˡえたりすることのよさに気づくことができるでしǐう。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� ��ᇀƳたƤ��ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（2分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჲ分） 

「自分を知ǖう」 

Ĭ自分にとっての次のものをく。 

 、きなべཋڤ、きなことڤ・

 っていること、大切な人・ものࢌ᪴

ĭじǌんけんをしてѨった人が発ᘙする

ものをᢠび、理由とともにˡえる。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗをつくる。 

・ᛡでも、ڤきなこと、大切なもの

をもっていると৲ƛƔける。 

・Ꭾく人は、ԁ定せƣ共感的に受け

止めるようにˡえる。 

・ワークシート 

�� 
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Įኳわったら、ǰȫーȗ内で感ेをˡえ

合う。 

展開 

 学校ݱ

2Ჯ分 

中学校

30分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（2ݱ�分、中30分） 

「ӐƩちƔら相ᛩされたときのᛅのᎮき

方を知ǖう」

ǢクȆǣȓȆǣᲫ 

Ĭ#さんの立場Ʃったらどのように感じ

ると࣬うƔ考えてく。 

ĭあなたがさんƔら相ᛩを受けたとす

るとどのような態度（気持ち）でᎥい

てあƛたらよいƔ考えてく。 

Įǰȫーȗ内で発ᘙする。 

įさんにどのようなᚕᓶをƔけるƔ考

えてく。 

İǰȫーȗ内で発ᘙする。 

ıǰȫーȗでЈた態度やᚕᓶをクȩǹ全

体で発ᘙする。 

ǢクȆǣȓȆǣᲬ 

「相ᛩされたのᛅのᎮき方にȁȣȬȳ

Ǹしよう」

・2人組になって、一人は自分のपみ、

っていること（）をˡえ、も

う一人はᎮくȭーȫȗȬǤを行う。 

・ᛅをᎮいたときの気持ちや相ᛩしたと

きの気持ちをਰりᡉりく。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗをつくる。 

・考えにくい場合は、次の̊を参考

にኰʼする。 

（̊）இࢸまでᎮく。相をうつ。 

   ԁ定しない。等 

・考えにくい場合は、次の̊を参考

にኰʼする。 

（̊）大٭Ʃったね。大人に相ᛩし

よう。いつでもᎥくよ。等 

・Јされた態度、ᚕᓶをெしてお

く。 

・ǢクȆǣȓȆǣᲫでЈた考えをも

とに、お互いの気持ちを考えなが

らȭーȫȗȬǤするように促す。 

・の内容にったときには、

さんの内容でよいとˡえる。 

・ᠲい気持ちになったときには、

理しなくてもよいとˡえる。 

まとめ 

�0分 

Ŧまとめ（�0分） 

・まとめのᛅをᎥき、活動のਰりᡉりを

く。 

・ಅをとおして児童・生徒ƔらЈ

された考えや記ᡓをもとに、ねら

いをおさえ、まとめる。 

どもへの支ੲに関わる相ᛩೞ関܇・

をኰʼする。 

・資料 

（相ᛩೞ関） 

Ჶ参考資料などᲸ 

「教ࠖにできる自ൈʖ᧸ ܇どもの 515 をᙸᡜさない」 

᭘Ꭷ፦ 中ځ大学ܲ員ᄂᆮ員ᲩЭ᧸ᘓҔ科大学校教 教育開発ᄂᆮ（令和Წ年） 

 「心すること 自分もみんなも大切なひとりܤどもの社会的ǹǭȫ್ාȗȭǰȩȠ つながることは܇」

್ාࠊ教育ۀ員会（20�� 年） 

・心のၘみを自覚し、ᛡƔにˡえることのよさに気づƔせることが大切である。

・心のͻやၘみを感じたには、「大ɣپᲹ」と自分自៲にᚕᓶをƔけて、自分の心

のͻみに気づくこと、そして心のͻやၘみはᙸえにくいので、ᚕᓶや文܌にᘙし、

「࢘て」を受けることが大切である。

・ԗにはあなたをܣりたいと࣬っている大人がዌݣにいることを知り、相ᛩしたい

ときは、相ᛩする人はあきらめないでˡえዓけることが大切である。

・˴Ɣۯなことがあった、ワークシートにいてあるものが支えてくれたり、ၷして

くれたりする大ʙなǨȍȫǮーであることを理解する。

94



�� 

ワークシート

（   ）年（   ）組（   ）ဪ  ӸЭ              

ǢǤǹȖȬーǭȳǰ 「自分を知ǖう」  

わたしのڤ
す

きなことは わたしのڤ
す

きなべཋは 

わたしのがんばっていることは わたしの大切な人やものは 

ǢクȆǣȓȆǣᲫ ӐƩちƔら相ᛩされたときのᛅのᎮ
き

き方を知ǖう 

 あなたがさんの立場Ʃったらどのように感じると࣬いますƔ。 

 あなたがさんƔら相ᛩを受けたとしたら、どのような態度
た い ど

（気持ち）でᎮ
き

いてあƛたらよいと࣬

いますƔ。 

# さんにどんなᚕᓶをƔけてあƛますƔ。 

このಅ
じǎƗǐう

をਰ
ƾ

りᡉ
Ɣ え

って、これƔら「心のၘ
いた

み」を感じたときや、ӐƩちƔらप
な や

みを相ᛩされたとき

はどのようにしたらよいƔ、考えたことをきましǐう。 

ßàはあなたの権利
け ん り

Ƃ# さんのप
な や

みƃ部活動（クȩȖ活動）の上級生がこわくてप
な や

んでいます。部活動（クȩȖ活動）は大ڤ
Ʃ い す

きƩけど、上級生には˴もᚕえないᩎ気
ƾ ん い き

があります。ཎ
とく

にいやƩったのは、ᚕいたいこともᚕえƣに、

「おまえは、ཎК
と く べ つ

ȡȋȥーƩ。」とᚕわれて一人Ʃけᢌ
ちが

うことをさせられたことです。みんなと一ደ
い っ し ǐ

にやり

たƔったのに・・・。もっと自由に࣬っていることがᚕえたらいいなあと࣬います。 

どもの権利学習資料「わたしもあなたも᠗いて」より܇ 員会ۀ教育ࠊ߃߷
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参考資料 èஇૼ༿は、神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会țーȠȚーǸをƝ確認くƩさい。 

神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会相ᛩᆸӝԗ知ȝǹǿー（令和４年度༿）より

（ද意Ძ）これらの相ᛩೞ関は、神ډ߷ჄのჄ立学校をݣᝋにした令和４年ବ現在の相ᛩᆸӝです。

。は学校にਫ਼示されているȝǹǿーや相ᛩǫーȉ等で確認しましǐうإထのऴࠊ

（ද意Წ）「３ いじめ」については、相ᛩᆸӝにつながる.+0'のʚ次Ψǳーȉを記᠍したǫーȉを

学校のȡーȫᣐ̮シǹȆȠ等でみなさんにᣐࠋしています。 

そうƩんさき 
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